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はじめに 

 日本の歴史書は一般に中国や朝鮮半島からの方面から歴史文化が伝播している考察

した著書が多い。しかし近年は「日本人は何処からやって来のだろうか」という問に、

日本人のＤＮＡを精査すれば、どうやらモンゴロイド人種のバイカル湖周辺のブリヤ

ード人が、我々日本人の血液型が一番多くあてはまる結論がでている。 

 筆者は前々から「北からの古代史」考察したいと考えを持っていた。北らの文化や

歴史の著書を探してみると、「北からの古代史文化」を研究している方々が多くおられ

ることが分った。それは歴史学より、民族学と歴史学を合わせた研究が多く見られ、

いろいろと興味深い事が解ってきた。 

 そこで、論文論考の中だけでなく、自ら足でサハリンや沿海州を歩いて先住民族を

踏査してみると、なんと日本人の顔に似たモンゴロイド人種が多いことに気がつく。

サハリン中部・北部やアムール川下流域の先住民族地域を歩くと、正にこの地域の人々

は、モンゴロイド人種の大通りであることに気がつく。あらためて対面すれば、日本

の近所のおじさん、おばさんにそっくりな顔であり、唯々驚ろくばかりである。 

 世界の文明の発展の歴史は、農業による経済活動の発展が進み、それが人口を爆発

的に増えた歴史を辿っているのである。その先祖を辿ればアムール下流域・サハリン・

カムチャッカ・千島列島に居たモンゴロイドたちは、およそ４万余年前から居住し、

最近の１７世紀頃まで、農業生産圏でなく漁業か遊牧での種族単位による住み分け、

漁食圏と肉食圏に別れて生活の歴史を刻んできた。トナカイによる遊牧民生活と、ア

ムール下流域の漁業生活とに別れ、今日まで生活様式を変えず今日に至っている。因

って、財力の経済発展は見られず、民族単位の強国の成立もなく、極東アジア地方は

人口も増えず、独自の強勢国家の形成はみられなかった。ごく最近の１７～１９世紀

に至り、農業を基盤にして経済力を持った元朝・明朝・帝政ロシア・清朝がこの地方

に出進し、彼らの居住区から獲れる獣皮を求めて入り込む近代史となっている。元明

の王朝時代を境に、世界先進国が「帝国主義国家」を目指す時代が到来し、先住民の

居住地は、帝国主義国家の人々の入植地となり、諸民族たちは搾取される時代の歴史

を刻んでいる。その列強国がアムール川下流域・サハリン島・千島列島の侵攻した時

代の歴史文化を考察してみたい。その歴史文化を尋ねる物語として、図絵や写真を多

くして楽しめるようにした。 

２０１７年１月小正月     池田 勝宣 
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 第 1 章  奴児
ヌ ル

干
ガ ン

都司
と し

と永寧寺碑記の成立ち 

ロシア連邦ハバロフスク地方ウリチ地区ティル村は１５世紀前半、明帝国の東北地

方を支配する軍事行政機関「奴児
ヌ ル

干
ガン

都司
と し

」(正式名は「奴児干都
と

指
し

揮使司
き し し

」)と付属の寺院

「永
えい

寧寺
ね い じ

」(観世音
かんぜおん

菩薩
ぼ さ つ

を祀
まつ

る)の遺跡が残る。ハバロフスクから河口まで 1057 ㎞、河口

より約 60 ㎞遡航
そ こ う

すればニコラエフスク・ナ・アムーレの町となり、さらに約 60 ㎞遡

航した所がティル村となる。ティル村は中国名「特
テ

林
リン

」、満州語で「ヌルカン」は「絵

のような」意となる。ニヴフ語では「ティル」=「崖」の意となる。 

★ 歴史地図よっては「ティル」は、「特林」、「チル」の地名となっている。 

★奴児干の呼称はヌルガン、ヌルカン、ヌルハンと著書により異なる。 

 

ティル村高台から永寧寺記遺跡を遠望、黄色の矢印が永寧寺跡、正面の奥がアムグン川上流となる。黄

矢印の左奥がアムール川上流となる。右手前へと流れが下流、この合流点がティル村となる。写真撮影

は 2015 年 8 月末夕方の時間帯となる。 

① ② 

①永寧寺遺跡に大砲と手前に礎石有、奥はアムグン川  ②の写真は『БУДДИЙСКИЕ ХРАМЫ ХѴ в. 

В НИЗОВЬЯХ АМУРА』Ａ・Ｒ・アルテーミエフ著・(アムール下流域での ХѴ の仏教寺院跡)より 
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奴児
ヌ ル

干
ガン

都司
と し

の設置  明代(1368－1644)に奴児干都司が設置されたティル村の地は、

遼
りょう

・金時代から「奴児干城」が置かれた所であり、元代には東征
とうせい

元帥府
げ ん す い ふ

が置かれてい

た要地でもある。明代に入り３代皇帝、永楽帝の永楽７年(1409)、東北地方を支配する

機関として「奴児
ヌ ル

干
ガン

都司
と し

」が設置された重要な要衝地となっている。明朝は１５世紀

前半、アムール川下流域を統治するために、奴児干都司を拠点として、さらに明朝の

支配力はサハリン島(庫
ク

頁
イ

島)までに及び、サハリンアイヌを「苦
ク

夷
イ

」「骨嵬
ク ギ

」(元代クギ、

クイェ、漢字で庫野・庫葉・庫頁)と呼ばれた。サハリン島の苦夷(アイヌ)たちはアムー

ル河口を 遡
さかのぼ

り、明朝のヌルガン仮府の地まで朝貢と交易に赴いていたのである。 

 明朝の奴児干都司の設置の経緯は、永楽
えいらく

２年(1404)、忽
フラ

刺
ウ

温
エン

(哈
ハル

爾
ピ

浜
ン

付近)の女真首長

把刺答哈
パ ラ タ ハ

らが来朝(南京)し、奴児干(ティル)の地に「明」の交易場の拠点を設ける事を

要請した。これを受けて、明朝は「奴児
ヌ ル

干
ガン

衛
えい

」(辺境地軍駐留)を設置し、把刺答哈
パ ラ タ ハ

ら４

人を「指揮同知」(衛の官職)に任命した。永楽７年(1409)に奴児干のモンゴル人首長、

忽
フ

刺
ラド

冬
ン

奴
ヌ

ら６５人が大挙して来朝し、奴児干に「明の仮府」を設ける事を要請した。

この申し出に永楽帝は、奴児干衛を都
と

指揮使司
し き し し

(官職)に昇格させ、東北地方全体を管理

支配することに至る。 遼
りょう

東
とう

都司から兵２百を付けて奴児干に派遣し、以後、２百～５

百の兵が交替で常駐軍として東北地方への交通の起点、海西衛(吉林省扶余県)から奴児

干に至る「狗站
いぬえき

」(犬橇の駅)も整備した。 

図③ 

 『大明
だいみん

実録
じつろく

』(全 3058 巻・明朝の１３代の実録)よれば、遼東都司や諸衛の官員の地位

のままで奴児干都司の職務を兼任していた。奴児干都司は、アムール中・下流域及び

③・15 世紀前半の東北アジ

ア『青森県史研究』第 5 号より



 
5

遼東都司支配地域はモンゴル人や女真人の明朝への協力によって維持されていた。こ

のように都司の運営経過後、奴児干都司の実質的な設立を成し遂げたが、永楽９年

(1411)、内官
ないかん

(宦官
かんがん

の中央諸官庁所属官人)の亦失哈
イ シ ハ

(海西女真部族長一族出身)の遠征であっ

た。『 勅
ちょく

修
しゅう

奴児干永
えい

寧
ねい

寺碑記』によれば、亦失哈は「官軍千余人・巨船２５艘」を率

いて奴児干に至り、都司の開設と各地に「衛
えい

」(砦)を立てたとある。この時には北サ

ハリンから南サハリンに衛所を設置してサハリン島(唐太島)全体を統治していたよう

である。★( )内の説明は筆者による。 

 かくして永楽 11 年(1413)秋、亦失哈
イ シ ハ

は自らの事業の総仕上げとして、奴児干の地に

永寧寺(観音菩薩祀る)を建立し、その完成記念として「永寧寺碑記」を建て、由緒を刻

んだのが『 勅
ちょく

修
しゅう

奴児干永寧寺碑記』である。 

 後、５代皇帝宣徳帝の宣徳
せんとく

７年(1432)、再び亦失哈は「官軍２千、巨船５０艘を率い

て、奴児干の地に赴き、奴児干都司を復興させた」と「永寧寺記」にはある。その経

緯は、ヌルガン周辺にいた吉列迷
ギ レ ミ

(ニヴフ人)らによって永寧寺は破壊されてしまった。

その永寧寺を再建したのが「重 建
じゅうけん

永寧寺」で、翌年(1433)に新たな記念碑を建てたの

が、『重建永寧寺記碑』となるのである。 

(参考・『青森県史研究』第 5 号・平成１１年 8 月末調査に入る「ロシア連邦内での奴児干都司・

永寧寺跡および永寧寺碑・重建永寧寺碑」調査報告より) 

 

 奴児干都司の設置の経緯を探る  『奴児干都司考』鳥居龍蔵著を参考にして経緯

を見て行く。鳥居は「奴児
ヌ ル

干
ハン

」とする。 ★「児」「兒」は同じ。★文は読み易くした。 

 明代の初期に、黒竜江(アムール川)の特
テ

林
リン

(ティル)に奴児干都司を設置し、付近一帯

を管轄するばかりでなく、遠く庫
ク

頁
イ

島(クイェダオ=唐太島)にまで及んでいたことは明白

である。『奴児干
ヌ ル ハ ン

都司考』に関しては、『大明
だいみん

實録
じつろく

』『明氏史』『遼東志』『大明一統志』

等に記載があり、『柳 邊
りゅうへん

紀
き

略
りゃく

』の中でその概略を記述している。その文を引用すると、 

《明代のとき、遼
りょう

鎮
ちん

辺外(吉林省中北部から長春市・ウリヤンハイ三衛)の部落は分かれ

て二種類あった。西北にあるものは三衛(衛=国境駐留軍)と言う。三衛とは、泰寧(オン

リウト・黒竜江省)・福餘(オェード・ 東)・朱顔(ウリヤンハイ・朶顔衛)となり、東北の

種族は女直といい、種族は三つに分かれる。海西のものは海
かい

西
せい

女直(吉林)といい、建州

毛憐
もうりん

のものは建 州
けんしゅう

女直 (満州南部)といい、極東(アムール川下流域)の 遠のものは

野人女
や じ ん じ ょ

直
ちょく

という。都司 一
ひとつ

を置き(設置)、奴児
ヌ ル

干
ガン

都司
と し

と言う。衛三百八十一を置き、三
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衛を合わせれば三百八十四なる。》 

 《付記として、按
あん

ずるに、『明実録』の永楽二年二月、忽
フラ

刺
ウ

温
エン

等の處の女直野人の頭

目、把
パ

刺
ラ

答塔
タ ハ

が来朝して、奴兒干衛を設置することになった。把
パ

刺
ラ

答塔
タ ハ

、阿刺孫ら四

人が、指揮同知(従三品)となって、古驢らを千戸所鎭撫
ち ん ぶ

 (軍官職)となる。誥印
こういん

冠帯襲
おそ

衣
き

(みことのりの印と名誉の冠表着)及び鈔幣(紙幣)を賜うことに差額があった。》とある。 

更に、《永楽七年 閏
うるう

四月、奴児干都司を設け、東寧衛(瀋陽市)の指揮康旺
こうおう

を指揮同知

として、兵二百を 與
あたえ

へ、護る事を調印する。千戸(千戸制
せんこせい

・チンギス・ハンの軍事組織、

下に百戸、十戸の区分長下の軍集団)王
おう

肇
ちょう

舟
しゅう

ら都司
と し

指揮僉
せん

事
じ

(まとめ役)となり、その地方

衆を統一した。歳ごとに海青
注

(かいせい・タカ)、貂
てん

(イタチ科テン属)皮等の物を朝貢した。

なお狗站
いぬえき

(犬橇)を設けて遞送
ていそう

(駅から駅へ)した。六月、經歴司、經歴一員を置く。十二

年閏九月、遼東都司に命じて兵三百に増員し、往来してその印
いん

(印鑑と衛)を護もらせた。

二年を踰
こ

えて(毎に)帰還させた。》と、更に、 

《宣徳
せんとく

三年(1428)正月、都指揮の康旺
こうおう

、王
おう

肇
ちょう

舟
しゅう

佟
とう

答刺哈
ダ ル ガ ン

に命じて奴児干の地に往き、

奴児干都指揮使司を設置して、並びに都司銀印 一
ひとつ

、經歴司銅印一を賜う。六年五月、

指揮同知の佟答刺哈
と う ダ ル ガ ン

の侄
てつ

(身内)の勝に命じて都指揮僉事
と し し き せ ん じ

(官職名)を襲名した。八年七月、

佟答刺哈の妻王氏来朝し、馬及び方物(当地特産)を朝貢した。八月、都
と

指揮使
し き し

(一省軍政

の司)の康旺
こうおう

の子の康福が指揮同知を襲位した。閏八月、都指揮同知の王肇舟が老疾
ろうしつ

(老

人)になったので、その子の貴に命じて襲名して都指揮僉事
せ ん じ

(衛官)となり、副千戸の祿
ふち

を

与えた。》とある。 

  

注・海
かい

青
せい

(鷹)は海東
かいとう

青
せい

と称す鳥名。黒竜江の下流域河口の大海辺緑に生息する。ク

マタカ(白ハヤブツとも)の中の 優秀鷹の海青である。その色は青くして海東より飛来

し、海東青又は海東と名づける。『元史』巻 59、合蘭府水達達等路の条に《俊禽
しゅんきん

の海

東青という鳥あり。海外より飛来して奴児干に至る。土人はこれを羅
ら

して(捕獲)以って

土貢とする》とある。女真に鷹狩(捕獲)を背負わせ、海東青の羽(武器矢羽)で作った裘
きゅう

(衣)甚だ珍貴であったという。 

『明一統志』巻 89 には《海青は、五国城の東に出だす。小にして健なり。能く天鵝

(白鳥)を擒
と

える(鷹 匠
たかじょう

師狩)。爪白なるものは尤も異なり》という。遼東の初めに、こ

れを用いて諸鳥を擒
と

えることが、 も盛行した。当時の黒竜江畔の女直人に命じて、

この鳥を捕え、これを受け取るために衛所へ官吏らを派遣した。遼代、黒竜江方面に
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於ける進展は、この鳥によって興り、その滅亡もまたこの鳥によって決まった。 

『明一統志』等の記載によれば、当時の物産は、海青・大鷹・黒狐・貂
て

鼠
ん

・海豹
あざらし

・海懽
かいかん

の皮・海螺
か い ら

の皮・殳
しゅ

角
かく

(セイウチの牙)・好刺
こうらつ

(各種の鹿角)・鯨須(鯨ヒゲ)となり、本国で

は大変珍しく貴重なものとなる。明朝のアムール川下流・カラフト島への軍事東征は、

海青の羽根とクロテンの毛皮の獲得が東征軍 大の目的となっていた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

衛所・明朝の十進法に基づく軍事組織制度、十戸・百戸・千戸所となる。 

『明実録』に見えるアムール川下流域に設置された１０所の「衛」と唐太島に設置

された３カ所の「衛」があった。奴児干都司配下の「衛」の役人は、当該地域の民族

の首長層が特産物を持参して明朝に朝貢した際、彼らを「衛」の役人として任命した。

これは、現地の各部族の族長に自治区に行政を任せていることになる。 

 「衛」の役人は、一般に「指揮使
し き し

」１名、「指揮同知」２名、「指揮僉事
せ ん じ

」４名、「衛

鎮撫」２名を常とし、これらの役職を明朝の官制に従えば、「指揮使」は明朝の正三品

官(歳級禄・米 600 石と俸鈔
ふちがね

300 貫)、「指揮同知」は(歳級禄・米 500 石と俸鈔 300 貫)、「指

揮僉事」は(歳級禄・米 400 石と俸鈔 300 貫)、「衛鎮撫」は(歳級禄・米 170 石と俸鈔 90 貫)

に相当するものとされる。 

族長は明朝の官職とは別で、人事異動ない世襲制となっており、当該地域の首長層

を「衛」の各級役人に任命する際、彼らに「誥印
こくいん

・冠帯
かんたい

(礼装)・襲
おそ

衣
き

(上着)」等を与え

た。「誥印
こういん

」とは「勅 書
ちょくしょ

」と「官印」のことで、「勅書」には官職名が記されている。

彼らが明朝に朝貢する場合、明朝の役人が遼東地域の各関門でこの「勅書」を審査し

て入京を許可する重要な「誥印」となっていた。また、彼らが明朝への朝貢の際、地

域の特産物を持参する義務があり、『大明會典』「海西女直」の貢物に、「馬・貂鼠皮(ク

ロテン)・舎列孫皮(オオヤマネコ)・海青(鷹)・兎鶻(ハヤブサ)・黄鷹
き だ か

・殊角(アザラシ牙)

 

『De arte venandi cum avibus』(『鳥類を利用した狩猟

技術』)に描かれた２人の鷹匠。鷹匠の鷹狩は紀元３千年

前から、中央アジア・モンゴル高原が起源とされる。ロー

マ帝国のフリードリヒ 2 世は上記の鷹狩りの研究書を書い

ている。(ウィキペディアより) 
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と記されている。『遼東志』「乞列迷
キツレツメイ

(ニヴフ)貢ぎ物」には、「海青・大鷹・皀鵰(クマタ

カ)・白兎・黒狐・貂鼠・呵膠・黒兎」と記されている。 

 明朝はこれらの貢物者の衛所役人(地域の族長)に対し手厚い賞賜品を与え、綵緞
あやきぬ

(絹

織物)・絹・紵絲
ち ょ し

(糸)・衣服・靴などであつた。明朝は永楽・宣徳年間の交易活動は、

国内での韃靼
だったん

部族紛争が続いたため、満州の馬をはじめ、各種獣類の毛皮、海青、薬

品(チョウセンニンジン等)等々が、防寒用、軍事用、装飾用、賞賜用などに使う頻度が

高まり、明朝は行政上、毛皮を必要欠くべからず物となっていた。(『中世の北東アジアと

アイヌ』「明朝のアムール政策とアイヌ民族」榎森 進著参考) 

 

元代の東征元帥府とカラフト島への蒙古襲来を考える  北からの蒙古襲来につい

て、『奴児干都司考』鳥居龍蔵著より参考に考察してみたい。★()内は筆者による。 

鳥居龍蔵は北からの蒙古襲来説に、《奴児干の地名は女直語ではなく、蒙古語に属す

るもの。元の世祖
せ い そ

(モンゴル帝国大ハーン・クビライ)の時、ここ奴児干の地に東征元帥府

(軍政府)を設置し、蒙古軍は奴児干を中心にして黒竜江河口から庫
ク

頁
ギ

島(唐太島)に至る

極東地域を統治した。奴児干という地名はこの時に起源とする。元の世祖時代に蒙古

軍は日本を征討したが果たせず、軍船を造り、再び日本を征討が考えられ、この地は

造船所になっていた。》とあり、鳥居龍蔵は北からの蒙古襲来説を考察している。 

そして、《蒙古人たちは、松花江方面から黒竜江(アムール)畔に至る「站
たん

」(駅・兵站)

設け、夏は船で航行し、冬の結氷に犬(狗站
いぬえき

)に橇
そり

を拽
ひ

かせた。当時、奴児干の地には元

の役人・軍人が居住し、元の勢力を誇示する「東征元帥府」設置されていた。しかし、

この地はギリヤーク(ニヴフ)が多く居住する地域となり、歴代王朝に反抗する 輩
やから

の配

流(流刑囚)地ともなっていた。》 

鳥居は明朝がやって来る前は永寧寺や観音寺は無く、ラマ廟の仏塔のみが立ってい

て、ラマ寺院を形成し、この仏塔から誦
じゅ

教
きょう

礼拝させ、いたわり諭していたと言ってい

る。しかもその仏塔は現在失われペルミーキンの描いた絵画で想像するのみであると。 

《元朝は黒竜江地域の諸民族支配を目的とし、ラマ教を布教し、ティルに東征元帥

府(駐留軍２百から２千人位)置いていた。アムール川下流域から唐太(庫頁島)北部の地域

に居住していた「吉里迷
ギ レ ミ

」(吉烈減
キ レ ツ メ イ

)は元朝に服従していた。1264 年(至元元年)、吉里迷

は「骨嵬
ク ギ

」(元代のアイヌ族)が毎年のように侵入(鷹羽や貂皮の捕獲)してくると、元の世

祖クビライに訴えた。骨嵬と元軍(千人位か)は２０年にわたり小競り合いが続いた。



 
9

1284 年からの３年連続の元軍の攻撃によって、唐太アイヌ勢力は黒竜江流域や唐太中

部に追いやられた》。鳥居はこれが蒙古軍の唐太島への侵攻の粗筋の論となっているわ

けで、この「モンゴルの唐太侵攻」が１３世紀半ばから１４世紀に断続的に行われた

記録に、元寇
げんこう

(文永・弘安の役)と比較され、「北からの蒙古襲来」と呼ばれている説な

る。鳥居龍蔵の「北からの蒙古襲来」説に疑問を投げかけているのが、中村和之著の

「北からの蒙古襲来」である。次に中村氏の「北からの蒙古襲来」説を見て行く。 

 

北からの蒙古襲来考  「北からの蒙古襲来」の鳥居説を引く榎森進著『アイヌ民族

の歴史』の論文に、「13～16 世紀の東北アジアとアイヌ民族」から、元帝国が唐太(サ

ハリン)島へ侵攻してアイヌ攻撃をした考察がある。その反論として中村和之が「北か

らの蒙古襲来」は、唐太への本格的な侵攻ではなく、規模が数千人の元軍の行動であ

ったと考察している。この中村氏の説は、元朝はティル村に東征元帥府を設置し、そ

の設置の年代は明らかではないが、この地はヌルガンと呼ばれ、金代に奴児
ヌ ル

干
ガン

城があ

った所である。史料で残されている部分には、『元史』巻 119、「木
ム

華
カ

黎
リ

伝」(チンギス・

カンの左翼諸軍２４の諸千戸隊・万戸長)の中に立てられた「碩
シ

徳
デ

の伝」を、中村和之訳

『東北アジアの歴史と文化』「北からの蒙古襲来・をめぐる諸問題」中村和之著(北海道

大学出版会)より、この説を読んで行くことにする。 

 

《碩
シ

徳
デ

は、通敏(めいびん)で幹才(さいのう)が有り、世祖(クビライ)が即位すると、宿 衛
しゅくえい

に入って朝(朝廷)の 儀
ぎしき

を典(つかさど)った。後に同知通政院事(官職)となった。嘗(す

で)に、遼東の斡
ウ

拙
ジェ

(ウデヘ)・吉烈滅
ギ レ ミ

(ニヴフ)の二種の民が、数(たびた)び寇
こう

(外から侵入

して害を加える)を為
な

しているので、宜く親
きん

臣
しん

を 遺
つかわ

し、之(かれら)を論
さと

そうという言(意

見)があった。 上
おかみ

は其の人(人選)に難
なや

んだが、僉
みな

は「惟
おも

うに碩
シ

徳
デ

は元勲の世胄
し そ ん

(跡取り)

であり、識慮
し り ょ

は深長
ふ か

く、使う可
べき

である」と曰
い

った。 

 帝は深く之に然(同意)した。以(これ)で碩徳に問(しつもん)したところ、対(こた)え

て曰
い

うには、「先臣
そ せ ん

は太祖皇帝に従って天下を定(へいてい)しました。険艱
こんなん

を辞
じ

さず、以
も

って勲業
い さ お

(功業)を立てました。陛下は臣が年少で、愚戇
お ろ か

であるのを以(きにする)ってお

られません。願はくば行くことを 請
こいねがい

ます」と。帝は大いに喜び、御衣を賜い、燕(え

んかい)を錫(たまわ)って以
も

って行かせた。 

 碩徳は至ると、 諸
もろもろ

の万戸を集めて兵を陳
つら

ねて 要
ようしょう

を衝
つ

いた。其の渠
きょ

魁
かい

(アイヌの
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頭目
とうもく

)を詰(といただ)して之を 誅
ちゅう

した。脅
おど

されて従っていた者は皆 降
こうさん

した。帝
みかど

は大い

に悦び、賞賚(ほうび)には差(ちがい)が有った。・・・》とある。 

ここに見える碩
シ

徳
デ

は、チンギス・カンに仕えた功臣の木
ム

華
カ

黎
リ

の子孫で、碩徳に率い

られた元軍は、斡
ウ

拙
ジェ

・吉烈滅
ギ レ ミ

(唐太アイヌ)を服属させた。斡
ウ

拙
ジェ

とはツングース系の集団

で、アムール川下流域に居住する先住民族の「ウデヘ族」につながる。また吉烈滅
ギ レ ミ

は

吉列迷や吉里迷とも書き、アムール川下流域からサハリン島に住む漁撈民の「ニヴフ

族」とは、アイヌ族を指している。 

碩
シ

徳
デ

の活動は 1264 年に元軍は初めて骨嵬
ク イ

を攻撃した。『元史』巻５、世祖本紀２、

至元元年１１月辛巳
かのとみ

(干支組 18 番・西暦では 1264 年１１月３０日)を見る。 

  

《骨嵬
ク イ

(唐太アイヌ)を 征
せいばつ

した。是より先、吉列迷
ギ レ ミ

が内附(ふくぞく)し、其の国の東

に骨嵬・亦里于
イ リ ウ

(アイヌを指していると思われる)の 両
ふたつ

の部(部族)が有って、歳(毎年)来(や

ってき)て 疆
さかい

(境界)を侵
おか

すと言った。故
そこ

で住(進撃)して之を 征
せいばつ

した。》とあり、元朝は

骨嵬
ク イ

と亦里于
イ リ ウ

とが吉里迷
ギ レ ミ

(ニヴフ)の領域に侵入することを防ぐために、骨嵬を攻撃した

のである。骨嵬とはアイヌのことであるが、亦里于
イ リ ウ

が骨嵬と同じ方向から吉里迷
ギ レ ミ

の領

域に侵入していることから、亦里于
い り う

も骨嵬と同じアイヌ系譜に属すると思われる。 

 

 元朝が骨嵬を攻撃したのは、1284 年ことである。『元史』巻 13、世祖本紀 10、至元

21 年 10 月辛西 (1284 年 11 月 25 日)、《・・征東招討司が兵を 以
もちい

て骨嵬
ク イ

を 征
せいばつ

した・・》

とあり、更に至元 22 年 10 月乙巳(1285 年 11 月 4 日)となる。 

 

《征討招討司
せいとうしょうとうし

の塔塔児帯
タ タ ル タ イ

と楊
よう

兀魯帯
ウ ロ タ イ

に詔(みことのりをくだ)し、万人(兵 1 万人・数千

人と推測する)を 以
もちい

て骨嵬を 征
せいばつ

させる。因(そこ)で楊
よう

兀魯帯
ウ ロ タ イ

に三珠
さんしゅ

の虎
こ

符
ふ

(銅虎符・将

軍が兵を徴発時の証明)を授
さず

け、征東宣慰使都元帥と為
な

す。》と。 

更に翌年 1286 年、『元史』巻 14、世祖本紀 11、至元 23 年 10 月己酉(11 月 3 日)に、 

《塔塔児帯
タ タ ル タ イ

・楊兀魯帯
ウ ロ タ イ

を 遺
つかわ

し兵万人・船千艘を以て骨嵬を 征
せいばつ

した。》この記述によ

れば、1 艘に 10 人乗り込み唐太島を攻撃したことになる。 

 

元朝のアムール川下流域や唐太島をめぐる支配は、あくまで骨嵬
ク イ

や亦里于
イ リ ウ

を吉里迷
ギ レ ミ

(ニヴフ)の領域から追い出す軍事行動であったと思われる。海
かい

青
せい

の羽根、鷹羽、貂
てん

類の
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獣皮の確保ための侵攻であり、日本征服の意図を持った軍事行動ではなく、アムール

川下流域・唐太島より元朝政府への貢品と交易品の確保にあったと思われる。 

分かりやすく言えば、吉里迷の民が、骨嵬
ク イ

と亦里于
イ リ ウ

が毎年のように侵入して来ると、

世祖クビライに 1263 年訴えた。そして、唐太島中部辺に居住していた骨嵬が、モンゴ

ル建国の功臣、木
ム

華
カ

黎
リ

の子孫である碩
シ

徳
デ

の 1264 年遠征により、モンゴル軍に骨嵬は服

従した。ここに登場する吉里迷はギリヤーク(ニヴフ)、骨嵬
ク イ

(アイヌ)・亦里于
イ リ ウ

はアイヌ

系の夷を指している。この訴えを受けて元朝は骨嵬を攻撃した。これが所謂、「北から

の蒙古襲来」なのである。 

 

苦兀
ク イ

・骨嵬
ク ギ

・クイェについて  元代の中国東北地方の地誌『開原新志』や１６世

紀前半頃に編纂された『遼東志』に、アイヌの祖先といわれる苦兀・骨嵬・クイェに

ついて次のように記している。 

《苦兀
ク イ

は奴児干の東の海にいる。身体に毛が多い。頭に熊皮を帯び、身には花布
注

を

着る。木の弓を持ち、矢
注

の長さは一尺あまり、鏃に毒を塗っていて、あたれば必ず死

ぬ。ナイフ、刃物は堅く、鋭い。父母が死ぬとその内臓を取り去り、その遺体を日に

さらして乾燥させる。家に出入りする時それを背にし、食事の時には必ず祭るので、

家の中では死者に向かい合うことはない。三年たつとそれを埋葬する》とある。 

 

★注「花布」は布ではなく、アットゥシ(シナノキなどの内皮の繊維で織った織物)のような

樹皮の繊維の織りものに紋様を施したもの。★「矢」の鏃に毒を塗り狩猟していた。死者の埋

葬は、後のサハリンアイヌ習俗、ミイラもみられる。★クイェがサハリンアイヌの祖先となり、

漢字で庫
ク

頁
イェ

・庫
ク

葉
イェ

と呼ばれ、元代にはクイ=骨嵬
ク ギ

と呼ばれ、明代にはクイ=苦兀
ク イ

と呼ばれた。 

 ニコラエフスク街から河口方面へ

１５㎞下った所、この写真はニコラエフスク市職員の案内者よりプレゼントされたもの。 

左写真・蒙古軍はこのアムール

川河口(左へ)下航してサハリ

ン島へ向かったのであろうか 
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第２章  ヌルガン永寧寺跡の発見と研究史の流れ 

 アムール川の河口から 153 ㎞遡った右岸、アムグニ川との合流点にティル村の断崖

の上に、1650 年ロシア人探検家によって初めて仏教寺院跡を発見された。 

1675～1678 年、ロシア外交使節として中国に赴任したＮ・Ｇ・スパーファリーは次

のように記している。「我らがコサック兵は、私が赴任するまでの２０年間、アムール

川流域と、河口で中国人と戦ったが、彼らが言う事には、アムール川の河口から２日

船で遡ったところに、まるで人の手によって削られたかと見まがう険しい断崖があり、

そこで２１プード(１プートは 16、38 ㎏×２１=343、98 ㎏)はあろうかという中国製の鐘
かね

が

一つと、中国文字が刻まれた３つの石碑を発見した、との事であった。現地の人々が

コサック兵に語った話によれば、その昔、海からアムール川を遡って当地を巡幸した

中国の皇帝が、記念に石碑と鐘を建てたという。」と聞いていると語っている。(『ヌル

ガン永寧寺遺跡と碑文』A・R・アルテーミエフ著より) 

  

ティル村地域の地図(『ЗЕМЛЯ,ГДЕСЧАСТЛИВ ЧЕЛОВЕК』ウリチ市区 80 周年記念誌・「ここで幸

せな人々の大地」筆者の訳)・左図はウリチ地区ティル村とニコラエフスク・ナ・アレームの位置図 

  

永寧寺遺跡について  アムール川の河口から約 120km 遡った右岸に、ティル村の断

崖（川面より約高さ 35m）に永寧寺跡がある。ロシア人ガイドによれば、ティルの「テ」

は、英語のＴ発音に近く「Ｔィル」の発音となるという。西からアムグニ川とアムー

黄色矢印がティル村 

「Тыр」とある 
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ル川に合流する地点の対岸に、１５世紀初頭に建てられた仏教寺院遺跡がある。この

ティル村の位置は、ロシア極東部のアムール川河口の街、ニコラエフスク・ナ・アム

ーレ港湾都市（人口約３万）から約 60km 遡った所となる。ニコラエフスクは 1920 年に

尼港
に こ う

事件が起きた街でもある。ロシア革命の内戦時に（大正９年）尼港事件が起き、日

本人７３１人の犠牲者を出した。この事件後、日本政府の態応はその日本人犠牲者の

多さに国民感情の反発を招き、日本軍のシベリア出兵駐留を長引かせた経緯ともなっ

ている。この時の革命軍の大砲が現在ティル丘陵の上に据えられている。 

 

ティル村を眺望、黄色矢印が永寧寺石碑跡、緑色矢印が奴児干都司設置跡と推定。左側(上流)から右側

へ流れるアムール川、正面奥がアムグニ川、合流点がティル村となる・『ウリチ地区 80 周年誌』より 

 

図① 図② 

①『奴児干都司考』鳥居龍蔵著 1947 年 ②永寧寺遺跡平面図・Ａ永寧碑・Ｂ八角陀羅尼鐘・Ｃ宣徳碑 

 

図①解説・『奴児干都司考』鳥居龍蔵全集６巻「奴児干都司の遺址」の解説に、 

《特
テ

林
リン

(ティル)の丘陵より約５０ｍばかり低い所に低地がある。この低地は、ＳとМ

鳥居龍蔵の絵図・奴児干都司と永寧寺及

び観音堂の遺址ＳはМよりやや高い段

丘となる 
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との二層より構成され、ＳはМよりやや高い。地理学上より考察すると、江水(黒竜江)

の作用によって形成された段丘となる。私がここを奴児干都司であるとした理由は四

つある。一つは、この地が奴児干都司と関係がある永寧寺観音堂に接近している。二

つは、ハバロフスクからアムール上流にかけて、このような風景の絶景の場所がない。

三つは、黒竜江に臨み、森林に囲まれ、一小河流があり、船の出入りに便利であり、

交通や彼らの生活おいて最も便利な地形であること。四つは、ここＳ・Мの平地が黒

竜江中において実に文化生活の集落であることである。ここを選定して奴児干都司を

設置したことは、当然の事実で、М地において採集を行ったが、ごくわずかの青磁、

白磁の破片と、少しばかりの塼
せん

瓦
かわら

(粘土で焼いた瓦)の破片を得た。磁器の破片は細小な

破片であったが、明代あるいはそれ以前の中国の磁器がすでに輸入され、使用されて

いたことが分る。さらに、М地ではなお一つの残存する石臼
いしうす

を発見し、臼の深さは２

７㎝強であり、直径は３０㎝強であり、それはギリヤーク人(ニヴフ)あるいは女直人が

杵
きね

を以って穀物を砕くのに用いたものと見ることができる。・・・》とある。 

 

図②・《私が、1919 年 10 月 9 日に特林丘陵上に上って調査したことと、ペルミーキ

ン(ロシア人・ティル丘陵で 1855 年に石碑・塼塔の絵図を描く)の当時の調査とは既に地形

は大いに異なっている。背後の森林は伐採され、露出する岩石を除くと何等の痕跡も

なかった。ロシア人の話によると、今を去る１５年以前に、二座の石碑をウラジオス

トク博物館に運ぶ作業時において、絵図に残されている塼塔
せんとう

(レンガ建築)は、ロシア人

によって完全に破壊されてしまった。今は永楽・宣徳の二碑もなく、今日、ここには

何ら歴史考古学上の遺物も存在していない。私は、特林に居住するロシア人の古老に

当時の存在状態を聞いた。その言によると、絵図の図③(下記)が摶塔
せんとう

となる。上記の永

寧寺跡の平面図②のＡ、Ｂ、Ｃは石碑となる。Ａ、Ｂの距離は約３０ｍ離れており、

Ｂは断崖のきわめて危険な所に塼塔
せんとう

は建てられている位置となっていた。塼塔は断崖

の辺縁を隔てること約１５ｍの所にあり、東方の中央に位置している。・・・》とある。 

 

塼塔
せんとう

のどこへ消えたか  筆者の推測は、断崖の直ぐ近くに塼塔は建てられていた

とペルミーキンも記述している。ロシア探検隊は２座の石碑はウラジオストクへ輸送

されている。しかし、謎は塼塔である。図③から想定すれば、現代の建築科学工学を

以ってすれば可能であろうが、当時の建築の技術水準では塼塔を解体し、輸送できる
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建材ブロック状に切断し、建物より取り外しできる形状を作ることができたであろう

か。又、化粧レンガを剥がしたらしたら、塔そのものが、バラバラになり輸送できる

状態ではなかったであろう。輸送できるブロック状の建材加工ができないので、やむ

を得ずアムール川に投げてしまったのが真相と考える。 

憶測すれば、輸送することが困難な事情から、ロシア政府は塼塔をそのままティル

丘陵に残しておけば、このアムール下流地域が、中国の領土として認めることになる。

後々のことを考えれば、跡形もなく、塼塔の痕跡を無くすように、政府の厳命があっ

たのでないかと思えてならない。因って鳥居龍蔵がティル丘陵の遺物を探してみたが、

遺物数の少ないと言っている。これが筆者の謎の塼塔の推測である。(筆者の現役時の

生業は建築・造園の石材に携わっていたので、このような発想を抱いて居る。) 

 

図③《今を距たること９２年以前(大正８年(1919)１０月  

３日に鳥居はこの地到着)、1855 年(咸
かん

豊
ぽう

５年)のペルミ― 

キンが描いた絵画によれば、ここにはかつて、一座の 

塼塔
せんとう

を建立していたことを知る。しかしその後惜しむ 

ことに、この塔はロシア人の破壊するところとなり、 

全く痕跡を見つけることはできない。 

この塼塔は考古学上からこれを見ると、永楽・宣徳 

のものではない。まさに奴児干都司設置以前の遺物で 

ある。この塔は、考古学・建築史学より観察すれば、 

この塔は、私が東北・蒙古及びその他の研究・調査し 

たところの遼・金の塼塔に最も類似しているのである。  

 絵画から見ると八角形の塔に似ており、第五層及び 

頂上の法輪
ほうりん

(古代インドの戦車のような武器・輪)は缺失
けっしっ

(抜け落ちる)している。その全形

よりこれを推測すると、八角形五層の塔であることは疑いない。第一層の下部は須
しゅ

弥壇
み だ ん

の基座であり、第一層右側二角の面は、格狭間
は ざ ま

式(すきま)の窓があることが見える。そ

の左側の二面は、陰影
か げ

(陰影)が蔽
おお

っていて、見えるところがない。且つ、第二層は、第

一、第三、第四層よりやや高く、これもまた、一般の塔が多く見えているところの形

式である。その各層の面ごとに、仏・菩薩等の像が彫刻してある。且つその下部には、

必ず蓮座
は す ざ

が彫刻してあり、各層ごとにみな 檐
たるき

(ひさし)を設けている。これはすでに

図③・1858 年にペルミーキンが

描いた遼・金代の摶塔 



 
16

磨滅
ま め つ

・残缺
ざんけつ

(そろっていない)して見ることはできないけれど、充分にその原形を想像で

きる。これらを推考し、確かに遼・金時代の塼塔
せんとう

形式であるとみる。この塔を発掘し

た遺跡では、多数の塼の破片が出土し、塔基を装飾めぐらした花紋塼(第３章 19・20 頁)

の破片を採集した。この丘上の塼塔はラマ塔よりやや古いものと確定できる。遼・金

式の塼塔に属し、金代以後の遺物では断じてない。》と鳥居龍蔵は述べている。 

 

補足・八角十三層の塼塔  上記の鳥居の説明する塼塔を理解するために、『中国・

遼寧省に於けるいわゆる遼塔の第 1 層塔身浮彫尊像に関する調査報告』水野さや著よ

り概要をみる。  

《契丹
きったん

(後に 遼
りょう

)は現在の中国吉林省、遼寧省、北京市、河北省北部、山西省北部、

内蒙古自治区にまたがる領土を支配した契丹族の王朝時代があった。1125 年に金に滅

ぼされるまで仏教が盛んに信仰され、多くの寺院が建設された。いわゆる遼塔と称さ

れるこの仏塔の主な特徴は、八角十三層の塼塔
せんとう

が多く、塔身の二層目以上に内部空間

はなく、二層目以上の屋根の軒の間隔がつまった密檐式
みつえんしき

(各層の軒を近接して重ねる構造)

であることが挙げられる。第一層塔身部が多数の浮彫尊像により荘厳されていること

が特徴である。》と述べられている。 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

Ⅰ・Ⅱ『鳥居全集第 6 巻』「金剛界大日如来の石像」より。 Ⅲ・Ⅳ『中国・遼寧省におけるいわゆる遼

塔の第 1 層塔身浮彫尊像に関する調査報告』水野さや著より。塼塔の参考として記載する。 

 

下記図④・《ペルミーキンの記載によると、石碑は第一・第二・第三のあわせて三座

残存していた。今、ウラジオストク博物館が所蔵するものは永楽・宣徳の二碑となる。

この疑問について、特
テ

林
リン

に居住するロシア人古老の話では、この丘上にはＡ・Ｂ・Ｃ

の三座があった(図②参照)。博物館へ輸送時、Ｂの石碑は丘陵の絶壁の先端にあったの
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で、江中(川の中)へ墜落し、努力むなしく学者たちは水中から引き上げることができ

なかった。ペルミーキンは、Ｂ碑面の刻文に対して全く記述していない。恐らくその

時すでに碑文は摩耗脱落して刻文が見えなかったのであろう。このことは、Ａ碑・Ｃ

碑より古い時代の寺院が存在していたことを推測できる。Ｂ碑は、私が見るところで

は、陀羅尼
だ ら に

幢
どう

(仏堂の飾り築物・はたほこ)であろう。幢
どう

身には一種の陀羅尼の呪語を彫

刻してあり、塼塔と同時代の遺物と考える。遼・金・元まで蒙古人がこの聖地を支配

し、明代に至まで支配下にしていた。Ａ・Ｂの両碑の刻む、om-mani-padme・オムマニ 

バドメクムのラマ教呪語によって、これを推測できる。》と鳥居は述べている。 

図④   図⑤ 

④石柱の一部(失われている) 『奴児干都司考』鳥居全集６巻より  ⑤の１・永楽年代碑永寧寺記・⑤

の２・宣徳年代碑重建永寧寺記(ペルミーキン絵図による)『ヌルガン永寧寺遺跡と碑文』より 

 

補足・陀羅尼
だ ら に

幢
ど う

(幢=菩薩のしるし) 「遼上京城の南・伊克山上の遼代仏刹」２「岩

上高所の陀羅尼」(遼上京城以南伊克山上之遼代仏刹・昭和２６年・燕京大学・燕京学報より) 

   

ウブルグイブルジョウに残存する『佛頂尊 勝
ぶっちょうそんしょう

陀羅尼
だ ら に

幢
どう

』八面に彫られている(『鳥居龍蔵全集 6』より) 

《今日、烏布爾
ウ ブ ル

古伊布
グ イ ブ

爾交
ルジョウ

のラマ廟(遼寧省北京遼の首都)の背後の岩上に一基の陀羅尼

幢が立っている。台座は四角形であり、その上部には円形の蓮
はす

台がある。蓮台の上に
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は八角形の陀羅尼幢
だ ら に ど う

がのっており、中間の蓮台と陀羅尼との関係の有無については、

なお疑問が残る。幢と蓮台とは並びに不均整であり、蓮台の彫刻は非常によく、後日、

他所から運んで来て配合したものと考えられる。下部の四角形の台座は７８㎝×厚１

３、３㎝、上部の陀羅尼幢は高さ８６㎝の八角形、上部がやや狭くなっている。八面

の各面に文字が刻んである。》とある。(拙書電子書籍『仏教伝来の道物語』Ｐ134 より掲載) 

 

★『佛頂尊勝陀羅尼幢
ブッチョウソンショウダラニキョウドウ

』八面の教文は、三種より構成され、一つは『佛頂尊勝陀羅

尼』二つは『大乗瑜伽金剛性海曼殊室利千臂千鉢大経王經』三つは『金剛明最勝王經』

となる。八面の教文は、【東方光明電王名阿掲多・佛頂尊勝陀羅尼幢・南方光明電王名

設羝嚕・圓満報身盧舎那佛・西方光明電王名主多光・清浄法身毘盧遮那佛・北方光明

電王名蘇多末尼・千百億化身釈迦牟尼佛】と、あり、神秘荘厳の教えとなる。 

  

 佛頂尊勝陀羅尼幢について  「佛頂尊勝陀羅尼」は、密教経典・陀羅尼の中でも

一際多くの信仰を集めたものであり、その遺経・遺品の分布から推し量るとアジア一

帯に流通したものと思われる。佛頂尊勝陀羅尼が中国へ将来したのは６８３年の頃、

仏陀波
ブ ッ ダ ハ

利
リ

(インド僧・五台山へ文殊菩薩の像に見
まみ

える願でやって来た)の教伝による。 

そして特に石刻文化と結び付、中国独自の信仰形態に発展、「佛頂尊勝陀羅尼幢」と

呼ばれるものが建造された。石製と 雖
いえども

も、長い歴史の中で摩耗し、倒壊してしまっ

た経幢も多く、現存するものは氷山の一角となる。幢
どう

幡
ばん

(はた)とは、布製の幕などに文

字や模様を写したもので、一般的には軍隊の象徴であり、王や貴族の行列行進の目印、

その居場所として用いられる。経典では仏の荘厳具として幢
どう

幡
ばん

を説き、様々なレリー

フに彫刻される。幢幡の有する軍事的な性格は、釈迦牟尼が瞑想中で魔軍と独り勇ま

しく戦うイメージと合致し、王権的な性格は、釈迦牟尼が古代インドの理想の王「転
てん

輪
りん

聖
じょう

王
おう

」に 擬
なぞら

えられた事と一致する。 

このような重層的イメージを背景として、幢幡は仏菩薩を讃 仰
さんぎょう

し、法会
ほ う え

を彩り、仏

教徒の信仰を鼓舞
こ ぶ

するものとして重要されてきたものである。幢幡はとくに仏(釈迦牟

尼)が説かれた聖なる言葉(経典)「経 幢
きょうどう

」と称するのが本義となる。「幢
どう

」は仏堂の装

飾布、「幡
ばん

」寺院の飾り布となる。「宝
ほう

蓋
がい

(仏像頭上かざす)を有する幢幡」は中国へ伝わ

り変容し「石幢」と呼ばれる独自の幢幡が形成されたのである。(「仏頂尊勝陀羅尼経幢の

研究」佐々木大樹著より) 
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３章  永寧寺址から発掘遺物が出土した煉瓦類 

図① 

 ①・永寧寺・重建永寧寺遺跡図(『青森県史研究』第５号・斉藤利男、ベースマップは発掘調査報告書・

遺跡付近地形図。※永寧寺碑・重建永寧寺碑・八角陀羅尼幢・八角四層塼塔の位置は推定)より転載 

煉瓦
レ ン ガ

・瓦等の出土  下記出土写真は、『ヌルガン永寧寺遺跡と碑文』Ａ・Ｒ・アル

テーミエフ著・北海道大学出版会より転載した。化粧煉瓦の文様はすべて同一の華麗

な葡萄の枝であり、大きさもほぼ同一の２７、５×８㎝、厚さ３、５㎝である。 

図② 図③ 

②・永楽年代寺院のブドウ巻き蔓
つる

文
もん

の化粧レンガ(タイプ 1)宣徳年代寺院に再利用されたもの。土製品。 

これは 1413 年の寺院の華麗な葡萄の枝だけの押圧文様のレンガによって装飾されている。 

③・宣徳年代寺院・施文されている化粧レンガ(タイプ２)。大きさは⑦図と同じであるが、より手の込

んだ、相互いにつながっている楕円形で、植物文様が組み合わされている文様のレンガとなっている。

このレンガは疑いも無く 1413 年の寺院の廃墟から持ってきたレンガである。 
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図④   図⑤ 

④・宣徳年代寺院・施文されている化粧レンガの破片(タイプ４)。土製品。 

⑤・宣徳年代寺院・施文されているレンガ(タイプ５)。土製品。 

 1433 年の寺院の遺物には、1413 年の寺院の建築に用いられたレンガが全て見出され

る。即ち、1433 年に建立された寺院に、1413 年の寺院の廃材の瓦や煉瓦などが再利用

されていることが判ってきた。 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑥・永楽年代寺院屋根の平瓦   ⑦・同代の屋根の滴水瓦の瓦当  ⑧・故宮屋根⑭参照 

⑥は平瓦 ⑦⑧・軒先瓦の下端が舌状に垂れて、逆三角形を呈する滴水瓦となる。中

央に蓮
はす

があり、そこから植物の撚
ひね

れた若枝が両端に伸びている文様が押圧されている。 

 

ニコラエフスク博物館にある永寧寺址からの出土品 

⑨ ⑩ 

⑨・写真№1 は左上亀の形のランプ№２・３銅銭、№７滴水瓦(軒
のき

先の瓦・装飾文様・故宮瓦⑭参照) 
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⑩・№４・５建築の装飾煉瓦、№８は中央下、屋根の大棟を飾った龍の角(故宮の屋根瓦参照) 

⑪ ⑫ 

⑪・現場の永寧寺址にある柱の礎石
そ せ き

    ⑫・礎石の丸径は 54、86cm・外周りは 60cm 以上となり、 

1433 年の寺院跡からの出土、柱礎石は３ケ所で発見、全体の寺院跡から１６個礎石が出土している 

⑬ ⑭  

⑬永寧寺の想像絵図がニコラエフスク博物館あった  ⑭北京の故宮瓦屋根・龍の角と滴水瓦 

⑬の永寧寺絵図  ニコラエフスク博物館に永寧寺の想像絵図と「永寧寺遺跡解説

文」がありましたので、概要を筆者による訳文で紹介。 

《ロシア領土内のアムール下流部の仏教寺院で唯一の遺跡です。1411 年に中国皇帝

の裁判所の宦官
かんがん

Yishiha
イ シ ハ

のリーダーシップの下で、アムール下流へ政府軍の遠征を送り

ました。中国の永寧寺は高い崖の上にあって、アムール河口から 120 ㎞遡った所に「永

遠の静けさの寺」永寧寺は建設されたが、先住民によって寺は破壊された。1434 年に

イシハは、アムール下流へ第２回の遠征を行い、仏教寺院を回復しました。初めての

寺院石碑には、中国語、女真語、モンゴル語の碑文がグラニット(御影石)のスラブ材で

構築されていました。その石碑は、１７世紀の５０年代に発見され、ロシア探検隊に

よる、1845 年、1873 年、1935 年による寺院の調査を試みました。寺院の本格的な発掘

調査は、1995 年アムール考古学グループで始まりました。Ａ・Ｒ・アルテーミエフを

はじめ、歴史と考古学の指導の下で、極東の人々の民族誌を地方自治体博物館に寄贈
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されました。1995－2000 年当博物館は新しいユニークなコレクションを獲得しまし

た。》と、説明文ありました。 

 

図⑤の１の永楽碑文を読む 碑文図絵１７頁図⑤を参照、 

石碑の写真２５頁参照。永楽碑の和訳を『中世の北東アジア 

とアイヌ』隆志書院刊・「モンゴル時代の東征元帥府と明代 

の奴児干都司」中村和之著より借用させていただいた。 

「永楽寺記」は永楽 9 年(1411)設置した経緯を次の様にある。 

  

《惟
た

だ東北の奴児
ヌ ル

干
ガン

国は、・・・其の民は吉列迷
ギ レ ミ

及び諸種の野人と曰
い

い、焉
ここ

に雑居し

ている。皆(中華の)風を聞き 化
どうか

を慕
した

っているが、未だ 自
じぶん

で 至
やってく

ることが能
でき

ない。況
まして

其

の地は五穀が 生
せいいく

せず、布帛
ぬ の

を 産
せいさん

せず、畜養(家畜)のは惟だ狗
いぬ

だけである。或は野人

が□(不詳)を養い、□(不詳)を運び 諸
いろいろ

な物を用
つか

っている。或は魚を捕える以(こと)を

業
せいぎょう

と為
し

て、肉を食べ而
さら

に皮を衣
き

ており、弓矢を好む。諸般の衣食の 艱
こんなん

は、言
ことば

に為

(する)ことが勝(でき)ないほどである。・・・永楽 9 年(1411)春、特に内官
かんがん

の亦失哈
イ シ ハ

等を

遣
はけん

し、官軍一千余人を率
ひき

い、巨戦二十五艘で、複
ま

た其の国に至り、奴児
ヌ ル

干
ガン

都司
と し

を開設

した。・・・十年(1412)冬、天子は複
ま

た内官
かんがん

の亦失哈
イ シ ハ

に命じて其の国に戴至(いた)らせ

た。海西自
よ

り奴児干に扺
いた

り、海の外の苦
ク

夷
イ

の諸民に及ぶまで、男婦
だんじょ

に賜
たま

うに衣服・器

用を以てし、給
あた

えるに穀米を以てし、宴
もてな

すに酒饌(さかな)を以てしたところ、皆 踊 躍
おどりあがっ

て懽忻(よろこ)び、一人も梗化(さから)って率(したが)はない者は無かった。 上
おかみ

は複
ま

た

金銀等
など

の物を以て地
とち

を擇
えら

んで寺を建て為(さ)せ、斯
そ

の民を柔化(きょうか)し、・・・十

一年(1413)秋、奴児
ヌ ル

干
ガン

より西に、満涇
まんけい

という站
えき

(駅)が有
ある

のを卜(えら)んだ。站
えき

の左は、

山が高く而
さら

に秀麗であった．是より先、已
すで

に観音堂が其の上に建てられていたが、今

寺を造り仏を塑
つく

ったところ、形勢(すがた)は優雅
ゆ う が

で、燦然
さんぜん

として観る可
べき

ものがあった。

国
くにじゅう

の 老
ろうじん

も 幼
おさなご

も、遠きも近きも濟々(たくさん)争って・・・》と刻まれている。 

 

「海の外の苦
ク

夷
イ

の諸民に及ぶまで、男婦
だんじょ

に賜
たま

うに衣服・ 器
うつわ

用を以
もっ

てし・・・」とあ

るように、明朝は唐太アイヌの朝貢関係を持っていた。苦
ク

夷
イ

とは骨嵬
ク ギ

と同じでアイヌ

夷を指し、元代は「骨嵬
ク ギ

」、明代は「苦
ク

夷
イ

」の呼び名らしい。明朝から齎された衣服や

品物はやがて、蝦夷地から津軽安藤氏に渡り、「蝦夷錦」のルートとなっている。 
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「永楽寺記」の口語訳で  「黒龍江下流のヌルガン国に居住している民は、吉列迷
ギ レ ミ

(ニヴフ・ギリャークに繋がる)やいろいろ満州人、ナーナイ(ゴリド・間宮林蔵はコルデッ

ケと呼ぶ・第５章参照)等が、混在して生活をしている。原住民たちは、満州人の文化を

好んで真似ているが、自分らではその文化を作りだすことはできない。ヌルガンの地

は、農耕で五穀を生産していない。衣服の木綿・絹織物もできない。が、彼らは犬を

家畜として飼っている。住民らは犬を多く養い、いろいろの物資を犬橇で運んでいる。

生業は鮭・鱒らの漁撈民で、冬は狩猟による熊・鹿等の肉を食べ、獣類の皮は、衣服・

防寒・物々交換としているが、歳年(年月)の安定した生活は困難を極めている。 

永楽９年(1411)春、明王朝の家臣(宦官)のイシハが、官軍１千余人を乗せ、巨船２

５艘でやって来て、ヌルガンに軍政局と永寧寺と記念碑を建立した。翌年の冬、また

イシハをヌルガンの地へ派遣し、黒竜江河口より海の向こうの庫
ク

頁
イ

島(唐太)の苦夷(ア

イヌ)にまで、男女差別なく、衣服や穀米を与え、更に宴会に酒肴を振舞ったところ、

アイヌたちは、躍り上がって喜んだ。一人も指揮使に逆らうものはいなかった。永楽

１１年(1413)、ヌルガンの種族民に金銀を与え、住民教育をするために、丘陵の上に

観音寺を建立し、隣接して駅(站)は山高く秀麗の地に創りこれより以後、仏の恵みを

求めて、国中の老も若きも、遠近の民もやって来た。」(筆者による口語訳) 

 

図⑤の２宣徳碑文を読む 碑文絵図１７頁図⑤参照、 

石碑写真２５頁参照。明朝の役人や駐屯軍が留守の間隙 

をぬって、吉列迷
ギ レ ミ

族(ニヴフ)によって永寧寺が破壊した。 

「重建永寧寺記」には次のように刻んでいる。 

 

《宣徳七年(1432)、 上
おかみ

は太監
たいかん

(長官)の亦失哈
イ シ ハ

と同
どう

都
と

指揮
し き

の康
こう

政
せい

に命じて、官軍二千

と巨舡
きょせん

五十を率いて再び至
いた

らせた。民
たみ

は皆故(いぜん)の如(とおり)であったが、独
ひと

り永

寧寺が破毀
は か い

され、基
き

址
そ

が在
のこ

っていた。之(事情)を究 審
きゅうめい

したところ、其の□人と吉列迷

で寺を毀
こわ

した者は、皆悚
おそ

れ 惧
おのの

いて戦慄(ふるえあが)り、之(じじょう)を憂(おそ)れ戮
ころ

さ

れると以
おも

った。而
しか

し太監の亦失哈
イ シ ハ

等は、皇上
こうてい

の 生
いのち

を 好
いつくし

み遠きを柔(てなづ)ける之意(と

いういし)を躰
たい

して、特に寛恕
かんだい

に加(あつか)い、斯
そ

の民の謁(はいえつ)する者を、乃
すなわ

ち 宴
もてな

すには酒を以
もち

い、給するには布物を以いて、愈(ますます)撫恤(ほご)した。是に於
よ

って

人民(たみ)は老いも少(わか)きも 踊
おどり

躍
あが

って歓忻
よ ろ こ

び、咸
みな

嘖々(ほめそや)して曰
い

うには「天
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(明朝)の朝(ちょうてい)には仁徳の君(くんしゅ)が有(いらっしゃ)って、乃(さら)に賢 良
けんりょう

の佐(ほさやく)も有(おられ)る、我
われら

が属(ふくぞく)するのに患(しんぱい)は無いのだ」と。

時に衆
みな

で議(はなしあ)って西(にしがわ)の郭(くかく)に原(もと)の寺を再建し、敢
あえ

て複
ま

た

治(しゅうり)し不
な

いことにした。遂
そこ

で官に委
ゆだ

ねて重創(たてなお)させ、工
たくみ

に命じて 仏
ほとけ

を

塑
つく

らせ、労せずして畢
おわ

った。華麗にして典雅
て ん が

であり、先
まえ

よりも優勝(すぐ)れていた。国

(とち)の人
たみ

は遠いも近いも無く、皆来(みなやってき)て 首
こうべ

を頓(さ)げ、謝(かんしゃ)し

て曰
い

うには「我等の臣服は、永
なが

きこと 疑
うたが

いも無い」》とある。 

  

「重建永寧寺記」の口語訳で  「宣徳７年(1432)、明朝は長官(太監)のイシハと指

揮の康政(こうせい)に命じて、官軍２千名と巨船５０艘を引き連れヌルガンの地へ再び

やって来た。住民たちは以前と変わらなかったが、永寧寺が破壊され、寺の基礎石だ

けが残っていた。寺の破壊された事情を問いただしたところ、寺を壊した種族はギレ

ミで、他の住民たちは、恐れ震えあがり、皆は殺されると思っていた。しかし、太監

のイシハらは、宣徳帝の住民への愛情ある行政政策の命令を受けていたので、寛大な

扱いを住民に示した。そのイシハの話に民たちはひれ伏した。そして、イシハは宴会

をもうけて酒を振舞い、布物を支給して観音の恵みを以って諭した。イシハの情ある

指導に老も若きも躍り上がって悦び、皆の衆は「明朝宣徳帝の仁徳の君主の他に、太

監の勇姿がおられる、我々はそれに従って行けばよいのだ」と、住民たちは衆議しあ

って、重建永寧寺を再建したのである。イシハは匠に命じて、仏をつくらせ、その観

音信仰は先の仏より霊の力が増していた。近くの人も遠くの人も、皆やって来て、首

をたれ感謝して言うには、「我らの臣服は長く続くことは疑いがない」と、褒め讃えた。」

(筆者による口語訳) 

 

中村氏は碑文の二行目にある「其の□人と吉列迷
ギ レ ミ

で寺を毀
こわ

した者は・・・」の欠字

の部分は、「野」と読み「其の野人と吉列迷で寺を毀した者・・・」となり、この推定

が正しければ、アムール下流域ツングース系の野人とニヴフ(吉列迷)が永寧寺を破壊し

たことになる。明朝は地域住民に仏教を広め、先住民を鎮め導く政策を指導したが、

受け入れられていない事が分かる。亦失哈
イ シ ハ

等は情諭で諭したとあるが、この地域の諸

夷らはシャーマン信仰(第５章 53 頁シャーマン教解説)が根強く、シャーマンの指示によ

って観音堂は破壊されたのである。観音寺の破壊は 1427 年～1432 年の間となる。 
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明朝の終焉  アムール川下流域に明帝の永楽帝・宣徳帝の二人の皇帝は、仏教に

よる政策でアムール下流域の諸民族を治める政治政策を施行していたのであるが、や

がて、明朝の国力が弱まり、政府側にも「大航海時代」の発展行動が止まり、1433 年

以降、遠洋航海用の船舶の建造が禁止され、明朝の僻地への軍政行動が止まり、終に

明朝はアムール川下流域の統治を放棄、そして、明朝は終焉を迎える。これ以後 300

年余年、僻地の永寧寺記・寺院跡の存在は世間から忘れ去られてしまった。 

 

ウラジオストク沿海地方国立アルセーニエフ総合博物館の石碑を見る 

  

1413 年の永寧寺記(永寧寺碑)・高 10４、5 ㎝×巾 49 ㎝×厚２６㎝・大理石 アルセーニエフ博物館 

側面には仏教の呪文「オム マニ パドメ フム・om-mani-padme-hum」４言語文字、漢字を右上に、蒙

古文字を右下に、改行して西蔵
ちべっと

文字を左上に、女真文字を左下に配し刻まれている。2014 年 5 月。 

  

1433 年の重建永寧寺記・高１１９、２㎝×巾７０、３㎝×厚３０㎝・花崗岩 アルセーニエフ博物館 

 1433 年の重建永寧寺記は漢文のみで刻まれているが、1413 年の永寧寺記は、中国文字、女真語文字、

モンゴル文字、チベット文字で刻まれている。 
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永寧寺碑裏面(蒙古・女真文字碑文)永寧寺碑側面に記された６字の仏教呪語一覧・『青森県史研究』5 号 

 

補足・観音菩薩 観音菩薩はインドに起源を持つ。釈迦の弟子で、普通“慈悲の神”

と呼ばれ、もっぱらその情け深さと思いやりから、女性の姿で描かれるが、実際は男

性である。仏教の教えでは、観世音は苦しむ人の叫びを聞いて手を差し伸べるのであ

る。そのため中国人は、“苦しむ人の叫びに耳を澄ます人”という。しかし、唐代(618

～905)に太宗李世民の治世に「世」の字は観世音を表すために用いられなくなった。

と云うのは、唐代、皇帝の名に使われている漢字は、一切その他の用に付すことが禁

じられたからである。仏教では観世音について、インドの神ビシュヌのように、３３

の化身を持つという。「観世音
か ん ぜ お ん

菩薩
ぼ さ つ

」は「観自在
か ん じ ざ い

菩薩
ぼ さ つ

」ともいい、「救世
く せ

菩薩
ぼ さ つ

」など多

数の名称があり、一般的には「観音さま」と呼ばれている。 

 

板石にオムマニ バドメクムの漢字呪文 

ニコラエフスク博物館より 
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永寧寺碑の漢字碑文は不明字があり『明代奴児干都司及其衛所研究』等から推定・『青森県史研究』5 号 



 
28

 永寧寺碑文は各民族文化の交流と融合  永寧寺碑文は、漢字・モンゴル文字・女

真文字・チベット文字の４種類の文字を用いて刻まれている。まさにこの地域に多民

族が“雑居”し、民族の文化交流と融合を促していたことを示している。ここから分

ることは、遼・金・元・明と、奴児干の地は、黒龍江下流域の政治経済へ大きな影響

を与えていた。 

 碑の表面には漢文、裏面にはモンゴル文字と女真文の二種類が刻まれ、碑の裏面の

題辞はモンゴル文で記されている。碑の左右側面に四種類の文字、右側の上段には漢

文が、下段にはモンゴル文が、左側の上段にはチベット文が、下段には女真文が刻ま

れている。漢文の「永寧寺記」は漢人の邢枢が書いたものであり、モンゴル文はモン

ゴル人の阿魯
ア ル ク

不花
ブ カ

が、女真文は女真人の康安
こうあん

が書いたものであり、チベット文は恐ら

くラマ僧によって書かれたものであろう。明朝はこの地域での多民族の“雑居”の状

況に合わせた民族文化を融合させた証となっている。 

 

 永寧寺碑文は衣服文化を齎している   

「永寧寺記」に永楽９年春、明朝が奴児干地区に対して「賜うに衣服を以ってした」

という銘文が刻まれ、永楽１０年に「奴児干及び海外の苦夷(サハリンアイヌ)の諸民

を・・」賞し、「男婦に賜うに衣服を以ってした・・」という文字が刻まれ、これは衣

類をサハリン島に送っていたことを意味する。碑文はさらに「布帛
ふ は く

」と刻まれ、布帛

とは、絹織物、麻織物、錦の総称である。 

 「重建永寧寺記」に宣徳７年に「給うに布物
ぬのもの

を以ってした」とあり、これは大変重

要で、「衣服」等の品が、日本の北海道に伝わる流通経路か存在していることを示して

いる。これは元代から、黒龍江下流域及びサハリン島には、すでに日本の北海道との

間に経済的かつ文化的な交流の証を示している。北海道のアイヌが、毛皮類の品々を

舟に乗せ、サハリン島の少数民族を通じて、山
さん

丹
たん

人等の部族と交易活動、すなわち、

山丹交易が行われていたのである。サハリンの各民族は、黒竜江下流域の満琿
まんぐん

人(オロ

ッコ夷・ニヴフ・ウリチ・ナーナイ)、の住む地を山丹と称し、交易が北海道アイヌを通

じて行われていた。その山丹交易の代表する交易品が「蝦夷
え ぞ

錦
にしき

」である。「蝦夷錦」

については、６章「サンタン交易」で詳しくのべることにする。 

(『中世の北東アジアとアイヌ』「永寧寺碑文と北東アジア・奴児干都司と黒龍江下流域」楊晹・1937

年生まれ、吉林省社会科学院歴史所研究員・より) 
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第４章 ヌルガンの地理 『奴児干都司考』鳥居龍蔵著・昭和２２年(1947)参考に。 

 奴児干都司のあった特
テ

林
リン

(ティル)の場所へ、初めて入ったのはオランダ人のウィトセ

ンである。彼がこの地に至り、この丘陵(北緯 53 度、東経 104 度)の遺跡について、初め

て 1708 年に発表した。(フランス文の翻訳は 1785 年)    

 次にこの地域に入ったのは日本人の間宮林蔵となる。林蔵は文化６年(1809)７月２日、

徳楞
デ レ ン

満州仮府を探索した帰途の舟中で、特林の丘陵を遠望し、２つの石碑の存在を見

て著書の『東韃地方紀行』に下記のように記述している。 

 《この日、經
え

たるところの地名は、サンタンコエ(ティル)であり、昔日
せきじつ

にロシアの盗

賊がホンコ河より流れに乗って下り、この地に至って房屋
ぼうおく

(家屋)を築き、夷に傍
そば

いて居

り、以ってその産物を掠奪し、この地を呑 食
どんしょく

(貪欲に食いつく)せんとした。満州夷のた

めに敗
や

ぶられ、終にこの地より逃亡した。その時、賊夷は、河岸の高地に、黄色の石

碑二座を建立した。林蔵は、船中よりこれを遠望したが、文字が彫ってあるかどうか

かは解らなかった。衆夷はこの地に至れば、携帯する米、粟、草実を以って河中に散

き、この碑に向かって拝礼した。・・・》とある。林蔵は同行した土民(スメレンクル夷

は後のギリヤーク・ニヴフ族)が、この碑を遠くから拝んでいる姿を見て、なぜ土民らが

拝むのか、そのわけが理解できなかったと述べている。 

  

間宮林蔵はこの辺で舟中より遠望した所、黄色矢印永寧寺跡に大砲が見える。2015 年 8 月末撮る 

 

間宮林蔵が見た「河岸高き処」を説明すれば、アムグン河口の対岸の断崖上に２つ
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の石碑を仰ぎ見た地名をサンタコエと呼んでいる。白鳥庫吉は、サンタコエとはツン

グース語で「拳の崖」を意となるという。２碑はロシア人が建てたものであるという

伝聞を、林蔵は記述しているのである。ここは北緯５２度５０分に位置となる。 

ホンコ河とは今日のアムグン河のことであり、この河は、ヤクーツク州とプリモル

スカヤ州との間の山脈より流れ、特
テ

林
リン

(中国名)の丘陵の所で黒竜江に注いでいるのであ

る。当時のロシア人はヤクーツク州方面から、この川に沿って降り、黒竜江合流点に

至ったものであろう。 

間宮林蔵が唐太島のノテト(北緯 52 度の手前)より乗舟し、大陸側への黒竜江河口より

徳楞
デ レ ン

満州仮府へ夷らと同行出張し、その帰途の道すがらこの石碑を見た。林蔵がデレ

ンに行く熱い探検行動の原動力は、唐太北部地域や韃靼大陸のアムール河口地域の状

況、そして、ロシアの管理地域はどの様なになっているのか、清朝の管理地域はどの

様になっているのか、その真相情報を得るための探索であった。その情報を入手する

ために、幕府は 雇
やとい

(身分の低い)の間宮林蔵と松田伝十郎に偵察を命じたのである。 

それは、ロシア船の南下(北海道周辺)による国内の政情不安が続き、幕府はこの問題

解決の糸口を探っていたのである。身分の低い雇身の間宮や松田が、異国で捕まるよ

うな問題が発生した場合、幕府は相手国に対し、「個人的な関心事で入国したので、幕

府は何も承知していない」との回答で済ます国際外交方針が窺える。 

それは兎も角、調査目的を秘め、林蔵はロシアの勢力がカラフト島のどの辺まで侵

入しているのか、又、韃靼大陸ではどの様な国の支配体制となっているのか、満州仮

府はどの様な管理体制になっているのか、その調査が最大の探索目標となっていた。 

そして、ついに探索の結果、林蔵は唐太北部地域・大陸のデレン地方は、清朝政府

のみが管理する地域となっていることを確認し、ロシア人はこの地域に一人も居住し

ていないことを確認したのである。これ等を確認した林蔵は、即ち北海道の先、北蝦

夷地方と韃靼アムール地域の地理を確認し、自信満々の気持ちで帰国したに違いない。

帰国後、林蔵の絵図入りの著述書を見ても、異文化の絵図とその様子と語りに、自信

と熱意がみなぎっているではないか。林蔵の齎したものは、当時の日本国民も幕府も

一番知りたかった情報だったのである。 

この探索に於いて、唐太は大陸との半島ではなく、狭い海峡幅(７、３㎞)であるこ

とを確認した。後に「間宮海峡」名称され、この件は第７章「間宮林蔵の『東韃地方

紀行』概観」で述べることにする。 
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 間宮林蔵以後のティル  林蔵の韃靼探索調査の 46 年後、1855 年に至りロシア人の

ペルミーキン(永寧寺碑記の絵図を描いた人物)が、この地に来訪し丘陵に登り調査を行っ

た。1847 年にムラヴィヨフ(第８章「サハリン島問題考」で述べる)が東部シベリア総督に

任ぜられてより、ハバロフスクより下流と河口のニコライエフスク及びオホーツク海

岸を調査した事により展望を見出し、ロシア政府は公式な国領とする方針を決めた。

それは清朝政府が黒竜江下流域に軍隊を入れて管理していない事、この地方はどの国

も入っていない、無風状態になっていたからである。 

ムラヴィヨフは黒竜江を詳細に調査し、河口より海岸に至るまでの間の情態がどう

なっているか、総督の着任８年後、1854 年に調査隊を派遣することが決定され、英国

で製造したペトロフスク構造の外輪船(アルグン)を中心にして、50 艘の船艇及び多数

の木筏で黒竜江を航行に乗り出し、コサック歩兵大隊 1 千名の衛隊が付き、武器を装

備した軍事進攻となる。この時、ペルミーキン、アノソフ、ゲルストフェルト等も参

加している。 

ペルミーキンの記述に、《特林(ティル)は石灰岩より形成された山岳地帯となり、針

葉樹林によって覆われ、山麓に樺
かば

と少数の 檞
かしわ

、白 楊
やなぎ

が生長している。アムグン河は黒

竜江に流れ入り、その下流の左側オレル湖・チリアを形成している。特林の集落は、

アムグン河が黒竜江に流入する１マイル半(2、４㎞)ばかりの所であり、姿勢の勇壮な

断崖が河中に突出している。断崖の上部には、古代の寺院の遺址が残存している。・・・》

と、特林の状景を記述している。 

図① 

 又、『元史』の「地理志」に、俊 禽
しゅんきん

(優れた鳥)の海東
かいとう

青
せい

(白鷹・狩猟用弓の羽・ 裘
きゅう

 

(衣)に使われた)という説明があり、海の外(唐太島)から奴児干に海
かい

青
せい

が至ると言ってい

①・江戸時代の民族分布 

「ヘジェ・フィヤカ・エゾ、

近世における日本と中国の

北方に対する認識」佐々木史

郎著より 
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る。又、罪人(流刑地)が奴児干に流されるものは必ずここに経るとも称している。 

 ハバロフスクより黒竜江に沿って下航し、河口に至るまでの間は、地理学上、文化

史上最も民衆の居住する中心地域が特林(ティル)であり、風景の美しい所は、特林地方

の特徴となっている。居住のギリヤーク人(ロシア人の呼名・ニヴフ)は、古代よりこの

地は諸夷の集落となっており、更に、アムグン川上・中・河口にはツングース族のネ

グダル人(ニヴフ・ウイルタ・マングン含む)が居住している。元・明代に奴児干都司及び

永寧寺をこの地に建立したことは、実に戦略上の的をえた要衝となっている。 

 特林とはこの丘陵の地名であり、ギリャーク人はその場所をティル・バハと呼び、

ティルとは崖のことであり、バハとは岩のことで、即ち岩崖の意となる。ロシア人は

それをＴｙｒと呼び、今日の地名となっているのである。中国人は、古より特林(テリ

ン)と呼び、テリンの原語はツングース語に属するのである。 

ロシア人が黒竜江（アムール川）地域への進出は１７世紀初めにこの地に現れたが、

キーレン族(サマギール・５章の先住民族たち参照)の居住地となっていた。アムグン河流

域の２ヶ所の 塞
とりで

を築いたのは 1682 年で、翌年には清朝側が大軍を黒竜江域に押寄せ、

ロシア勢力を駆逐
く ち く

に乗り出し、ロシア人は戦わず、黒竜江を下りオホーツク海のウダ

河畔のウドスコイに逃れたという。 

ティルは元・明時代の地名は「奴児干」の名称地であり、アムール下流域と外の海

の庫
ク

頁
ギ

島(唐太)経営のために、元朝代に東征
とうせい

元帥府
げ ん す い ふ

(軍政)を置き、明代には奴児
ヌ ル

干
ガン

都司
と し

(軍政)が置いた所である。林蔵が船上で遠望した２碑は、永楽１１年（1413）に建てた

「 勅
ちょく

修
しゅう

奴児干永
えい

寧寺
ね い じ

碑記
ひ き

」（永楽碑）と、宣徳八年（1433）の「重 建
じゅうけん

永寧寺碑記」（宣

徳碑）の２つ石碑となる。その石碑は現在ウラジオストク沿海地方国立アルセーニエフ

総合博物館に陳列（1891 年搬入）されている。 (『奴児干都司考』鳥居龍蔵著参考) 

図② 

②・元明時代の民族分布

図・佐々木史郎著より 
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永寧寺碑文解読の流れ  この石碑の存在は長い間、300 余年も忘れ去られていた

が、オランダ人のウィトセンをはじめ、1809 年には間宮林蔵の『東韃地方紀行』にも

サンタコエの地名で記載され、1929 年には、内藤虎次郎の『奴児干永寧寺二碑補考』

となり、1947 年・1976 年、鳥居龍蔵の『奴児干都司考』の研究となる。そして、永寧

寺の二碑文を通読したのは、曹延杰
そうていけつ

である。 

  図③ 

1885 年、曹延杰
そうていけつ

（清朝末期役人の地理学者）は著書『西伯
シ ベ

利
リア

東偏
とうへん

紀要
き よ う

』を世に出版し

知られることになる。彼は困難や危険を恐れず、辺境に赴き、碑文の拓本をとり、さ

らに碑文の漢字を判読し著作を世に出した。曹延杰の拓本を、1891 年に金石
きんせき

志
し

（石彫

文）の『吉林通志』が出版され、この書籍拓本から、内藤湖南や白鳥庫吉、園田一亀

らの解読が進められた経緯となる。「勅修奴兒干永寧寺碑記」「奴兒干永寧寺二碑補考」

③・勅修奴兒干永寧寺碑記

※第３章、27 頁参照 

「勅修奴兒 干永寧寺碑 記」

「奴兒干永寧寺二碑補考」

より。次頁に続く 
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『内藤湖南全集』３３巻昭和４年より。 

   

  図④・勅修奴兒干永寧寺碑記  ※第２章・２７頁も参照で 

  

『内藤湖南全集』３３巻に「永楽碑記の釋読に就いては、照像三種、拓本二種に、

吉林通志石志、石澤發身氏(今の大倉發身氏)の「白山黒水」(明治３３年１１月発行)を参攷
さんこう

にした。碑中に見える行 人
ぎょうにん

刑樞に就いては、珠域周咨録の外にも、使職文献通編(珠域

周咨録と同じく明の行人司行人厳従筒が嘉靖中に撰せる所なり)巻之七使範篇に傳あり。」と

あるが筆者は恥ずかしながら理解できておりません。 
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 図⑤・重建永寧寺碑記「奴兒干永寧寺二碑補考」より『内藤湖南全集』３３巻より 

 

 曹延杰は松花江からアムール川に入る  清朝末期の地理学者。吉林、奉天、黒竜

江を実地調査し、『東北辺防輯要』を刊行した。帝政ロシアからの防衛のために、地理

『東三省輿地険要図』を纏めたのである。この二書を吉林将軍希元に提出したら、ロ

シアとの国境付近を偵察するように彼は依頼された。曹延杰は兵士２人を連れ、商人

に変装して松花江からアムール川に入った。アムール河口に至った後、ハバロフスク

からウスリー川に入り、ハンカ湖を経て帰国する。１２９日間の１万６千里の旅を踏

査した。東シベリアのロシア軍の拠点、兵数、道路、人口、交易、民族風俗情報を『旅

俄日記』にまとめたのである。この旅で曹延杰はアムール下流域(特
てい

林
りん

)で２つの「永寧

寺碑」を発見し、拓本を持ち帰った。吉林へ帰国後、確実な資料を基に、絵図・論文
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を纏めたのが『西伯利東偏紀要』を著し刊行した。曹延杰はこの功績により光緒帝(清

朝第１１代皇帝)に拝謁を許され、『条陳十六事』を提出して、外交でロシアの拡大を防

ぎ、軍事、政治、そして辺境の経済開発を主張している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       図⑥ 

⑥・曹延杰の絵図・「特林」ティルは左下・現在のニコラエフクは右上、色付は筆者による。 

(『中世の北東アジアとアイヌ』「モンゴル時代の東征元帥と明代の奴児干都司」中村和之著より) 

 

『曹延杰日記』の記述に   

《廟爾(ノモハン)を上ること２百５０里(約千㎞)の混同江(松花江)東岸の特林地方に

は、石壁が江辺に立っており、形は城 闕
じょうけつ

(城門の台地)の如くにして、高さ十余丈であ

る。上には明代の碑二つがある。一つには、「勅修永寧寺記」と刻し、一つは「宣徳八

年重建永寧寺記」と刻しており、みな太監亦失哈
イ シ ハ

が奴兒干海及び海中(アムール河口よ

り海の樺太島)の苦
ク

夷
イ

を征服したことを述べている。碑の陰に(裏側)二体の字の碑文があ

り、碑側には四体の文字がある。文はただ「唵嘛呢叭瀰吽・オムマニ バドメクム」

の六字の漢文をしるすことができるのみであり、余は(自分)はともに辨考(翻訳)できな

い。》とある。(『奴児干都司考』鳥居龍蔵全集６巻より) 
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 第５章 奴児干周辺の先住民族たち         

 アムール川下流域と唐
カラ

太
フト

島の住民に関する人類学、民俗学方面からの本格的な調査

研究が始まったのは、１９世紀の中頃からである。ロシア人が初めてアムール地方に

到達した１７世紀初頭、当時はまだその地方を研究する素地はロシアにはなく、１８

世紀中頃になってロシアにも学術水準の向上が図られるようになってきた。日本に於

いては 18～19 世紀にかけて、民族学的な著作研究ではなく、各地から聞き書きの資料

の記録は残されている。それは最上徳内、中村小市郎、間宮林蔵、松田伝次郎、松浦

武四郎らの江戸中期・後期の日本人による調査聞き書きの記録となる。ロシアに於い

ては先達の調査研究を整理して記録を残したのがマーク(1823－1867 年)Ｅ.Ｅ.Ｍａａ

ｋであり、ロシアの名称としてはアーチィスト・E.マイヤー( Е.Е. Мейер)となる。そ

の後に続いたのがロシア人、L.ｉ.シュレンク  (Л.И.шренк)(1826－1894 年)となり、こ

の２人の研究成果は長くこの地域の民族学研究の古典となり、民族学の基礎となった

のである。今章は『近現代のアムール川下流域と唐太における民族分類の変遷』佐々

木史郎著を参考にして奴児干周辺の８つの諸民族を概観する。 

 

 シュレンクによる民族分類  マークに続いてアムール川下流域の民族構成につい

て詳しい報告書を残し、後世の研究の基礎を築いたのは L.ｉ.シュレンクとなる。彼は

マークが旅行した同時期に、1854 年～56 年にかけて、約２年半にわたってこの地域の

調査を行った。彼の２大業績である、『1854 年～56 年のアムールランドにおける旅行

と調査』と『アムール地方の異民族について』を著し、後者の民族学関係の部分だけ

を取り出し、1899 年ロシア語版で出版された。 

シュレンクはこの地方の種族を「異民族」と名称し、(当時帝政ロシア支配下ではキリ

スト教に帰依しない住民を異民族とした)ギリヤーク、アイヌ、ツングースという言語的

に全く異なる３つの種族グループに分類して、諸民族を明確に分類したのはシュレン

クが最初である。この大きな分類枠で最も広い範囲の大地を占めたのが、ツングース

系民族、次に北部地域と唐太北部を占めているのはギリヤーク族(ニヴフ)、その次が唐

太南部をアイヌ族が占めていると述べている。 

そして、シュレンクは次のように諸種族集団を分類している。松花江とその支流域

には満州
マンジュ

(女真)族がいて、彼らツングースの中では文字と文献を持つ唯一の民族となっ

ており、因って広大な中国をも支配したのが満州人である。嫩
のん

江
こう

(アムール川水系に属し
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松花江最長の支流)の河谷
か こ く

平野(吉林省と黒竜江省の西南部省境)にはダウール(モンゴル系、

内モンゴルソロン八旗、中国語音をカナ転写「打
ダ

虎児
ウ ー ル

」)がいて、この地域で最も早くロシ

アのコサックと遭遇した民族となっている。 

嫩
のん

江
こう

を更に北には清朝の軍団の子孫であるソロン(内モンゴルのエベンキ族、八旗の

「索倫
ソ ロ ン

」)がいた。シルカ川とアルグン川が合流してアムール川となる地点から、この

川を下って行くと、漂白民であるオロチョン(アルタイ諸語のツングース系の言葉を話す民

族)に出会い、次にゼーキ川にかけてネギダール(ネギダル・アムグニ・ツングースの名称

もある)がいる。そしてブレヤ川にはビラール(キリの西側)が住み、ブレヤ山脈の山地を

過ぎると、河谷
か こ く

平野にゴリド(ナーナイ)が住み、そして彼らの下流にはオリチ(山丹人)、

マングン(山丹人)と呼ばれる人々が住み、彼らは下流でギリヤークと接している。 

この他にも、アムール川左岸に注ぐ支流沿いにツングース系の「民族」は、クル川

沿いのキリ、ゴリン川沿いのサマギール、アムグニ川沿いのネギダールとなる。さら

にウスリー川右岸支流の上流地方の山地と海岸地帯には、人口は稀薄であるがオロチ

の集落がある。唐太中部には半遊牧的生活のツングース系のオロキは少数であるが、

同種のオロキには毎年トナカイを遊牧してオホーツク海沿岸からアムール川下流域に

移動するトナカイ・ツングースもいる。 

図① 

①・シュレンクによる民族分布図

(国立民族学博物館研究報告 26

巻 1 号)・民族名と色づけは筆者
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ア ム ー ル 川 下 流 域 の 民 族  『アムール川流域の人々』マークＥ.Ｅ.Ｍａａｋ

(Художник Е. Мейер・アーチスト E.マイヤー)1859 年の「アムール川沿岸の先住民族」 

図② 

②・「民族名」1～５・ネギダール、６～７・満州、８～１２・ゴリド(ナーナイ)、１３・マングン(ウ

リチ)、１４～１５・ギリヤーク(ニヴフ・ツングース系)となる。 

ギリヤーク(ニヴフ)(図②の 14～15)言語が他の諸民族間との異なる点が大きな特徴

である。「ギリヤーク」という名称はロシア人が広くアムール川下流域の住民全体を指

して呼んだ。その居住地域はアムール地方の北東の外れ、アムール川最下流域と河口

両岸の海岸地帯と唐太の北半部となる。彼らは東と北には他民族と接していないが、

西と南にネギダール、オリチ、オロチらと交流し、唐太ではオロキとアイヌが直接接

触している。この事は一面でギリヤークを他の民族から孤立させるが、彼らは大陸と

唐太の諸民族を繋ぐ架け橋となり、中国・日本にも影響を与えている。 

③ ④ 

③・ギリヤークの男性 ④・1、2 ギリヤーク女性・3、4 ギリヤークの少女・5、6、7 ゴリド(ナーナイ)

ゴリドの男性は額をそる弁髪を結い「清」の文化を受けている。マークＥ.Ｅ.Ｍａａｋ(1883) 
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⑤ ⑥ 

⑤スメレンクル夷(ニヴフ)男性  ⑥スメレンクル夷(ニヴフ)女性『北夷分界余話』国立公文書蔵 

⑤・間宮林蔵の『北夷分界余話』男夷ついて、「其の人物は理髪・耳飾りともにヲロ

ッコ夷に異なる事なしと 雖
いえど

も、容貌何となく少し上品なり。其の言語 悉
ことごと

く異にして

弁
べん

知
ち

(思慮分別)しがたき者多し。其の衣装も亦
また

獣魚を用いる者少なからずと雖も、満州

に至たって交易をなす事屢々
しばしば

なれば、木綿衣の類、満州製の物を用いる事多し。 

⑥・女夷について、「女夷も亦ヲロッコ夷に小異ある事なしと雖も、其の容貌嫩
どん

艶
えん

(若

くなまめかしい)なる者多く、浴場・成 粧
せいしょう

(よそおい)の事は見聞する事なしと雖も、嗽
そう

口
こう

(口をすすぐ)・成粧の事は見聞する事なしと雖も、嗽口・拭面(ぬぐう)する事は日毎に

是をなす。故に顔色いつも 瀟
しゆく

麗
れい

(さっぱりした素顔)として醜 穢
しゅうわい

(みにくい)の色ある事な

し。且
か

つ其の情、蝦夷島(北海道)女夷と大に異にして、相識
そうしき

(知り合い)ならざる人と雖

もよく 馴 昵
なれしたしい

し、言語通じないがその云処瞭然ならずと雖も時
とき

気
どき

歓談
かんだん

の応接などあって、

いかにも婉情妖態
えんじょうようたい

(従順でなまめかしい)多く、男子に接するさまは親意殊に深いと云う。 

 

ゴリド(ナーナイ)(図②8～12)・ツングース系民族。ホジェン、赫
ヘジ

哲
エン

とも呼ばれる。

サケ・マス等の漁撈民。漢族から魚皮韃子(ユイピーダーズ)と呼ばれ、ロシア人からは

ゴリドと呼ばれた。尚、「ゴリド」という呼称は、１９世紀当時のロシア語説となって

いたが、シュレンクはそれには反論し、その理由は、間宮林蔵のアムール探検記録、『東

韃地方紀行』に登場する「コルデッケ」は「ゴリド」に外ならないからである。ロシ

ア語の「ゴリド」は、日本語の「コルデッケ」と語源的に同じ言葉となり、ロシア語

起源説は成り立たないという。間宮林蔵も「コルデッケ」という呼称をゴリド自身か

ら聞いたわけでなく、スメレンクル夷、即ちギリヤークから教わったのである。1850

年代のロシア人も初めてアムール川を河口から遡った際に、ギリヤークから「ゴリド」

という名の種族を知った。彼らの習俗は「狩猟と漁労を生活手段とする生活から、農

耕民族としての満州の文化的生活への転換が明白に観察される」とマークは述べる。 
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⑦ ⑧ ⑨ 

⑦・冬服を着ているギリヤーク  ⑧・夏服を着ているゴリド  ⑨・夏服を着ているギリヤーク 

⑦⑧⑨Ｌ .シュレンク『アムール地方の異民族たち』第２巻・1899 年刊行より  

 

ネギダール(図②の 1～5)・アムール川の西側には、左岸に注ぐ３つの大きな支流、

即ちアムグニ川、ゴリン川、クル川が流れていて、その流域にそれぞれツングース系

の住民が住んでいた。最も北のアムグニ川沿いにいる人たちをロシア人から「ネギダ

ール」と呼ばれる住民となる。アムグニ川沿いでは、その居住地が上流方面と下流方

面に分かれており、上流ではアムグニ川左岸に流れ込む支流であるネミレン川と、右

岸のチュクチャギール湖周辺が居住地になっている。彼らは既に、１７世紀から「ア

ムグニ・ツングース」の名でロシア人に知られていた。 

 

アイヌ  ギリヤークがアムール川の東北部を占め、 

アイヌはその南東の地を占めている。唐太西海岸にア 

イヌの居住域があって、北部でギリヤークと重なる。 

ピニャ・ウォ(ポロトコタン 50 度)から南へ北緯約 49 度 

迄無人地帯が続き、アイヌだけの村となる。最も北に 

位置するのがヲロッコである。東海岸ではオロキとの 

混住の村タライカ(湾)を除けば、ナヨロ(名寄) が最も 

北になる。シュレンクは樺太アイヌの流動は北海道か 

ら広がったものであるとしている。 

★アイヌ民族をシベリアの諸民族の居住地から見れば 

「北方民族」ではなく「南方民族」となる。ヤクーツク地方は冬期にはマイナス５０度となり、

⑩アイヌ・マーク E.E.Maak(1883) 
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ユーラシア大陸北東部の寒冷地の諸民族の中ではアイヌが最も南端に住む民族となる。  

★明治８年「樺太・千島交換条約」締結時に樺太名を使用。「交換条約」の日本語訳文に[樺

太島(即薩哈噠
サ ガ レ ン

島)ノ権理ヲ受シ代トシテ其後胤
いん

ニ至ル迄現今所領「クリル」群島、即ち第一「シ

ュムシュ」島と交換・・]明治８年よりカラフト・唐太・北蝦夷名を「樺太」の字を使用。 

⑪  ⑫ 

⑪・北蝦夷アイヌ男性『北夷分界余話』  ⑫・北蝦夷アイヌ女性・(同、国立公文書館蔵) 

★エゾ(蝦夷)とは今日のアイヌの祖先を指すが、サハリンのアイヌ民は自らを北海道の仲間

とは明確に区別し、言語も北隣のニヴフ、ウイルタ、更に大陸のウリチ、ナーナイや、時には

満州や中国文化の影響も見られる。 

 

オロキ  唐太の中部の民族オロキは樺太第３の民族で、ギリヤークとアイヌとの

定住漁労民に挟まれて分布している。彼らは元々漁撈民ではなく、トナカイを使って

季節的に移動する半遊牧的民族であった。南の方ではチェルペニヤ湾一帯で、アイヌ

と混住し、その名称については、南の隣人であるアイヌには「オロフコ」、西海岸のギ

リヤークには「オロングタ」、ティミ川流域のギリヤークには「オロコ」、大陸のギリ

ヤークには「トゾング」、日本人からは「ヲロッコ夷」と呼ばれている。 

シュレンクはその名称の起源を、オロチョンと同様にトナカイを意味する、「オロン」

という言葉に求めている。つまりトナカイを飼う者という意味である。シュレンクは、

このオロキ民族は山中や平原でトナカイを飼い 

生活をしていた人々が、事情によりトナカイを 

失いその者たちが海岸に出て漁労民となった。 

トナカイ飼育を続けた者たちが大陸のオロチョン 

となり唐太の「オロキ」が漁撈民と考える。 

シュレンクは唐太の民族を総括してギリヤーク、 

アイヌ、オロキの言語や性格が全く異にする民族 

左よりサモゴン人、満州人、オロチョン 

季刊ユーラシア・アムール河流域民族誌 1
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民族がそれぞれ唐太と周辺地域の諸民族との交流を仲介していると述べる。そして、

ギリヤークはオホーツク海沿岸やアムール最下流域の人々と交流を密にし、オロキは

アムール地方やツングース系の住民との交流を密にして、アイヌは北海道やクリル諸

島と、そして日本(和人)との交流を担っていたのである。 

⑬  ⑭ 

⑬ヲロッコ夷(ウイルタ=オロキ)男性   ⑭ヲロッコ夷女性『北夷分界余話』国立公文書館蔵 

 

オロチ  大陸にもどり、南にはオロチという民族がいる。彼らは日本海に面した

海岸地帯に、その海岸に沿って走るシホテ・アリニ山脈(沿海地方からハバロフスクに位

置し、900 ㎞の山脈)、そしてアムール川下流やウスリー川に流れ込む支流の上流方面に

居住する。彼らは周辺のゴリド、ギリヤーク、満州
マンジユ

らから「キャカラ」「ケカル」など

の名で呼ばれ、それが漢族にも使われていた。シュレンクは、ゴリドの方がオロチと

接する機会が多いことから、ギリヤークはゴリドから「ケカル」という名称を借用し

たのではないかと考えている。そして、オロチの人口分布は南に多く、北に行くほど

密度が低くなることから、彼らは元々朝鮮との境から北上して来たのではないかと述

べている。彼ら夏期に多くは日本海沿岸に居住、冬期はキジ湖やそれに注ぐ川、アム

ール川に注ぐ支流の流域に移動し、彼らの南限はスイフン川(綏芬
すいふん

河
が

)となり、「マンズ」

「マンツ」と呼ばれ中国人と混在し、彼らはターズ(ウデヘ)と呼ばれている。漁撈民の

オリチやゴリドと違って、漂白的な狩猟民で移動性が高く、一般的にアムール川とウ

スリー川の支流の上流はオロチが占め、河口付近と下流をゴリドが占めていた。 

 

オリチ(マングン)  アムール川下流域でギリヤークと接しているのはオリチ(ドイ

ツ語ではオルチャ)であり、ロシア人からはマングンと呼ばれた。彼らはツングース語を

話し、北隣のギリヤークと異なり、方言の違いと外観、生活様式などの違いによって、

南の隣人であるゴリドとも 異
ことな

っている。山丹交易の山丹人はウリチに推定される。 
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シュレンクは「オリチ」という名称について次のように説明している。「なぜ私がこ

の民族に「オリチ」という名称を使うのか、それは現在この名称をこの民族自身が名

のっており、この名称が彼らのものであることを疑いないからである。私それを 1855

年に初めてアムール川沿いのオリチの全居住地に沿って旅をしたときに確信した。こ

の名称の意味するところはオリチの有史以前の動向を垣間
か い ま

見せてくれる。 

⑮ ⑯ 

⑮・マングンたちの移動(E・Маак 1859 年)  ⑯・マングンの夏の家(E・Маак 1859 年) 

即ちオリチはかって西に広がる山岳地帯でトナ 

カイと遊牧していたが、トナカイを失ってアムー 

ル川沿岸に移住せざるを得ず、定住的な漁労民に 

なったのである。同様のことは規模の大小はあれ 

シベリアにいたツングース系の種族の間で繰り返 

されて来た。オリチの場合、この生活様式の転換 

が極めて古い時代に起きていたらしい。その記憶 

が現在でも伝説の中に残されていることを付け加えておこう。》と、述べている。 

 

マングン族の熊祭り マーク原著「アムール河流域民族誌３」『季刊ユーラシア 7 号』 

《マングン族のもとでは熊のために特別の檻が設けてある。マングン族は熊を神聖

視しているので、よく世話をして飼い、祭日には熊はなくてはならない重要なもので

ある。熊の頭部、頭蓋遺骨などでマザンカの内部を飾っている。熊の檻はマングン語

で「コレー」という。丸太で方形に囲み、上部を厚板で打ちつけてある。その一隅に

棒が立ててあって、何か宗教上に関係のある飾りものがそれに吊るしてあるのが普通

である。時にはシャーマンが用いる髪飾りなどが縛りつけてある。どういう風に檻か

ら熊を引き出すかここに記述する。熊を檻から引き出すには、檻の天井の一部を開け、

わざと熊を怒らせて立ちあがらせる。その時一人の男が熊の頭上から輪索
わ な

をかけて熊

⑰松花江河口の住民・Е.Maak・1859

キレング族はゴリドと同一民族となる
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の胸中を縛り上げる。その準備ができると、こんどは檻の格子の一部をはずして、熊

を檻の外へ引きだす。すると最も勇敢な者がいきなり熊の背中におどりかかって馬乗

りになり、両耳をしっかり掴んで噛みつくことのできないようにする。他の者はこの

鋭い爪で搔
か

き裂くことのできないように前肢の掌と指をぐるぐる紐で縛り、また口の

中へ鉄の鎖をはませる。かくして胴中を縛った輪索の左右両側へ綱をつけ、両方から

人が引っぱって２本の柱にこれを縛り着ける。(略)》『季刊ユーラシア』1972 年 

 

サマギール  マムグニ川より 1 つ南のアムール川左岸支流であるゴリン川流域に

いるのがサマギールである。彼らはごく少数であるが、アムール川沿いの村ブルやウ

ディリ湖畔にもいる。その居住範囲の北端で、隣接するネギダールとの境界線はゴリ

ンとアムグニ川の分水嶺が形成している。彼らの来歴についてシュレンクは、類似の

名称を持ったツングース氏族がバルグジン地方やアンガラ川北部にいることから、そ

の一部がスタノヴォイ山脈またはブレヤ山地を超えてゴリン川にたどり着き、生活環

境の変化と、ゴリド、オリチらと交流、そして漢族、満州族との接触を通じて、次第

に源郷に残った人々とは、異なる民族になったと考える。そして、彼らが奥地のツン

グースと深い関係の証拠として、サマギール自身が他のグループの出身者に対して自

らを「キレ」と呼ぶことや、ギリヤークも彼らを「キリ」と呼んでいることが挙げら

れる。間宮林蔵も「キーレン」と呼んだ住民も、サマギールを指しているという。 

 

キリ  アムール川左岸に流れ込む第３の支流であるクル川にいるのがキリで、彼

らについては極めて情報が少なく、シュレンク自身もクル川河口付近の集落に住むゴ

リドから話を聞いたに過ぎない。彼の時代までクル川がアムール川のどの辺に流れ込

むのか、はっきりしていない。しかも「キリ」という名称は漢族によって歪
ゆが

められた

ツングース系民族の総称で、ゴリドの話によれば、彼らは卓越した狩人で、交易用の

毛皮も豊富であったという。 

 

満州族(図②の 6～7)・中国東北部、沿海州に住み、満州に発祥したツングース系民

族、古くは女真族と呼ばれた。１７世紀に中国及びモンゴル国の全土を支配する「清」

を興した。清朝では民族全体が８つグサ(旗)に組織された満州８旗の氏族マンジュ、

満州民族、満州族、満州人とも呼ばれている。１２世紀に中国北半分を支配して「金」
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を打ち立てたのは女真族で、女真地域にいた 粛
しゅく

慎
しん

(みしはせ)・挹婁
ユウロウ

・勿
もつ

吉
きつ

(粛慎・挹婁

の後裔)・靺鞨
まっかつ

(随・唐代に活躍)の後裔と考えられている。更にマンジユ国は海女真４部

と野人女真を併合して「後金」を建国となる。清朝ヌルハチは満州語を表記するため、

「モンゴル文字」を改良して「満州文字」を作っている。 

 

諸民族の家々拝見  シュレンク著『アムール地方の異民族たち』第２巻より 

⑱ ⑲ 

⑱・ギリヤークの夏用の家          ⑲・冬のギリヤークの家中での犬餌やり 

⑳ ㉑ 

⑳・ゴリドの夏用の家            ㉑・オリチの夏用の家 

 犬たちの活躍 

㉒ ㉓ 

㉒・ギリヤークの冬の乗り物(L.シュレンク)  ㉓・犬橇に乗るゴリド(ナーナイ)Е. Мейер(マーク) 
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㉔ ㉕ ㉖ 

㉔・「リュスク」で飾った犬の頭、ギリヤーク語で「飾り付けのホースカラー」の意。(L.シュレンク)  

㉕・『北夷分界余話巻之４』禽獣
きんじゅう

馴呢(しゅんじ・犬を可愛がって教える。筆者の解釈) 

㉖・「使犬食餌」(犬そり用に飼育)『北夷分界余話巻之四』間宮林蔵原著より 

㉕・児
こ

犬
いぬ

を養うことは、縄で繋いでいるのは最初の頃だけ、又、魚骨は食べさせない。

肉の小割にして是を食べさしている。実に小児が優しく育てるようである。    

㉖・此の島の夷、生産の第一事となす者は使犬なり。貧賎の夷は其の失費に困り、是

を養う事はできないが、富貴の者は家々是をいとわず餌をあげている。一家養う処の

犬、大抵５、６頭から１２、３頭は飼って居る(是其の用をなす者、此れ他の牝犬・児犬

の類、絆をもって養う者多し)。犬に食餌与える事、其の詳なる事は分からないが、大抵

一日中、１～２回与えているようだ。生魚や肉を食べさせる事はない。能く乾魚を煮

出してニマムと称する木器に盛り、２、３匹の犬に一緒に餌を与えている。 

㉗ 

㉗・「使犬曳橇」(犬曳橇は５頭組と８頭組があるという)『北夷分界余話巻之四』より 

㉗・馭 術
ぎよじゅつ

(あやつる)は図の如く、両手に木杖を持って、轌
そり

の上に蹲踞
そんきょ

して、犬が駆

けだすと、トウトウと云う声を発し、轌
そり

に犬が何かに当たる時は、両手の杖で避
よ

ける。

又轌
そり

を止める時は、杖を地面に刺して、是を止めると、ある。(『北夷分界余話巻之四』) 

 

★犬橇について、『サハリン島占領日記・1853－54・ロシア人が見た日本人とアイヌ人』ニ

コライ・ブッセ著・「九・ルダノスキーの西海岸調査」に犬橇の記述に、《「自分で犬橇を御し

て旅をする時は、乗馬と同様に疲れるものである。軽くて丈
たけ

の低い橇は道路の凸凹によって跳
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ね上がり、たえず不安定な振動を起こす。それに加えて車外に投げ出されないように注意深く

足をふんばり、鳥さえ見れば追いかけようとする犬たちを、監督しなければならない。掛け声

はトウトウと声を発する」》とある。 

  

 サハリンアイヌの熊祭り 

㉘ ㉙ 

㉘熊に１日中餌を与えライフルでハンターが屠殺 ㉙ニヴフの熊祭り・家の中に熊の頭と皮を飾る 

熊祭り(イョマンテ・熊送り)は熊を捕獲した時に行われる祭りではない。アイヌ民が

幼い子熊を、２、３歳まで大切に育て上げた後、それを殺して神からの贈り物として、

肉を食べ、血を飲んでいただく祭りで、その熊の霊を天国へ送るために、近隣の人た

ちが集まり盛大な祭りを執り行う、即ちアイヌ社会の最高の儀式となっている。   

(イョマンテに関心のある方は拙書電子書籍『手宮・フゴッペ洞窟壁画人は何処から来たの

か』「第５章・シャーマンと鳥について・Ⅲ」68～70 頁ご覧ください。) 

 

 『サハリン島占領日記 1853－54』「五・アイヌ熊祭り」 ニコライ・ブッセ著に次

の様にある。《・・・われわれは熊がどのように飾られているかを見るために外に出た。

それは大変な敏捷さを必要とする作業であった。熊はまだ若いとはいえ、すでにかな

り狂暴で力が強かったので、多くの人たちが押しつけ、長い格闘の末、アイヌたちは

ようやく、熊の首に両端を長くした輪縄(クサリ)を着けることに成功した。それから檻
おり

の天井を取り壊して熊をそこから引きずり出した。４人の男たちが熊に飛びついて、

綱の両端をあちこちに引きずりながら熊を地面に押しつけたので、熊はどうにも動け

なくなった。熊には色々な飾りが取り付けられ、頭には小さな木の削り掛け(イナウ)

が結び付けられた。このような装束が調ったとき、群衆は歓びに溢れてススヤ川の方

へ動きだした。１５分ほど深い雪道を歩いた後、樹林に囲まれた空き地に到達した。 
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その空き地には祭壇(長さ約１１m、高さ人の丈の柵)が建てられていた。特別に選び出

された２本の丸太が立てられ、木は表面が削られ、先端は削り掛けで飾られていた。

その一方に熊が繋がれた。アイヌたちはその周りに輪になって座り、一人の老人(シャ

ーマンの役割)が熊の殺害に先立って行われる儀式を始めた。彼の手には木の削り掛け

が握られ、しわがれた低い声でつぶやきながら、それを熊の上で振り回した。熊は恐

ろしく怒り狂い、革紐をひきちぎろうとした。２０分ばかりの祈祷を唱えて儀式を終

えた。その時、熊の脇腹に力いっぱい矢を射込んだ。そして第２の、続いて第３の矢

が射込まれた。やがて熊は息を引き取り、死んだ熊は織物や武器を飾った祭壇の前に

清潔な床の上に置かれた。熊の両側には２人の長老が、彼らの傍には２人の若いアイ

ヌが座を占めた。アイヌたちは熊に近づくと、うずくまりお辞儀した。私は実際に彼

らがこの獣を神として崇拝していることを確信した。》と記述している。 

㉚ ㉛ 

㉚サハリンアイヌの熊祭り・サハリン博物館刊『коренные народы』(先住民族・2010 年) 

㉛冬の熊祭り前祭りの遊びをしている・ギリヤーク(ニヴフ)・シュレンクの絵図 

 

女たちのしぐさ  女夷はまた髪を乱垂(乱れ髪)せず、大抵は両耳のうしろに束ね、

あるいは図の如く、分けて髪ゆいして背にたらして、又は男夷のごとく頸
くび

の上に束ね

てある者もあって、其の髪形はいろいろである。 

㉜ ㉝ ㉞ 

㉜ヲロッコ女夷『北夷分界余話巻之七』 ㉝スメレンクル「梳頭女夷」㉞スメレンクル「女夷育子」『北
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夷分界余話巻之八』より。林蔵はギリヤークを「スメレンクル夷」と称している。 

㉜・女夷はまた髪を乱垂(乱れ髪)せず、大抵は両耳の後ろに束ね、あるいは図の如く、

分けて髪結いして背に垂らして、又は男夷のごとく頸
くび

の上に束ねてある者もあって、

其の髪形は色々である。その容貌
ようぼう

・顔色、蝦夷島(北海道)に比べ、美貌にして且
か

つ人(男

性)に媚
こ

びるような妖
よう

態
たい

が多い。浴湯・施粉(パウダ)はすることはないといえ、日々其

の顔面を水濯(水で洗い落とす)し、其の頭を 梳
くしけず

って(とかす)、 粧 飾
しょうしょく

する者が多い。 

㉝・林蔵の洗髪観察は、「女夷梳頭の状、図の如く口に水を含みおいて屡々
しばしば

櫛目を濕
しめ

し梳頭(髪をすく)する」。ギリヤークは原則として生涯頭髪を切らない。男女とも１本

の垂れ髪に編む。男は生涯１本のままであるが、女性は結婚後２本に垂らす。 

㉞・ギリヤークのゆり籠について。子供が生まれると、火・山・海に向かって祈願、

父親は朝日の最初の光に当たる木を切り倒し、それをくり抜いて揺籃
ゆりかご

を作る。揺籃に

は犬や兎の毛皮が敷かれている。母親は赤ん坊を揺籃にくくりつけたままで授乳する

ことができる。林蔵は「嬰児より四、五歳に至る皆如斯し、含乳(口の中にふくませる)

する時は、束縛のまま是を抱いて含くませる・・・」とある。 

 

間宮林蔵が見たギリヤーク族  加藤九 祚
きゆうぞう

著・国立民族学博物館研究報告１巻２号

に興味深い記事が述べられているので要約で紹介する。 

《「序」に林蔵がサハリン西岸のギリヤーク集落を訪れたのは 1808 年と 1809 年、ロ

シア・コサックより約 100 年遅いが、シュレンクの調査よりも約４５年も早い。シュ

レンクはシーボルトの『日本』訳文を通じて間宮林蔵の業績を知り、「人々はそれを日

本の旅行家間宮林蔵に負っている」と云い、シュレンクは林蔵を高く評価している。》 

《「シュレンク、シュテルンベルグの見解」 ギリヤークにおける実例をシュテルン

ベルク(1889 年～1897 年サハリンへ流刑、ギリヤークの言語・親族・宗教を研究)は記述して

いる。「兄弟が妻を共有して同居し、両者の間に完全な諒解のある例を幾つも観察した。

私のギリヤーク語の最初の教師であるタンギヴォ村出身のギベリカは、全サハリンを

通じて最も裕福で尊敬されている人物であったが、いつもその弟のプレウンと同じユ

ルタに住んでいた。そしてプレウンと兄の妻との関係は誰にとっても秘密ではなかっ

た。子供たちも二人の父親に同じ態度で接し、また二人から同じようにかわいがられ

た。プレウンの死後は、彼の財産は、世間からギベリカの子供と考えられた子供たち

に移った。プレウンは大変裕福で数人の妻でも買うことができたが、兄の妻を愛した。
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兄は、高い値段で買った自分の妻を共有することに少しも反対しなかった」。そしてシ

ュテルンベルクが、兄弟で妻を共有することについてギリヤークの若者たちに聞くと、

彼らは驚いたように聞き返したという。「ロシア人はそうでないのか。兄の妻と同意す

るのが何故悪いか」、ロシア人はそうではないと答えると、「それは大変困った掟きて

だ」と言って、信じられないような面持ちで互いに顔を見合わせたという。》 

「性生活」について 《林蔵はギリヤークの性生活が自由であり、女性が色気たっぷ

りであることを指摘している。たとえばギリヤークの女性は「其の情は蝦夷島(北海道)

女夷と大に異にして、相識
そうしき

ラさる人といへ共能馴昵(ともにじっこん)し、言語通ぜざれ

ば其の云う処は瞭 然
りょうぜん

(めいはく)ならずといへ共
ども

、時
じ

気
き

寒暖の応接などなし、いかにも

婉情妖態
えんじょうようたい

多ク、男子に接するさまは親意殊に深しと云う」(★「と云」とあるのは、記述

した村上貞助が「林蔵がそう語った」という意味で書いたものである)。 

シュテルンベルクによると、ギリヤークは性的感情がわりあいよく発達している。

ギリヤークの生業
なりわい

が季節的漁労であり、余暇が多いこともその理由の一つに上げられ

る。戦争らしい戦争もない。せいぜい氏族間のトラブル位なものである。 

狭い住居の中に数家族が住んでいることも早熟の原因であろう。ナーナイ人の作家

ホッドジェルの小説の中に、アゴアカというナーナイの娘の結婚初夜の状況が次のよ

うに描写されている。「アゴアカは、ウルスカ(新夫の名)が彼女の毛布に入ってきたと

き、恥ずかしそうに身をちぢめ、体をこわばらせた。彼女はその夜幸せであった。兄

弟たちが彼女のそばで、夜ごとにその妻たちを可愛がる様子を見て気持ちをたかぶら

せ、早熟になり、早くから自分が女であることを感じていた彼女は、この夜、自分の

夫を愛し、彼に身をすり寄せ、そのぬくもり、力、耐久力にひたりきった」と。 

ナーナイとギリャークは、いうまでなく場所によっては混住し、生活様式の面でも

多くの点で共通している。ギリヤークの男性は成人と同時に性生活を始め、その余暇

と想念のほとんどが女性に向けられた。それに、誰も彼もが結婚できるわけではなか

った。多夫一妻と同時に一夫多妻の風習もあり、婚資(結納金)が無ければ嫁をもらうこ

とはできない。そこで独身の若者たちは、自分の部落だけではなく、女性を求めて遠

方の部落へ出かけて行った。ギリヤークは本来客好きで、いろいろニュースを持って

くるよそ者が歓迎された。「新来の客人は到着後、部落中の家々を廻り、自分の持って

来たニュースを語る。男も女もこれに熱心に耳を傾け、客人はその間に、そこにいる

女性に目をつける。ギリヤークの女性は一見近づきにくいように見え、眼を伏せ、話
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かけても蚊のなくような声で答えるだけである。しかし、これはあくまで外見だけで、

周りの家族に分からないように、気を引くような視線をなげる」。林蔵の言う

「婉情妖態
えんじょうようたい

」(色気の感情と妖しいさま)とはこれを指すのであろう。シュテルンベルク

は、ビグルナイカという未婚の一女性は、自分の未来の夫を含めて、１４人の愛人と

交渉を持っていたという。 

しかし、こうした自由も社会的規範によって制約される。即ち、付き合ってはなら

ない間柄の人との交渉は厳しく追及されるのである。この追及はしばしば自殺をもっ

て終わる程である。しかし、妻の浮気の現場が夫に見られた場合でも、妻が殺される

ことはない。これについて林蔵は、「ギリヤークより山丹、コルテッケ、其の他韃地の

諸夷、女夷はいかなる過失ありといえども殺すことなきを法とする。其の女を貴ぶ情

しるべし」。シュテルンベルクは、彼の２０世紀初頭のハリン島調査をし、男 1000 人

に対し女 785 人、オホーツク海岸でも女 694 人となり、「女」不足の現象が見られ、妻

をもらう結納金には苦労があったのであろう。またシュテルンベルクは、「ギリヤーク

の女性は、金銭で自分を売るロシア人女性をひどく軽蔑する」と記述している。》 

 

★シュレンク л.и.шренк【Leopol’d lvanovich 1826－1894】 

ロシア帝室アカデミーの支援を受けて民族学者、動物地理学者、 

気象学者、地質学者らからなる学術調査団を組織し、1854～56 年 

にアムール川下流域とサハリン北部を調査し、膨大な資料を集める。 

報告書を 1900 年にドイツ語出版し、民族学の巻は 1883～1903 年に 

帝国科学アカデミーフェロー、帝国科学アカデミー出版『アムール 

地方の異民族たち』第２巻、シュレンク著・サンクトペテルブルク 

でロシア語出版した。彼が参照した文献の中には、シーボルトが翻訳した最上徳内と間宮林蔵

の著作が多く含まれている。 

 

★Ｅ・Ａ・マイヤー 【Художник Е. Мейер・アーチスト・E.マイヤー1823－1867】、一般に

は「マークＥ .Ｅ .Maak」となる。極東の歴史・民族学者として知られている。ビックロシアの

百科事典によれば、ロシアの風景画の才能ある画家と、美術史家に理解されている。特に色彩

と光の明暗、光と色の合成は見事であると伝える。1842 年、中央アジアのアルタイ、シベリア

南部、ブリャード共和国の旅に出て、山と谷の絵画は学位の銀メダルを授与されている。1854

L.I.シュレンク 



 
53

年からアムール川とウスリー川に入り、先住民族アムール地方の風景画、民俗の道具・武器等

の美しい図絵を描いている。1857 年、サハリン島で最初の先住民の国勢調査を行い、2479 人

の人口を確認している。1859 年、沿海地方・アムール地方の書籍を刊行。1860 年、ニコラエ

フスク郡を管理する役職に就く。【『Годы и друзья старого николаевска』(「古い年代や友

人のニコライエフスク」)の「Амурский художникーакадемик живописи」(「アムール川

絵画のアーティストアカデミー」より)ニコライエフスク博物館発刊】訳は筆者による。 

 

 マークのシャーマン教について  『季刊ユーラシア』1972 年・「アムール河流域民族誌」

(２) 探検家Ｒ・マーク原書の『アムール紀行』1859 年刊を編集。加藤九祚訳。 

 《マネグル族(ツングース族・マネグルは主としてゼヤ河の中流域居住する種族。『満州国

の現住民族』満州弘報協会発行・1936 年より)の全体はシャーマン教を信仰している。教

義の根本は善霊と悪霊の存在を認める事にある。マネグル族は「地の霊」尊崇畏怖し、

この霊は地球上に生きており、密林や山上に生きており、密林や山上に住んでいると

考えている。この悪霊は人間の生活に害を及ぼし色々な凶事を望んでいる。しかし各

人は生贄を捧げることによってある程度まで凶事を免れることができると考えられて

いる。それ故、狩猟や漁撈の際、旅行に出発する前、その他いろいろな家事を行うに

あたって悪霊に生贄を捧げるのである。この凶悪な霊を特によく支配しうるのはシャ

ーマン(土語はサーマン)と称するマネグルとなる。彼等はすべての宗教的儀式や呪術を

行い、悪霊を呼び出し、それによって悪霊の欲するところ、人間に与える凶事を予知

する者とされている。シャーマンが儀式を行うときは、いわゆる魔術の太鼓(ウントー

ヴン)を用いる。これは彼等の呪術にもっとも重要な役目をなすものである。 

㉟  ㊱  ㊲ 

㉟・シャーマン・1894 年 ㊱・シャーマンの衣装  ㊲・シャーマンのベルト・写真は『негидальская 

коллекция・ハバロフスクコレクション』ハバロフスク博物館刊より  

シャーマンの上衣と帽子は必ず儀式を行う際に身につけるもので、上衣は膝のあた
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りまでの外套のようなもので、この上衣には色々な動物を形の鉄製の飾りが縫い付け

てある。シャーマンの予言や呪言は無条件に信仰され、特別の尊敬を受けている。》 

 

民族間の繫がり  シベリア大陸の民族は、ロシア人を除くと、ツングース、モン

ゴル、トルコ、フィンなどいわゆるウラル・アルタイ系民族と同じ語系となる。遠い

昔に於いては、彼らは共通の起源をもっていたようである。しかし、人種学上に於い

ては、いささかも関係のない他の民族、ユカギール、アイヌ、カムチャダール、チュ

クチ、コリヤーク、エスキモー、ギリヤークなどの民族は、ウラル・アルタイ系民族

とは何も関係が無いのである。その種族は決して同じではなく、古アジア人、あるい

は古シベリアから出発している。今日の分布地域から彼らを見れば、みな遠隔の不毛

の海岸や孤島に居住し、彼らは農業に適さない大地に散在して居住している。 

後、ユカギール・アイヌ・ギリヤーク等々の各民族は、優勢なウラル・アルタイ系

民族の移動に遭遇し、次第にその勢力に圧迫された。衝突、闘争を繰り返し終に追わ

れて今日のアムール川の流域に落ち着いたと考えられる。カムチャダールはカムチャ

ツカ半島へ、コリヤーク、チュクチはベーリング海峡に接近する海岸線に、エスキモ

ーはベーリング海峡に接近する島嶼
とうしょ

に住み分けた。ギリヤークは黒竜江一帯で安住の

生活を送っていたが、やがてツングースに接触し、駆逐され現在の黒竜江河口周辺か

ら、唐太中部以北に位置に残存したグループと、唐太南進したギリヤークたちもいた。

唐太へ南進したギリヤークは、ここで日本人に駆逐された苦夷(古アジア人)たちと衝突

して、やむを得ず、唐太北部・中部に留まった。そして、アイヌ民族は北海道から日

本本土北部までに居住していたが、更なる大和民族の追逐
ついちく

にあい、北海道、千島、樺

太南部に追い込まれた結果、残存し現在に至っているのである。 

㊳ ㊴ 

㊳・サハリン北部・ノグリキのニヴフ村を 2012 年訪ねる  ㊴・サハリンアイヌ・『коренные народы』

(「先住民族」サハリン州郷土博物館刊)北サハリンニヴフ村・1893 年の写真。 
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 第６章 山丹交易(サンタン交易) 

序、 山丹交易とは、山丹人と唐
カラ

太
フト

アイヌの人々が「絹と毛皮」の交易を指す。「サ

ンタン」とは漢字で「山丹」、「山靼」、「山旦」とも表記され、「サンタン」の語源はア

イヌ語の「サンダウンクル」(サンタン人という意)にあるいう。日本の史料に本格的に

登場する時期も定かではないが、日本の北方に位置する“蝦夷地”が中国や朝鮮の北

方地域と繋がっていることは、国内では中世代には知られ、それは“韃靼
だったん

”“韃地
だ っ ち

”と

呼ばれていた。 

元文４文年(1739)に刊行された坂倉源次郎の『北海随筆』に「サンタン」という言葉

が登場する。《此タライカ(タライカ湾)より北方にあたりで、サンタン、マンチウと云

所有、是北高麗
こうらい

也と松前者は云へり。錦、青玉等も此両国より渡り来るタライカの者

共両国へ商いに行きて、常に交易するとなり。言語は夷とは亦違ひて、通ぜざる故、

タライカの幼稚なる者
注

を渡して言語習はせ、是を以て通辞とせり。・・・》とある。 

有名なのは間宮林蔵の『東韃
とうだっ

地方紀行』の“東韃”というのも韃靼
だったん

東部という意味

で、このような名称を受け継いだものである。サンタン交易は、唐太や大陸のアムー

ル川下流の住民たちが交易の主役であった。これらの「サンタン交易」について、『北

方から来た交易民・絹と毛皮とサンタン人』佐々木史郎著と、『樺太研究』洞富雄著、

『日露関係とサハリン島』秋月俊幸著を参考にして考察して行きたい。 

    図① 

 ①・サンタン交易の舞台となる地域(『北方から来た交易民』佐々木史郎著より・色つけは筆者) 

注・タライカの幼稚なる者とは、幼児をタライカ夷に預けてサンタン言語を学ばせていた。 
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毛皮と絹  お互いの国々は遠隔地
え ん か く ち

となるが、唐太アイヌたちの毛皮と、中国の絹

との交易の最大の目的は、中国国内での毛皮の需要は高く、絹などの物資交換をアム

ール下流域や唐太島(サハリン島)から毛皮を集めていたからである。その仲介を取るの

が女真
じょしん

(女直)や満州
まんじゅ

と呼ばれた人々が主役となり、１３世紀には金朝、１３～１４世紀

には元朝、１５世紀には明朝と続き、更に１７世紀には清朝と、中国を支配する王朝

が山丹交易に関わっていた。元代はアムール下流域の奴児
ヌ ル

干
ガン

(ティル)の地に東征
とうせい

元帥府
げ ん す い ふ

を置き、海の向こうの唐太島の先住民たちを服従させ、毛皮を朝貢させる事を政策と

していた。諸民族の朝貢に対する獣皮の代価として、絹を恩賞として与えることによ

って、毛皮獣の産地を支配していたのである。 

明朝は前代の元朝の方策を取り入れ、奴児干の地に都司
と し

指揮司
し き し

を設置し、黒竜江中・

下流地域の先住民族たちから、高級毛皮の朝貢を受け、その返礼として絹や木綿
も め ん

を与

えた。諸民族側に於いては絹織物を欲していたので、明朝は「収貢頒
しゅうこうはん

賞
しょう

」(朝貢)によ

って毛皮の産地を支配し、獣皮資源収穫と交易の管理を、満州民族を使って毛皮交易

を独占していた。 

帝政ロシアの場合は、毛皮獣の獲得に動き出したのは、1480 年「タタールのくびき」

(モンゴル帝国)から解放されると、ロシアは毛皮の獲得にシベリア地方から、更にカム

チャッカ・アラスカへ進出し、やがて、北アメリカへと拡張して行く。毛皮獣資源の

獲得に乗り出した仕法は、帝政ロシアはコサック軍の武力を基に、地域の民族たちの

抵抗を抑え、毛皮による税(ヤサーク)として毛皮納めることを先住民たちに強要した。

これが成功すると次には、ロシア本国から毛皮商人たちを連れて来て、鉄・金属製品

と毛皮等の交易を拡大した。そして次の段階はロシア人自ら、毛皮獣を獲る狩猟人を

送り込む手配侵略となって行くのである。 

② ③ ④ 

②エゾクロテン ③アムール・コサック兵 ④アルバータの毛皮交易者・1890 年(ウィキペディアより) 

★黒貂・[イタチ科テン属哺乳類]ロシア・中国・朝鮮半島・日本等ヨーロッパ東部まで分布。 
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帝政ロシアはヨーロッパ各地への毛皮輸出の販路を整備し、毛皮をヨーロッパ輸出

に成功し、１８世紀に始まる帝政ロシアの近代化は、毛皮交易の富を財政的な基盤の

一つになっていた。毛皮生産地では強力なコサック軍隊の弾圧行動を以てし、毛皮確

保に手を緩めず、飲酒をも毛皮交換に使かわれ、本来酒を知らなかった先住民族たち

に悲劇を生み出す毛皮交易ともなっている。１８世紀末に「露米会社」(86 頁参照)とし

て発展して行くのである。 

 

交易活動の主役はサンタン人  サンタン交易は、１８世紀～１９世紀にかけての

時代に、今日のアムール川下流域と唐太を舞台に盛んに行われた交易活動となる。こ

の交易の主役の「サンタン人」は、現代のニヴフ(ギリヤーク)、ウイルタ(オロッコ)、

ウリチ(オルチャ)、ナーナイ(ゴリド、ゴルチ、赫哲
ヘジエン

の名称)、唐太アイヌや北海道アイヌ

たちなのである。１８世紀の後半、唐太に派遣された松前藩や幕吏調査官たちは、大

陸から交易にやってくるサンタンの人と遭遇し、事情を聞き書きしている。満州風の

装束で現れる彼らを、アイヌたちは「サンダ」、「サンダウンクル」と呼び、日本側の

調査官からは「サンタン人」と呼ばれた。彼らは当時日本で海峡渡し(宗谷―白
シラ

主
ヌシ

間)に

使われた「図合
ず あ い

船
ぶね

」と同じ大きさの船に、７、８人ほど乗り込み、絹
きぬ

や木綿
も め ん

の生地、

鷲や鷹の尾羽、青いガラス玉(青玉)を持って交易に到来し、唐太アイヌたちはクロテ

ン・カワウソ・キツネなどの毛皮と交換した。彼ら山丹人は海峡を越え、北海道北端

の宗谷にあった幕府指定の交易会所まで足を延ばし、北海道アイヌらと取引をしてい

た。いろいろ不都合が生じ、寛政３年(1791)、交易所は宗谷から白主(唐太南端)に移り、

彼らとの取引は「サンタン交易」は唐太白主の松前藩直轄会所となったのである。 

⑤  ⑥ 

⑤蝦夷錦・本来の形を留めている・市立函館博物館 ⑥蝦夷錦幕(赤地蟒袍
もうほう

)清の官僚たちの儀礼服地 
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⑦ ⑧ ⑨ 

⑦青玉(唐太玉) ⑧山靼交易調書・北海道文書館 ⑨間宮海峡幅 7、3 ㎞、最浅部 8m『蝦夷錦の来た道』 

日本へ入荷した絹織物は「山丹服」(筒袖で前身が広く、韃靼スタイルの長衣「 十
じゅう

徳
とく

」

とも呼ばれる)、「蝦夷
え ぞ

錦
にしき

」(山丹切れ)などという言葉が生まれた。十徳は羽織や僧侶の

袈裟
け さ

に、山丹切れは刀袋や長刀
なぎなた

袋として武家や寺院衣装に愛用され、また蝦夷錦の紙

入れ、青玉(アイヌ玉)共に、町人たちの「粋
いき

文化」の小道具にもなっていた。 

 

間宮林蔵は唐太から韃靼大陸へ渡る  間宮林蔵(1780－1844)は文化５年(1808)北海

道宗谷岬から唐太に渡り、唐太が島であることを松田伝十郎と共に確認する。当時、

ロシア海軍が南下して幕府の領海線を侵犯していたのは、ロシアの目的は日本との通

商を幕府に求めていたが、幕府は鎖国政策を 頑
かたくな

堅持し、和親の場を作ることを拒み

続けていた。そのために幕府は北蝦夷地(唐太)を緊急に調査の必要に迫られていた。 

即刻、幕府は手始めとして、唐太の南端から北端までを調査するよう箱館(函館)奉行

に命じた。当時、幕府の唐太地理の掌握の認識は、松前藩が唐太南端シラヌシ(白主)

に夏期(春先から 9 月中頃)の場所請負制(アイヌ民使役の漁業場)の藩の役人と、漁場(場

所)請負商人が詰めていた程度の支配領有意識となっていた。松前藩の唐太の国 界
くにざかい

意識

は、唐太南部に住んでいるアイヌ夷・オロッコ夷・ギリャーク夷が、暗黙の了解地点

なる所は、ナヨロ(北緯４８度)辺りが境となっていた。 従ってナヨロから北の北端ま

でどのようになっているか、そして北の海岸は大陸続きの半島であるのか、さらに唐

太北端の上に、更に「サガリイン」(実在する島か否か)という島が、もう一つあるとい

う話については、その確証は得られていなかった。 

寛政４年(1792)ロシアのラクスマン(1766－1806 ロシア帝国陸軍中佐)が、伊勢国の漂流

民大黒屋光太夫ら３人を連れて、日露交渉を求めてきたが、その交渉は幕府の強い意

志と方針により拒絶された。文化３年(1806)９月、苛
いら

立
だ

つロシアの軍艦２隻が、太南
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端の松前藩会所を襲撃の暴挙に出た。その翌年４月には、 

択捉
えとろふ

島に上陸し幕府守備隊を襲い施設を破壊され危機を 

抱いた幕府は、松前藩の唐太南部の地を幕府直 轄
ちょっかつ

領にし 

て、弘前藩と南部藩に領土保全の警備命令を出した経緯と 

なっている。(露国は武力行動に出て日本との交渉成立を思考 

していた)。この時代、幕府首脳はロシアの勢力が、唐太 

のどの辺りまで及んでいるのか、その確認調査を急務とし、 

その人選に間宮林蔵が選ばれたのである。何故に「 雇
やとい

」 

の身分の低い役人の間宮林蔵が選ばれたのか、それは幕府 

の鎖国政策問題に依ったものである。国交の無い幕府政府役人は、露国へ入国した事

が発覚した場合を考え、民間人が唐太に潜入した程度の地方事件での解決策を考えて

いたのであろう。 

唐太の大地をロシアは何処まで領有しているのか、それを正確に知りたかったので

ある。その役目を間宮林蔵に指名し、諜報の任を命じた。唐太は宗谷岬から４３ｋｍ

の距離となり、大陸アムール河口から唐太島までの幅は７、３㎞、水深８ｍの至近距

離となっていた。蝦夷アイヌ(北海度)と北蝦夷アイヌ(唐太)の関係は知り得たが、その

先の東韃靼地方の地理と山丹交易行路が掴めず、幕府は唐太経由の奥地山
さん

丹
たん

人による

蝦夷
え ぞ

錦
にしき

 や樺
から

太
ふと

玉
だま

 (青色玉)等の交易路と実情は全く掴めていなかった。 

更にその先のアムール下流域に居る山丹夷族等については話しだけの理解であり、

幕府は唐太アイヌ経由の毛皮交易の実情を幕府は入手したかったのである。 

安土桃山期の豊臣秀吉が、蝦夷錦を褒め称えた話しが伝わるように、好奇心の強い

全国の藩主たちが、蝦夷錦を松前藩に求めていた。その交易品ついては唐太南端の白

主のアイヌ民を通じてのみ入手する方法であった。 

それ故に松前藩はアイヌ民へ苛酷な強制命令で蝦夷錦等を差し出すように求めてい

た。その結果、唐太南部のアイヌ民たちは、錦の代価(毛皮)を支払えず、山丹人らに代

価の未決済が続き、その結果、山丹人へ借金の形に、アイヌ民が大陸へ連れ去られる

人質事件が起きていた。この問題を放置することは、幕府に於いて唐太南部の居住す

るアイヌ民たちの心情が幕府(日本)から離れ、ロシア側に帰属してしまう事を幕府は恐

れていたのである。(関心のある方は、拙書電子書籍『ジンギスカン即源義経・流布の顛末』

「第３章 32～34 頁参照) 

 

⑩・アダム・ラクスマン 
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間宮林蔵の「間宮海峡」発見の意義  １９世紀に入ると最上徳内・中村小市郎ら

による唐太調査も進展していたが、その調査は唐太の中央部当たり迄で、唐太が半島

であるのか、島であるのか判断できないでいた。その正確な情報は間宮林蔵と松田伝

次郎による「間宮海峡」の確認(発見)によって唐太は、島であることが正確に知り得た

のである。海峡調査に関して、林蔵ともに調査に従事した松田伝次郎の方が先に、唐

太は半島ではなく島であることを、確認したのは伝次郎の方であるが、唐太北端のナ

ニオーまで行き、海峡であることを再確認したのは間宮林蔵である。 

しかし、その後の間宮林蔵の行動は凄かった。文化６、７年(1809－10)、コーニとい

う名のスメレンクル夷(ニヴフ族)との信頼関係によって、アムール上流の「デレン」(満

州仮府交易出張所)までの探索行は、日本人による「海峡と韃靼地図の確認」に於いて、

ロシア・ヨーロッパの探検家を追い抜き、多大な功績を世界の歴史に示した。そして、

林蔵の『東韃地方紀行』の記述は、日本研究のフォン・シーボルトによって、ドイツ

語で『日本』の著作はヨーロッパで発表され、林蔵のアムール下流域の地誌・民族・

民俗学を世界の人々に図絵入りの紹介となったのである。 

後世から見れば輝かしい大殊勲の功績なるが、これは多大な犠牲者を出した「シー

ボルト事件」に発展し、幕府天文方高橋景保他十数名が死刑者を出し、歴史の必要悪

と言える事件かも知れない。そして、極東の唐太島周辺は気象条件の難事が重なり未

解決の地域となり、当時、北半球上で最後に残されていた未開地図の地域、それは、

日本・清国・ロシア等の野心国に併合できるチャンスの宝の島であったのである。 

図⑪  ⑫ 

⑪高橋景保の『日本辺界略図』北蝦夷北部とその東側は点線図となる ⑫・宗谷岬の間宮林蔵の立像 

⑫・稚内市教育委員会の「間宮林蔵渡樺の地」説明板に、「ロシアの南下政策に驚い

た幕府は文化５年(1808)４月１３日間宮林蔵と松田伝十郎を北蝦夷(カラフト)の調査

に向かわせた。・・・この年、林蔵は再び北蝦夷に渡り越冬、翌年文化６年(1809)春、
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西海岸を北上し北蝦夷は大陸と海峡を隔てた島であることを確認した。夏期に大陸交

易に赴くギリヤークに同行、アムール下流の満州仮府デレンを訪れ、この地方の情勢

を調査し、『韃靼紀行』に報告した。後にシーボルトは海峡の名を「間宮の瀬戸」と名

付けて世界に紹介した。」とあった。(稚内市教育委員会) 

図⑬ 

⑬・フィリップ・フランツ・シーボルトの『NIPPON』・福岡県立図書館郷土資料室蔵より 

シーボルトは高橋景
か げ

保
や す

から間宮林蔵の樺太図を入手し、シーボルトは最上徳内との

約束を守り２５年後の 1851年にこの地図は刊行された。この図でもノテト岬の北端と、

東海岸北端は地図が詳細となっていない。 

 

サンタン人の故郷  サンタン人は、現在のウリチ(オルチャ)という民族であると云

われている。間宮林蔵が採録した「マンゴー」は重要な話で、後のロシア人に採用さ

れた「マングン」と同じである。この呼称の正確な形は「マングーニ」で、「マングー」

とは彼らの言葉でアムール川を意味し、「ニ」は「～の人」を意味する接頭語である。

直訳すれば「アムールの人」という意味なる。既に１９世紀に明らかにされた事であ

るが、アムール川を「マングー」というのは今日の「ウリチ」と、彼らの隣にいた「ナ

ーナイ」のアムール下流方言を話す人々であり、その他方言は「マンボー」と呼んで

いる。自らを「マンゴー」と呼ぶのは、今日のウリチとナーナイで、林蔵が採録した

自称から今日のウリチの祖先につながる人々となるのである。 
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⑭・デレン仮府と思われる所の風景なので写真を載せた 

⑭ 

図⑮ 

⑮・林蔵はアムール川下流域のサンタン人居住地について、ウルゲーより上流にコ

ルデッケ(ナーナイ)がいて、ポルより下流にスメレンクル(ギリヤーク)がいると述べて

いる。この地域の要に満州仮府があった「デレン」(徳楞
デ レ ン

・現在のカルギ附近)やウルゲ

ー付近は両岸に山が迫り、川幅も狭くキジ湖に近づくにつれて川幅が増し、幾つもの

水流となり、キジ湖、カジ湖、ウディリ湖らが点在する大アムール川の流れとなる。

この辺は魚類の豊富で川の恵みに溢れている。緯度的にはサハリン北部と同じだが大

陸的な気候となり、夏はサハリンより高温になり、そして真冬にはマイナス３０度に

もなり、因って地形と気候の問題等から農業は困難となっている。 

  

山丹交易の歴史  山丹人は満州仮府役人から賞賜された品物や、交易市場で満州

人から得た古官服( 拾
じゅう

徳
とく

)・錦・綿織物・玉・タバコ・扇・銭等の中国製品を唐太へ持

ち込み、唐太アイヌや北海道(蝦夷)アイヌを相手に、水
みず

獺
かわうそ

・狐・貂等の毛皮に交換、

↑が下流(河口)となる 

⑮サンタン人の居住地ついて林蔵

は、ウルゲーより上流にコルデッケ

夷がおり、ポルより下流にスメレン

クル夷がいると述べている。 
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そして日本側から渡った鉄類・鉄製品(斧・小刀・鍋・針・ 燧
ひうち

鉄
がね

・夷刀等)・酒・米・煙

草等と交換となる。山丹から持参の品物の内で、錦の拾徳や切地(織物・反物の服地)は

本土で蝦夷錦と呼ばれて珍重され、アイヌ酋長らの晴着等になっている。 

 山丹交易は北蝦夷に居住していたギリヤーク(ニヴフ)、中部のオロッコ(自称ウイル

タ)らが、唐太南端の白主へ中国の物品を交易場に持ち込み、その物品を南部のアイヌ

の毛皮と交換し、さらに山丹人は北海道宗谷にも渡り、北海道アイヌからは日本より

仕入れた米・酒等に交換した。宝暦(1751～1764)の頃から、宗谷アイヌの乙名(酋長・日

本側の役族長)が唐太へ渡り、唐太アイヌと交易を行っていた。安永中(1772～1781)頃に

名寄(ナヨロ・西海岸・北緯 48 度)の酋長楊忠貞(清朝漢名・族長・ナヨロのバラ・イ・ダ)

が宗谷に来たことが知られている。 

★ナョロの惣乙名シトクレランは、サハリン島に於ける最も有名なアイヌ長老であった。彼

の曽祖父は清国の三姓地方兵丁副都統からハラダ(部族長)の官名を授け、「楊忠貞」の名を与

えられていた。シトクレランは幕吏の呼び出しに応じなかった。三姓は現牡丹江市辺り。 

 

当時の状況では、寛政２年(1790)初めて唐太経営に乗り出した松前藩は、この年、白

主に会所を開いて、山丹人と唐太アイヌ及び宗谷アイヌとの交易場を白主に限定した。

それまでの松前藩の統治権が及んでいない時代は、北唐太のギリヤークやアイヌでも

北辺の人たちは、それぞれ地方で山丹人と自由に交易していた。限定前の山丹交易は

アイヌ人と山丹人であって、松前藩吏はなんら関与せず、又、山丹人から貢物を受け

取らない政策を執っていたのである。 

 当時の交易状況は、松前藩は山丹人の対応をまるで腫物にでも触れるようにしてい

たと伝わる。それは中村小市郎・高橋次太夫の両人が、享和元年(1801)幕命により北蝦

夷(唐太)探検の際、聞き書き記事に「山丹人に松前家来は相対致さぬよし。松前を尊敬

する事もなく、我儘
わがまま

なる風儀のよし。同類喧嘩を時々致し候の由。其節は唐太運上屋

にて鉄炮を放し候、止め候由也。」とある。又、松田伝十郎も『北夷談』の文化６年(1809)

の條で、「山丹人、会所(交易場)へ出入りするに、晴雨に拘わらず、笠をかぶり、ゲリ(履

物)をはき、くわえ煙管
き せ る

、後ろ手にて、鼻唄をうたい、入出いたし、甚だ不法の風俗、

不取締の第一也。」その振舞いは傍若無人の態度であると記している。 

山丹の交易取引は、山丹人は唐太アイヌに今年度分を貸付け、翌年取り立てるとい

う方法を取っていたために、どうしても追々に負債残高がたまり、その決済ができな
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くなり、その代償としてアイヌの子弟を連れ去っていた。その部落で親類縁者もない

者や、貧困の者は錦３、４巻ないし６、７の価格で山丹人に売り渡すような悪風もあ

ったという。 

 寛政４年(1792)に西海岸をクシュンナイ(北緯 48 度の上)まで巡察した最上徳内は、 

「かかる事実はまったく松前藩政のしからしめた(その様な結果)処である」と痛憤し、

最上は更に「クシュンナイ(久春内)より山韃への渡り場ノテト(間宮海峡入口５２度手前)

という所まで百余里の間、蝦夷住居は２、３カ所のみにて、其の外、皆山韃へ借金の

代わりに連行されたと聞く。人家絶える所もあり。初めて此の事を聞き、皆落涙した。

蝦夷錦は美しきものであるが、紙入れ 拵
ごしら

え、青玉を風鎮
ふうちん

(掛軸の錘)して愛玩するが、

顧みれば、蝦夷の身を異国へ売り渡した代金なり。実に体の 塊
かたまり

なり。山韃へとられ

て蝦夷の女房や子供は、錦・青玉は親の身に夫々
それぞれ

の敵よと、嘆き 哀
あわれ

ども、借金をせめ

られ、返すことができなければ、拠
よる

なく一生の別れをして、異国へ囚
とら

われ、又残され

た妻子は、草の根を掘って食べ、「あぢきなき」(どうにもならない)命をながらえても、

生きて甲斐なき風情なり。 

是皆松前にて催促にて、錦・青玉を買い上げるからだ。此のような事を、数十年来、

知らずにいたこと、不埒
ふ ら ち

(道理に外れた)と申す事なり。其の上に錦・青玉の類を国産の

ように言いふらし、諸侯へ遺物にしているのも、実は国産にあらずして、此の上もな

く悪産なり。満州の官人どもは、日本の油断している事を笑っているにちがいない。

たとえ数萬両の金を捨てるとも、是まで捕らえられた蝦夷を返してくれと思うなり。」

と憤懣
ふんまん

の気持ちを述べている。(最上徳内『蝦夷草紙後編』) 

寛政４年(1792)当時の松前藩による唐太経営に着手してから３年目、クシュンナイや

これより少し南のナヨロのアイヌたちは、日本側と清国側との両国に服属の状態にな

っていたのである。唐太北部のアイヌに関しては松前藩の勢力範囲外になってはいた

が、松前藩の山丹人による南部アイヌを借金の形に連れ去る事について、何ら保護を

しなかった事も事実である。徳内が言うように、松前藩は山丹交易品をアイヌから買

い上げたものではなく、東岸のクシュンコタンや西岸のトンナイ(真岡・ナヨロとシラヌ

シ中間)の番所で行う漁撈の秋場所の引き払い前に、「オムシャ」(撫育
ぶ い く

政策・役夷人の任

免、役料支給等による統治)の儀式があり、その時に松前藩吏の与える米・酒・煙草など

の「土産」に対し、アイヌ側の返礼として山丹交易品を差し出した物が、松前藩の蝦

夷錦等の品物であった。「オムシャ」の儀式は下記の様な絵図となる。 
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図⑯ 

⑯・日高アイヌのオムシャ之図・絵図は奥座敷に藩士、アイヌ族長は土間に 蓆
むしろ

に座して拝礼となる 

★アイヌの人々は１３世紀頃から蝦夷地を拠点として、本州や唐太や大陸の人々と自由な交

易を行っていた。１６世紀末に松前藩が成立すると、アイヌの人々の交易は松前藩に独占され、

松前藩は米の収穫がゼロであったため、藩の財政はアイヌ交易によって賄われた。その仕組み

は「商場知行制」呼ばれ蝦夷地各地に「漁場所」を区切り、それを家臣に支配させ、アイヌの

漁労交易で得た品物で、本州の米・酒等に交換していたのである。７月～９月頃、「オムシャ」

の行事期で、アイヌ民を集め、米や酒等で振舞い、場所の規則を申し渡す儀式であった。初期

の段階では、対等の関係であったが、やがて 1669 年、松前藩が「シャクシャインの戦い」で

アイヌを平定し、松前藩は蝦夷地に於けるアイヌ交易との交易に絶対的指導権を握る。「オム

シャ」儀式もやがて松前藩への服従の儀式に変わって行く。(函館市中央図書館より) 

  

幕府は唐太南部を直轄地にする  文化４年(1807)、幕府は唐太島南部を直轄地した

ことで、この時点で初めて山丹人の不法行為を取締り、アイヌ民を保護するために山

丹交易の改善に着手した。その役回りに当ったのは、間宮林蔵と松田伝次郎であり、

同６年、唐太・宗谷アイヌの山丹人への負債を調査し、この年に渡来して来た山丹人

に官物をもって償却(返済)した。尚、旧債を有する山丹人には、必ず３年以内に請求す

べしと申し渡した。そして今後の貸し借りを一切禁止し、且つ交易の取締を厳重にし

て、無礼な行為をした者に打ち懲らしたので、山丹人は畏伏
い ふ く

し、松前官吏に対する不

遜な態度を改めた経緯となる。この時の旧債精算額は、貂
てん

皮 5546 枚(唐太 2975 枚、宗谷

2571 枚)、及び 獺
かわうそ

皮直し 2523 枚の内、499 枚だけを負債者に支払わせ、残りは官の費

用を持ってこれに当て、皆是を以って完済とした。ここに於いて、アイヌ民に対し、

今後の貸し借りを一切禁ずると同時に、オムシャに於ける山丹交易品を提出させる旧

習を廃止した。これ以後、白主に於ける山丹交易は官営(幕府側)に移り、交易品は全て
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官に属し、蝦夷地各所で買い上げた獣皮を白主会所へ集め、山丹人と直接交易をする

ことになった。 

 このように幕府が積極的にアイヌやオロッコ夷の保護に乗り出したのは、我が領土

内の夷人たちを、清国領土内の夷らが経済的優位の立場に置くことは、清国の夷らに

よって政治的関係を結ばせる結果となることを恐れたからである。同時に唐太南部が

日本の領土であることを、唐太夷らに明確に認識させるための処置でもあった。因っ

て、名寄アイヌ、白主アイヌたちに幕府の統治政策は深く感謝されたのである。 

 唐太が幕府の直轄地となった以上、長崎一カ所のみ許されていた外国貿易港に付い

ては、幕府としては困った問題であったが、幕府の立場として、国境を越えて、山丹

人が不法を働く事ができないように厳重に取り締れば、サンタン夷と唐太アイヌたち

の負債問題は、自然に止むであろうと考えたのである。 

 

 

山丹交易と政治的背景と歴史  幕府がカラフトと関係を持つに至のるは、寛永１

２年(1635)松前藩の家臣佐藤嘉茂左衛門・蠣崎蔵人を遣わし、ウッシャム(白主附近)に

渡っただけで引き返している。翌年甲道庄左エ門遣わし、ウッシャムで超冬し翌春に

東岸をタライカ湖畔(東側)まで踏査した。(『新選北海道史』第２巻・通説Ⅰ) 

 当時、唐太夷らは松前藩に対し、商船を唐太へ廻して交易を開きたいと願いが出て

いたが、松前藩はその処置を執らなかった。下って宝暦２年(1790)、漁場の運営に唐太

南部に場所を開いた。この時、松前藩から派遣された高橋清左衛門が、西岸はコタン

トル(古丹)、東岸はシレトコ(中知床岬)までを探検し、南端の白主に会所(漁場運営所)

を開き、東岸のクシュンコタン(大泊・アニワ湾)と西岸のトンナイ(真岡)に番屋を設置

した。翌３年、藩士松前平角らを遣わし、唐太の調査の結果、蝦夷と山丹人との交易

場所は白主にのみとした。この唐太交易を請負ったのは、宗谷を拠点にしていた福山

の商人、村山伝兵衛で、藩の直接支配の名のもとに営業し、藩からも毎年士卒３、４

図⑰・於シラヌシ会所山丹交易之図

「山丹夷来る時は先ず、海浜に仮屋

を造り居となし、山猟をかせぎなが

ら交易をなすなり。大抵島夷、其仮

屋に至って交易をなす・・・」 
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名を勤番させて漁場を確保した。後、寛政１２年(1800)に松前藩は唐太交易を直営に移

して藩士に管理させ、大阪の商人柴屋長太夫が仕入れ事業を継続させた。 

 この頃、ロシアの南下の危機に直面した幕府は、蝦夷地に対する軍事的・経済的な

現地政策の必要に迫られ、その準備として北海道・千島・唐太の調査探検を急務とな

った。第１回派遣調査班は、天明５年(1785)に唐太南端白主、西海岸タラントマリまで、

東海岸はシレトコ岬まで踏査し、翌年、西海岸クシュンナイまで探検した。これに続

き、寛政４年(1792)、享和元年(1801)、文化５年(1808)と幕府の調査は３回行われたが

北進することはしなかった。 

 享和元年(1801)に西岸を探検した高橋次太夫がナヨロで調査したとき、ナヨロ辺のア

イヌの乙名ヤエンコロアイノの話に、「１年は唐太の運上屋に来て、１年は山丹に行き、

双方に通じていると云う」という話を聞き、その事情は清国と日本との両属関係にあ

ったことが分かった。ナョロの酋長は清国側の「ハラダ」(族長)であると同時に、日本

側の族長名「乙名」(酋長)に任ぜられて、両国の服属関係を持っていた。 

 幕府は、島の東側の蝦夷地の永久上地を命じただけで、唐太島全域に対し領土の熱

意を示さないでいた。唐太の西側海岸の地を幕府の直轄地としたのは、文化４年(1807)

３月のである。唐太の呼称「カラ」に外国(韃靼地方)の意味があるので、幕府は文化６

年(1809)、唐太を改め「北蝦夷」と呼び名にしたが、唐太の字を当てたが、「カラフト」

の呼び名が依然として続づけられていた。これが結局この名称が「樺太」という無理

なあて字に改められたのは、明治２年に北海道国郡命名が施行された時となる。 

 幕府はロシアの南下を想定していたが、文化３年(1806)９月及び翌年５月に、２度に

わたり、アニワ湾のオフィトマリ等の３カ所が露国軍艦の攻撃を受けた。更に露艦は

択捉
エトロフ

島・利尻
リ シ リ

島(リージリ)の２島をも襲撃し、幕府はその様な状況下に、ロシア勢力が

唐太に向かうのは時間の問題と捉えた。が、現実の帝政ロシアの方針は、日本を武力

で威嚇して通商の道を開こうしていただけで、この頃のロシアの思惑はまだ領土占領

の意図はなかったようである。この報に接した箱館奉行は、文化５年(1808)、会津の藩

兵がカラフト警備に赴むき、翌６年には津軽の藩兵が守備についていたが、ゴロヴニ

ン幽囚事件(ロシア人の千島列島測量中に松前奉行に捕縛事件)が解決したのでロシアの脅

威が薄らぎ、東北諸藩は財政負担に堪えられなくなった事情も重なり、同１２年(1815)、

唐太の衛所(砦)は廃止された経緯となる。 

 幕府直轄時代にはアイヌの撫育
ぶ い く

(大事に育てる)や漁業のため、藩領時代の区切りのま
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まで国境も定めず、東海岸はオフィトマリ(アニワ湾)、西海岸はオ・ラウネ・トマリ(真

岡郡)までを押さえていた状態であった。又、乙名・小使と称する夷らの役人の置いた

のも、東はシレトコ(中知床岬・アニワ湾)、西はヲニツホ(真岡の北)に留まっていた。文

政５年(1822)に唐太は再び松前領となり、かくて、清国側も唐太南部のナヨロ辺りが、

日本領であることを暗黙了解となっていたのである。一方、ロシアは 1851 年、黒竜江

の河口近くに、ニコラエフスク(尼港
に こ う

)哨 所
しょうしょ

を設置し、黒竜江下流・朝鮮山脈に至る全

地域及びサハリン島のロシアへの併合を宣言した。そのロシアの勢いは、嘉永６年

(1853)８月２９日、ロシア海軍大佐ネヴェリスコイは、「ニコライ号」で霧に煙るクシ

ュンコタンに到来するのである。「クシュンコタン占領事件」は第８章で述べる。 

 

 山丹交易の終焉について  幕府は安政２年(1855)に再び蝦夷地を幕府直轄領にし

て、山丹交易を幕府の管理下に置くが、交易量は下がりはじめていた。それはアムー

ル下流域に帝政ロシアの勢力が侵入して来たこと、それに於けるサンタン夷等の故郷

が、政治的・軍事的に不安定になったからである。更にそれに伴い、清朝の力が衰退

し、１９世紀前半までの様な、綿やガラス玉などの商品が十分に入ってこなくなった。

それでもサンタンやスメレンクルの商人たちはロシア人からも商品を仕入れて、唐太

白主まで出張して山丹交易を続けていた。 

江戸幕府が慶応３年(1867)まで山丹人らは来航していたことを考えると、彼らは交易

を止める意志はなかった様である。それを打切ったのは日本の明治新政府であり、交

易全体を妨げていたのはロシアと清国であった。清朝の役人も毛皮貢納受付の交易仮

府まで出掛けて来ることは無くなった。因ってサンタン人らも三姓まで出向く必要も

なくなったのであるが、それでも一部のスメレンクルの子孫であるニヴフは２０世紀

初頭まで三姓に出掛けていた話は伝わっている。 

 １９世紀後半にはいると、国際間の取引関係は、輸出・輸入の国対国の関係となり、

北方からの細々とした先住民たちの交易取引から日本側が手を引いてしまった。因っ

て彼らの仕入れる中国産の品物を買う相手は、地元の諸夷らだけになってしまった。

過去のサンタン夷らは、中国と日本との間の綿や毛皮の価格差で、利益を確保してい

た山丹商人たちは、急速に衰退し、現代社会から忘れ去られる存在となってしまった

のである。 
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 第７章 間宮林蔵の『東韃地方紀行』概観 

 『東韃地方紀行他』洞 富雄著・『東韃紀行』大谷恒彦訳を参考にした。 

 

『東韃地方紀行 巻之上』粗筋で間宮林蔵の行動を探る  文化５年(1808)の秋、再

び間宮林蔵は一人で唐太(北蝦夷)の奥地を探検する幕命を受け、その年の７月１３日、

蝦夷(北海道宗谷)からアイヌの舟に乗って出帆し、その日のうちに唐太南端「シラヌシ」

(白主・1790 年松前藩が会所を開く)に着いた。このシラヌシには土着のアイヌ人が少な

く、従行のアイヌを雇うことができないので、北の奥地に向かうアイヌの船便を待つ

ことにして、３日間シラヌシに滞在した。７月１７日、アイヌ人の舟に乗り込むこと

ができ、唐太西岸を北上し(５日間舟行)、２３日「トンナイ」(西海岸真岡)に着いた。「ト

ンナイ」にもシラヌシと同様に幕府の番屋があって、番人が土着のアイヌ人を指揮管

理していた。ここにはアイヌ人が多く、番人らに、奥地へ従えて行く舟乗りを雇って

くれるように頼んでもらったが、誰一人承知してくれなかった。それは、この年の夏、

林蔵と松田伝十郎と初めて唐太の奥地へ探検に同行したアイヌ人らの話では、「奥地の

夷人はアイヌ人と違い大変乱暴者で、ずるがしこく危険だ。また気候や風土も悪く、

行路も開けていないで難儀をする。とても人の行ける所ではない」と、苦情を聞かさ

れた。 

そんな事情があって、かれこれ８～９日間も「トンナイ」に滞在して、いろいろ智

慧を回らし、彼らを説得した結果、 漸
ようや

く６人の舟乗りを雇い入れることができた。そ

こで、彼らに一艘の舟を仕立てさせ、８月３日「トンナイ」(北緯 47 度)を出発した。

１３日間の舟 行
しゅうこう

を続け、８月１５日「リョナイ」(北緯 49 度の上)に着き宿泊した。 

① ② 

①西海岸旧真岡
ま お か

港(トンナイ)2012 年筆者撮る ②同海岸旧名寄
な よ ろ

から旧久
ク

春内
シュンナイ

へ『蝦夷錦の来た道』より 

 ところが、その翌１６日、突然にサンタン夷(黒龍江下流に住むオルチャ夷)数十人が
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６艘の舟に分乗してリョナイに押しかけ、林蔵らを取り囲んだ。彼らは林蔵の従者の

アイヌ人らを捕え、恐ろしい剣幕で、訳の分からぬ事を大声で怒鳴
ど な

りながら、「これ以

上、奥地に行くことはまかりならん」と 罵
ののし

ったが、言葉が通じないので何を言ってい

るのか分からない。そして、更に彼らは林蔵が携行してきた食料(酒も)や諸雑器を略奪

しょうとしたので、アイヌ人の従者は恐れおののき、おじ気づいてしまった。 

 林蔵は落ち着き払い従者らに、「絶対さからうな」言い聞かせ、どうすれば良いか思

い回らし、「奴らに少し、米や酒を呉れてやるのが一番」と少し取り出して与えたとこ

ろ、サンタン族は満足したのか、乱暴を止め、舟を南の方に出して去って行った。 

 ところが今度は、従者たちはその始末を見て、「これ以上奥地へ行く事はできない。

南方に帰ろう」とせがみ出したので、林蔵もこれにはホトホト困り果てた。しかし、

林蔵は考えた。この程度の事で北進を諦めて帰る訳には行かぬ。林蔵は従者らに酒を

振舞い、なだめすかして、彼らを元気づけ、ようやく恐れも去り、奥地へ進むことを

承知させたのである。９月３日「トツショカウ」(北緯５０度上)に着いた。この地はも

うアイヌ人が住んでいる地域の北限で、これより北の奥地は、異種族(ヲロッコ)の住む

所、そして寒さ日一日と厳しくなって行く様子となり、食料の貯えも残り少なくなっ

てきたので、やむを得ず「南へ帰ろう」と従者に伝え、北進は無理と判断し、９月１

４日「リョンナイ」へ帰り着いた。 

 ここから物語を早く進める。１０月２４日までリヨナイのウトニシ酋長の家に泊っ

ていたが、終に北進を諦め、舟と雑具一式を酋長に預け、１１月２６日に「トンナイ」

(47 度辺り)に戻った。 

翌文化６年(1809)正月２９日出発し、２月２日に「ウショロ」(北緯４９度辺)へ着い

た。ウショロから奥地は満州族居住地であるため、従者の南部アイヌたちは北進しょ

うとしない。やむを得ず勇敢な男を一人残し、他の５人は南へ帰らせた。林蔵は「ウ

ショロ」で新たに従者５人を雇い入れて北進し、４月９日に「ノテト崎」(52 度の手前

間宮海峡入口)に着いたが、氷が解ける５月７日まで留まった。ここで又、「ウショロ」

の従者は海が危険と嫌がったので、林蔵は仕方なく、ノテトの水先案内役を一人雇い

入れ、サンタン舟を一艘借り入れた。その結果、５人の従者らも納得し、舟を出すこ

とができた。 

 ５月８日、「ノテト崎」を出発し、１０日に「イクタマー」(北緯５２度の上)という

所に着いた。またしても従者らは、「この先は恐ろしいからいやだ」と言い出し、林蔵
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はやむなく、更にもう一人水先案内者を雇い、１２日早朝「イクタマー」船出、同日

中に「ナニオー」(５３度上)まで舟を進めることができた。この辺りは唐太の北限、土

民の家もわずか、海水の流れは全て南に流れ、潮流が速い所であった。「ナニオー」の

背後の丘陵に登った林蔵は、果てしなく北に広がる大海を眺望し、「唐太が大陸の半島

ではなく、完全な離島である」ことを確認した。これが世に言う「間宮海峡」である。 

 

④ ⑤ 

④『北夷分界余話巻之五』山靼夷の舟    ⑤『同巻之二』唐太北端ナニオーで韃靼海峡を確認する 

18～19 世紀初頭の住民分布『唐太雑記』より

『アムール川下流域諸民族の社会』佐々木史郎 

図③樺太図・間宮林蔵第２回探検行程図 

『間宮林蔵の再発見』大谷恒彦著より 
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 従者たちと希望通りには上手く協力してもらえない話はここでは省略する。林蔵が

最も知りたい事は、西海岸の地形や海の水深、潮流、そして、東韃靼(大陸側)のロシア

支配関係の境界等を聞きただすことであった。 

「東韃靼には、唐太同様、オロッコ(ウィルタ)、スメレンクル(ギリヤーク)、シルンア

イノ、キムンアイノ、サンタン、コルデッケ(ナーナイ)、キャッカラ、イダー、キーレ

ンなどと称する種類の土民が集落をなして住んでいる」とのことであった。しかし、

聞きただしても、何処の国に属するのか、「デレン」という満州仮府には、清国の役人

が管理している仮役所らしいが、言葉が通じない土民たちの説明では、詳しいことは

解らなかった。林蔵は東韃靼の奥地へ行く決心を固めた時、折よく酋長のコーニが、

カーシンタ(清朝の郷長)の役目をもって、満州仮府「デレン」へ朝貢に行く用件に同乗

させてもらった。ノテトに残す惟一人の従者に「もし拙者が戻らない場合は、お前は

この記録書を「シラヌシ」の役人に渡せ」と厳命した。ノテトの酋長の他男子４人と、

「ウヤクトー」の土民(男女と子供１人)３人と、林蔵を加えた８人が、５尋
ひろ

(約 9ｍ)、幅

4 尺(１、５ｍ)の一艘のサンタン船に乗り込み、６月２６日「ノテト崎」を出発し、大

陸(韃靼)へ向かった。 

図⑥ 

 ⑥・間宮林蔵口述『北蝦夷図説』「島名」シルンアイノ、キムンアイノの部分を見る 

 「島名」の部分 《此の島を称してカラフトという事、其の来由を知らず。林蔵こ

の島を巡って至る処、島夷に質問するといえども、島夷も亦、其の来由をしるものが

なく、只、蝦夷島の称呼する処なりと答え、奥地の夷に至とは、カラフトの称呼ある

事を知る者なし。奥地の夷は自称して、シルンアイノと云い、サンタン夷島を指して
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シルンモシリと称す。是を以って考える時は、シルンがこの島の本名なるが如とし。

然るに林蔵、東韃
とうだっ

(蒙古地方の民族を指し北方民族の総称)に入り諸夷と接するに間、同船

の夷、韃夷に対して、相語る事を聞くにつれ、韃靼を自称してキムンアイノと称する

者あり。船夷は自ら呼よんでシルメンアイノなりと云う。夷言もと山を称してキムと

云う、ウンは集居の意、アイノは夷の通称なれば、是を山居の夷と訳す。是を以って顧
かえり

みてシルンアイノの称を案じ、且つ其の唇舌発音の間を熟察するに、モシリウノアイ

ノの略語なるが如とし。夷言島を指してモシリと云う、則
そく

島居の夷と称する心なるべ

し。サンタン夷の如きは島夷の言語を解するに至らず、只其の声の音の口に発する処

のみを聞いてシルンアイノの居島なりと思い、シルンモシリを以って称呼するべし。

是亦島名となすべき者にあらず。》とある。 

⑦ ⑧ 

⑦ノテト岬・『北夷分界余話巻之二』国立公文書館  ⑧タライカ湖(多来加湖)樺太中部 

 

７月６日、広々とした「キチー湖」(大陸側)に舟を浮かべた。湖の真中辺りにある「ヌ

ツタランカター」という所に泊った。風が冷たく日本の厳冬期のようであった。 

７月７日、前日と同様、キチー湖を舟行、約２里半(約１０㎞弱)で「キチー」に着い

た。林蔵は東韃靼に入って、初めてチオーという名の満州語の通訳土民の家に入って

みた。家の主人は外出中で、主婦らしい女性２人が留守番をしていた。その内の１人

が酋長コーニの妹ということであった。すると、辺りに住んでいる土民らが、林蔵を

怪しいと見たのか、数十人が林蔵を取り囲み、外に連れ出そうとした。林蔵は「自分

は怪しい者ではない」と、いろいろ説明したが、上手く言葉が通じない。ついに別の

土民の家に無理やり連れ込まれてしまった。そして大勢の土民たちが、林蔵を抱くや

ら、頬ずりをするやら、余りにもひどい乱暴を働くので、止めさせようとするのだが、

言葉が通じない。そうこうする処へラルノという者が入って来て、「お前たちは林蔵旦
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那をどうしょうとするのだ。それ以上は許さん」と叱りつけて林蔵を助け出して、河

岸まで連れ戻した。一行の土民らの言うのには、「彼らは、旦那さまを殺そうとしてい

たのです」林蔵はホッと胸をなでおろした。その夜はチオーの家の倉庫に泊めてもら

い、この騒動の目的は、林蔵の荷物を掠め取る様子であった。 

７月８日、「キチー」出発、黒龍江(アムール川)遡航
そ こ う

したが、強風が吹き荒れ、僅か

１里（４㎞弱）上流のサンタン夷の５～６軒の集落に泊る。 

７月９日、船出して５里（２０㎞弱）所で、強風で舟が進まず難儀、「コルベー」と

いうサンタン夷の集落に泊る。 

７月１０日、２里上流の「シャレー」に着く。同行の酋長コーニと上陸して、ここ

の族長の家で、米と粟が混じったお粥をご馳走してくれた。林蔵は「ヤスリ」１本を

贈り、その好意を謝した。その族長はヤスリを受け取りはしたが、嬉しそうな顔もし

ないし、他に何を持っているかも聞かなかった。たいてい土民たちは、どんな品物を

持っているかを尋ねたり、品物を欲しがったりした。「デレン」への長旅の途次で、こ

んな無欲な者は誰一人もいなかった。そこより舟を出して２里半上流、「ウルゲー」と

いうコルデッケ夷の集落となる。同行の土民らは新たに舟を買い入れる所用があって、

「ウルゲー」に滞在する。ここの夷族は、五葉松の大木で舟を造ることを仕事にして

いた。南方にいる諸夷族たちの乗る舟も全部ここで造られるとのことであつた。携行

して来た獣皮と舟一艘を物々交換し、持って来た諸雑器を二艘の舟に分けて積み、「デ

レン」に向かうことにした。 

⑨ ⑩ 

⑨コルデッケ族の舟『北夷分界余話巻之三』国立公文書館蔵     ⑩ニヴフの板船 

７月１１日、「ウルゲー」を出発、凡そ４里、上流へ遡航し、ついに目的地「デレン」

(徳楞)に着くことができた。同行の従者が満州仮府で、「日本人を一人同行して来まし

たので申し上げます」と、報告したところ、満州の官吏らが、宿泊所の船まで林蔵を
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連れて来るように命ぜられた。林蔵は直ちに宿泊船に乗り移り、官吏
か ん り

らは衣服を正し

て林蔵と接見した。沢山の土民たちによる乱暴を受けたりしたので、満州の官吏が時々

仮小屋を特別に見回をしてくれ、林蔵が危険に会わないように保護してくれた。(『東

韃地方紀行上巻』終) 

 

 『東韃地方紀行中巻』 

 満州仮府は夏期の間だけ臨時に設け、交易管理の役人出張所となる。黒竜江を前に

臨み、後方は広々とした原野、樹木も繁っている。河岸から見渡すと、河の中程には、

島々が見え、この辺りの大河は洋々し、波風の心配もなく、河幅も一里、舟の停泊に

はすこぶる都合の良い所であった。ここ中洲の「デレン」は土民たちの住家はなく、

仮府の周りには集まって来た土民たちの仮小屋が幾十、幾百とあって実に壮観な眺め

となっている。それらの仮小屋は全て樺
かば

の木の皮で覆われている。集まる土民たちは、

西は朝鮮との国境付近、東はロシアとの国境付近からはるばるやって来て、色々な品

物をお互いに交換し、目的を果たすと土民たちは５～６日間で帰って行くことであっ

た。林蔵が「デレン」に到着時は、交易の最中で５～６百人の夷らが滞在していた。 

図⑪ 

⑪・徳楞(デレン)仮府・外形２６～７ｍ、四方に丸太で２重柵を作り、囲いの中に左右２カ所と後方と、

計３カ所に交易場所を設け、更に囲いの中の中央にも１重の柵をめぐらし、その中に仮府を設けてある。

仮府跡は現在不明。 
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⑫ ⑬ 

⑫間宮林蔵の描いた里程
り て い

図     ⑬デレン仮府はこの辺り周辺らしい、右側はマリンスコエの街 

⑭ ⑮ ⑯ 

⑭・進貢、中央で貢物を受け取り褒美の品物を与える。 ⑮・上官     ⑯・中官 

⑭⑮⑯官吏らは毎年、夏期に松花江を下って黒竜江に入 

り、６月中頃「デレン」に着任する。そして、初秋(陰暦７ 

月)の終頃、中秋(陰暦８月)交易所を閉鎖して帰途につく。 

これらの情報は、林蔵は筆談で知る。仮府官吏は３人、中級 

官吏が５０～６０人いた。上級官吏が３人とも、１枚ずつの 

名前を書いた名刺を林蔵にくれた。右の名刺に書かれた文字 

は「正白旗満州委署筆帖式姓名伏勒恒阿
ベ ジ ケ ガ

大清国」で、この 

ほかに二行、満州語の文字も書かかれていたが、ミミズが這
は

 

う様な字は読めない。別の人の名刺には「廂紅旗六品官驍騎 

校奨賞藍領葛姓名撥勒渾阿
ブ ツ ジ カ ガ

」と書いてあった。もう一人には 

「現任官職正紅旗満州世襲領姓舒名托精阿
ハ ン ス イ ガ

」と書いてあり、「大清国」の下には「天朝」

の二字が加筆されていた。 

 

★デレン仮府の最高責任者は「正紅旗満州世襲佐領舒名托精阿」という人物といわれる。 

佐領
さりょう

=清朝八旗制の単位の長の名称。行政、全てにわたる監督責任者。 

⑰・官吏の名刺 
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 ★サンタンやスメレンクルやコルデッケの様な毛皮貢納民は、清朝支配下に於いては、高い

地位を与えられていた。それは、１７世紀の露清紛争と関係していて、彼らの祖先が「清の側」

についてロシアと戦った事実と、彼らが離反してロシア側につくことを防ぐ、防衛上の理由が

あった。諸民族は清朝の支配者である満州民族自身が、元々明朝の毛皮貢納民であり、クロテ

ンの高級毛皮の産地の住民としての重要性を高く評価していたのであろう。そのため、現在の

ロシアでの先住民族たちのナーナイ、ウリト、ニヴフ夷らは今でも気位は高いという。 

 

図⑭・進貢
しんこう

(貢物を差し出す)ついて。まず舟を河岸につなぐと、舟の長老格が官吏の

船を表敬訪問し、上級官吏に３回平身低頭して交易所に着いたことを報告する。表敬

がすむと、官吏から酒を振舞い、精製した粟を３～４合を長老に与えるのが決まりの

儀礼となっている。次に、下級官吏が柵門から外に出て、貢物を持参した土民の族長

を一人ずつ呼び、柵内に連れて入る。土民は３回平身低頭してから、黒貂
くろてん

の毛皮１枚

をうやうやしく 奉
たてまつ

り、３人の上級官吏が土民たちから貢物を受け取る。貢物献上儀

礼が終わると、褒美の品物が土民に下賜
か し

される。族長に与えるものは、長さ７尋
ひろ

(１２、

６m)の綿布一巻、村長には長さ４尋(７、２m)の緞子
ど ん す

(つやのある絹織物)のような布地、

同行の土民たちには、木綿 4 反(大人 4 人分の衣服が作れる)の他、櫛、縫い針、鎖、袱紗
ふ く さ

(小形のふろしき)、紅絹３尺(９０cm)程度のものであった。 

図⑮の上級官吏の衣服は、細かい薄織の絹か布地の厚い緞子
ど ん す

(２色以上の絵抜きを用い

て文様を織り出したもの)のような絹織物である。頭の被りものは、籐
とう

で編んだ笠のよう

な形、その上に紅糸をかけ、上には金の輪の飾りがつけてあった。  

図⑯中級官吏以下の者は木綿の衣装を着ていた。 

 

「ナヨロ文書
もんじょ

」を見る  乾
けん

隆
りゅう

40 年(1775)清王朝政府の通達文書。北海道大学付属

図書館北方関係資料目録「ヤエンコロアイヌ文書」唐太西岸ナヨロのアイヌ惣
そう

乙名
お と な

の

家に代々伝えられた文書。満州語文書２通、漢文文書２通、清国への朝貢関係を示す

資料となっている。 

この文書は吉林将軍が勅 命
ちょくめい

を受けて伝達した内容を、三姓(ハルピン市の依蘭県)の政

庁がサハリン島の「陶
とう

」姓(漢姓のひとつ)のハラタに通知したものである。その主旨は、

「これまで冬末から春にかけて京師
け い し

(みやこ)に朝貢し妻を得て帰る者の中には、春先に

流行する天然痘(ほうそう)で死亡する者がいるので、今後は時期を早めて７～９月に入
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京するように」との意味文である。この事から当時は北京まで朝貢に赴く者がいたこ

とが分かる。清朝政府は、アムール川下流地方・カラフト島を朝貢関係(服属支配で軍

事力の支配下ではない)結んでいた。 

⑱ 

⑱・「ヤエンコロアイヌ文書」北海道大学付属図書館蔵 

夷族の村々に「ハラ・イ・ダ」は氏族長、「カーシンタ」は郷長の役名を与え、「年々

満州に入貢して獣皮(クロテン)１枚を献上せよ。その賞賜として錦１巻を与え、その他

の交換品も安く提供する」と、夷族らに告げている。間宮林蔵はナヨロのハラタ(ヤエ

ンクル)の家に残された一通の満州文書を写して持ち帰えっている。 

この文書には満州文書と漢字の二種の篆書
てんしょ

で「管理三姓地方兵丁副都統印」と記し

た一辺約１０cm の方形の朱印が捺されている。原本は戦前樺太庁図書館に保管されて

いたが、先の大戦後秘かに持ち帰り、現在は北海道大学付属図書館に所蔵されている。 

  

 交易内の動き 

⑲ ⑳ 

⑲・交易場のにぎわい         ⑳・仮府の周りで樺
かば

の皮で小屋を作り雑居する諸夷たち 

図⑲物々交換の場も見たが、これまた乱雑、無規律で、決まったやり方などがない。

交易所に入り、酒、タバコ、布地、鉄器(土鍋)など思い思いに交換する。各地から何百

人の土民たちが毎日押寄せ、その騒がしいこと、たとえようがない。「大事な獣皮が盗

まれた」とか、獣皮の交換談判で、喧嘩や殴り合いが起こり、大変な雑踏
ざっとう

である。し
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かし、交易所の官吏は、制裁に入らない。 

㉑ ㉒ 

㉑盧
ろ

船、官吏らの宿泊船(食事船)となる   ㉒林蔵(和装で髭面)を盧船の宴会歓談に誘ってくれた 

図㉑・宿泊船盧船、横幅一丈(３、０３ｍ)×長さ約７～８間(１３～１４ｍ)、積荷約

百石の船である。船首には波を切る“水押し”をつけず、船板を並べ、板の継ぎ目に

は白土(しらつち・しっくい)を塗り込んでいる。船の三分の二は荷物積めるようにして

あり、その上を葦で編んだ 筵
むしろ

で覆い、船尾に樺
かば

(樺の木・樺桜)の皮で屋根を台所にして

いた。官吏の船は４艘停泊していた。官吏の居船には床が張ってあり窓も付いていた。 

 図㉒・林蔵は滞在中に何度か上級官吏の船に呼ばれ歓談し、“アルカ”と云う日本の

焼酎のような酒を進めてくれた。肴は豚や鶏肉、卵、川魚、野菜類であった。図㉒の

右の奥側の髭面が林蔵となる。林蔵と官吏は筆談で話した際、この仮府の地名を尋ね

たら「徳楞哩名」(４字で「デレン」地名)の４字を書き示した。彼らは林蔵が立派な文

字を書くのを見て、「貴殿は中国人であろう」とか、「日本国は中国に貢物を持ってく

るのか」との質問に林蔵は、「長崎の出島で相互に貿易はしているが、貢物などは持っ

て行かぬ」と答えると、「中国に貢物を持ってこない国はわずか 3 つあるだけ」と言い、

「ロシアは中国の属国である」などと話した。(『東韃地方紀行・中巻』終) 

 

 『東韃地方紀行・下巻』  「デレン」に来て７日間、予定通り交易も無事に終え、

７月１７日、官吏に別れの挨拶をすると、粟と酒を少しいただき船出した。 

 翌１８日、その日に１３～１４里下流の「キチー」に着き、再度チオーの家の倉庫

に宿泊した。主人のチオーは歓待し、唐山
とうざん

産(河北省)のお茶を飲ませてくれ、米ごはん、

酒や肴も用意し、夜のふけるまでご馳走してくれた。林蔵は好意のお返しとして、斧
おの

一

丁と着ていた襦袢
じゅばん

を贈ったところ大変喜んでくれた。 

 １９日、従者の一行らが犬二頭を品物と交換し、チオーの倉庫で宿泊した。 
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 ２０日、「カタカー」というサンタン夷の集落(１４～１５軒)に上陸した。この「カ

タカー」の地はその昔、満州仮府が設置されていた。しかし土民たちの争いが起こり、

廃止されたという。夕方、ここを離れ、「アオレー」という所に上陸して野宿した。 

２１日出発、２２日の夜「ポル」という所に到着し、この日、通り過ぎた所に「シ

ュシュ」という土地があった。少しの家の集落で、初めて“鮭”を食べた。蝦夷地(北

海道)に比べると、少し漁期が早いように思えた。この地方で鮭を獲るには、鮭が上っ

て来る河岸に杭を立て、その水底に網を張っておく。こうすると、上って来た鮭は杭

の処で行き止まり、さらに底を回って下流に行こうとして網にかかるので、この時、

網を上げて鮭を捕えるとのことであった。 

㉓ ㉔ 

㉓サンタン夷による鮭の遡上の漁法・『下巻』  ㉔アムール川の鮭用の簗
やな

(ギリャーク語・ムィーリ) 

 

現在の簗
やな

漁をニコライエフスク郊外で雄大な鮭の漁法を見学した 

㉕ ㉖ 

㉕・現在の大仕掛けのアムール川(川幅 10 ㎞位の中央に掛けてある)の簗
やな

 ㉖・川岸には♂の鮭が棄てら

れていた。ニコライエフスク町より 15 ㎞位上流、特別の計らいで漁場に案内されたものであるが、ロシ

ア漁民のボートは最高速で走り、恐怖で船縁にしがみ付く有様でありさまでした。2015 年 8 月末 

 

『アムール地方の異民族たち』L・シュレンク著

帝国科学アカデミー出版・第２巻より・1899 年
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７月２３日、「ポル」を出発し、４日目に「カルメー」という所に着いた。この日、

通過して来た所に「サンタンコエ」(ティル)と名付く土地があった。 

「その昔、ロシアの山賊たちがホンコー河(アムグン河)を舟で下り、この地に住ついて

いたという。ホンコー河というのは、ロシアの方から流れて来て、この「サンタンコ

エ」で黒竜江に合流している河である。ロシアの山賊たちは、その地方に昔から住ん

でいた土民たちを平定して、彼らの生産物を掠奪し、この辺り一帯をさらに侵略しょ

うとの野望を企んでいた。しかし、満州族が彼らを討伐したので、戦いに敗れたロシ

アの山賊たちは、その本国方面に逃げ去った、ということであるが、詳しい年代はわ

からない。」と述べている。 

 ★補足・この戦いは 1684 年の清国とロシアとの「露清戦争」を指すと思われ、この５年後、

1689 年に「ネルチンスク条約」が結ばれ、アルグン河と外興安嶺とを両国の国境と定められた。 

 

林蔵が「サンタンコエ」から遠望した。ロシアの山賊たちが建てたて云われている

黄土色の石碑が二基は河岸のすぐ背後の山の上にあった。林蔵は舟の中から遠望した

にすぎないので、その碑に文字が刻んであったかどうかは解らないと、言っている。

同行の土民らは、その石碑の真下を通行する時、携行している米、粟、草の実などを

河の中に投げ入れ、それをお供えがわりにして、この碑を遠くから拝んでいた。林蔵

には何故土民らが拝むのか、その意味は理解できなかった。 

㉗ ㉘ 

㉕・サンタンコエ(ティル)の丘陵上の石碑を描いている ㉘・恐らくこの辺りで林蔵は見たであろう 

  

７月２７日、「カルメー」を出発、４里半で「テホコー」に着く。 

 ７月２８日、「テホコー」を出発、４日後に「ワーシ」に野宿。この４日間は、河岸

での野宿の辛苦は、“死地に赴く”とはこのようなことかと、林蔵は苦痛を述べている。
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その様子は、柳の枝をたくさん集め、地面に敷き、その上に獣皮をかけて寝るのであ

るが、朝になると、水滴が皮一面に、にじみ出て、まるで水をかぶった如くであった。

と述べている。 

  

８月２日、「ワーシ」を出発、５里先下流の「ヒロケー」に着き、野宿。 

 ８月３日、ついに海岸沿いに南下し、「ワッカシ」に着き、野宿。翌４日に「チョー

メン」という所へ着く。翌５日、この辺りは海面一帯が干潮となっていた。夕方、舟

を出したが、「チャガガエハーハ」砂浜で野宿。６日、「ハカルバーハ」に泊る。 

 ８月７日早朝船出。霧が立ち込めていたが、波風もなく、唐太の「ワケー」(ノテト

の上)に渡り着き、その夜、「ラッカ崎」に宿泊。そして翌８日に出発の地、「ノテト崎」

に無事帰還する。残しておいたアイヌ人従者らが首を長くして出迎えてくれた。「ノテ

ト」には３日間滞在した。 

 ８月１１日、アイヌ人従者らと「ノテト」を出発し、翌月の９月１５日に、唐太南

端「シラヌシ」の役人の番屋に着いた。そこでしばらく滞在して、資料・地図・下書

き等を整理して、文化６年(1809)９月２８日、「ソーヤ」(宗谷)に帰還した。その間、

およそ１年と２カ月半を費やした。(『東韃紀行』下巻終) 

 

 サハリン島より出土した日本製品 

㉙ ㉚ 

㉙・日本の大きめ磁器・サハリンニブフ族に渡っていた  ㉚・日本の土鍋 (『нивхи』より) 

『нивхи』(ニヴフ)サハリン博物館刊より。サハリン北部の залив чайво(chayvo ベイ) で日本製品が

発掘出土品している。  

 



 
83

第８章 サハリン島占領問題考 

「サハリン島」・「からふと」について考えてみたい。「からふと」の名は一説にアイ

ヌ語でこの島を「カムイ・カラ・プト・モシリ」(神が河口に創った島)と呼んだ事に由

来するという。カラフト・アイヌ語では「ヤンケモシリ」(陸地の国土)の意味となり、

北海道アイヌ語では「カラプト」(カラフト)と呼ばれる。 

「サハリン」は古くは「サガレン」とあり、満州語名「サハリヤン・ウラ」(黒龍江対

岸の島)となるらしい。又、中国語では「庫頁島」(クイェダオ)と呼ばれ、ロシア語音訳

では「薩哈林島」(サハリンダオ)とも呼ばれている。樺太南部にアイヌ民族、中部にウ

ィルタ民族(アイヌ民からはオロッコと呼ばれる)北部にはニヴフ(ギリヤーク)居住してい

た。唐の杜
と

祐
ゆう

撰『通典』の巻 200、辺
へん

防
ぼう

16、北狄伝
ほくてきでん

、「 流
りゅう

鬼
き

の条」に、《流鬼(の国)は 

北海の北にある。北は夜叉国(オホーツク海北岸の 

コリャーク民族相当)に至り、ほかの三面はみな、 

大海にあたり、南は莫設
ばくせつ

靺鞨
まっかつ

(北海道のアイヌを指し 

中国東北部の民族ではない) を去ること船行一五日 

のところにある。その国には城郭がなく、(流鬼は) 

海の中の島に依って散居している。・・・貞観一四 

年(640)に、途中で何度も通訳を替えて長安に朝貢 

にやってきた・・・》とある。 

『通典』は唐の杜
と

祐
ゆう

(735－812)によって 766 年から 

３０年かけて編纂された。この流鬼国の所在の地は 

ニヴフ民族に相当しサハリン島であったのである。 

 

 唐太の原住民について  シュレンク・L.i.Shrenk, (л.и.шренк)は『黒竜江流域民族

誌』で、北唐太のギリヤーク(ニヴフ)について、南唐太の原住民はアイヌであり、どち

らの民族が唐太の占有者であったのか。シュレンクは唐太の原住民であったギリヤー

クが、日本人の圧迫を受け、その一部が海峡を越えて黒竜江の河口面へ移ったと解釈

している。これに対し日本の白鳥庫吉博士は、アイヌは唐太島に も古い民族(古アジ

ア民族)であり、ギリヤークはその後に大陸からこの島へ渡って来たと推測している。

アイヌ語はその構造に於いてウラル・アルタイ語に類似し、その単語に於いてこの語

族の北系の言語に類するものが多いから、アイヌ民族は太古において、黒竜江の河口

図① 『通典』北狄伝 流鬼の条 
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から樺太へ移住して来たと思われる、と述べている。 

 

 サハリン・アイヌの人口は、寛政２、３年頃の記録は、５７のコタン(村)に約 1100

人の数字となり、安政３年(1856)、「白主会所留記」によれば、家数 373 軒、総人口 2694

人(男 1297、女 1397)とされている。１８世紀初期にイエズス会士の探検と測量を元に作

成された『皇
こう

輿
よ

全覧図』(清の康熙帝が９名の宣教師に作らせた中国全図、1717 年完成)サ

ハリンの南に海が広がっているだけである。日本を通じて「蝦夷」と呼ばれる人々が

いることは知られていた。その「蝦夷島」(北海道)と「庫
ク

頁
イ

島」(唐太)とが狭い海峡で

隣り合っていることは知られていなかった。それに気づいたのは曹廷杰
そうていくつ

で、『東三省輿

地図説』の一節で、蝦夷島の人が庫
ク

葉
イ

島(庫頁島)の人と共に三姓(地図３１頁参照)の地

まで毛皮貢納にやってくるというエピソードを載せている。 

この様に古代より「カラフト」の夷族らは中国と関係が深いことを知ることができ

る。約４万年余前から、モンゴロイドの祖先たちが住み着いていた。そして西暦８０

０年余前頃から、周辺国の強国が軍事圧力によって、毛皮獣の朝貢をさせた。１７世

紀に入り、帝政ロシアが極東への植民地化に乗り出し、１９世紀に入り段々と、欧米

の帝国国家の面々が、国家の主(民族を統率)がいない「サハリン島」を早く手中に収め

ようと動きだすのである。英国・米国をはじめ、オランダ等もその気があったようで

ある。日本と中国だけは、武力よる植民地的な統治を考えていなかった様である。 

日本は北海道アイヌとの歴史的な経験(撫育
ぶ い く

)から、サハリン・アイヌらを武力で征服

する植民地にするのではなく、服従・従属させて治める政策を執っていた。しかし、

世界は、１９世紀に入ると帝国主義国家樹立競争が始まり、日本・清国の様な緩
ゆる

やか

な服属関係が成り立たたない国際状況になっていた。その様な日清の隙間に、武力征

服に自信を持ち始めた帝政ロシアは「カラフト島」の併合に乗りだしたのである。 

 

ロシアの「クシュンコタン占拠事件」を考察 参考は『日露関係とサハリン島』秋月俊

幸著と『サハリン島占領日記 1853－54』ニコライ・ブッセ著・秋月俊幸訳を参照にした。 

嘉永６年(1853)の初秋、ロシア海軍大佐ネヴェリスコイ(89 頁参照)は、1853 年４月１

１日にロシア皇帝のサハリン占領命令を受け、陸軍少佐ニコライ・ブッセ(ムラヴィヨ

フに見出され、1852 年サハリン島占領行動する)、陸戦隊７３名を率い、サハリン島南岸

の日本漁業の中心地、クシュンコタン(旧大泊・アニワ湾)に上陸した。ロシア兵たちは
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この地を占拠してロシア国旗を掲げ要塞を構築し、約８カ月間に亘りこの地を占領し

たが、同年にクルミア戦争(英・仏・オスマン対サルデーニヤ・露)勃発し、ロシア軍は撤

退して事件は終結した。これが「サハリン島・クシュンコタン占拠事件」である。 

この事件は、文化年間(1804 頃)の露米会社
注

船によるカラフト島・エトロフ島襲撃事

件(1806－07)や、文久元年(1861)「ロシア軍艦ポサードニク号の対馬侵入事件」(英国東

洋艦隊の厳重抗議により撤退)と並ぶ幕末日露紛争関係史の一つである。当時、我が国の

世論が大騒ぎにならかったのは、北海道より北方の僻地であったことと、ロシア兵に

よる乱暴は皆無、またクリミヤ戦争開戦の報が届き、英仏艦隊の攻撃を避けるため自

発的に引き上げた結果である。このクシュンコタン占拠事件は、1689 年のネルチンス

ク条約(露清国境を黒龍江と外興安嶺の国境線が決定)以来、ロシアはアムール河の航行を

禁じられ、サハリン島への接近を避けていたが、約１５０年振りに呪縛を清国より脱

し、沿海州、サハリン島の占有に着手し始めた事件なのである。 

図② 

③ ④ 

③ムラヴィヨフ哨所
しょうしょ

と「ロタノスケ(副官海軍中佐ルダノフスキーのこと)居小屋」(『樺太嶋日記』1854

年)図②の右側部分を拡大 ④唐太南部地図、クシュンコタンはアニワ湾にあってススヤ川流れ込む。 

②・クシュンコタンのムラヴィヨフ

哨 所
しょうしょ

全体図 (北海道大学付属図書

館蔵) 
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★哨所
しょうしょ

はクシュンコタン南側の小高い岬(網干場)が選ばれ、部落と海岸一望ができ、大砲(８

門)を戦略的に好適な場所であった。この地点確保にネヴェリスコイ大佐は熱心であったが、

日本の倉庫等の強制立退きを政治的に不得意としたブッセ少佐との対立があったが、結局ブッ

セはこの場所に哨所の建築を建て、東シベリア総督の名を取り「ムラヴィヨフ哨所」を建てた。

この構造は丸太造りの兵舎３棟と士官棟を四辺形の角に配置し、対角線に当たる二隅には六角

形の物見 櫓
やぐら

、兼砲塔を置き、建物の間を銃眼(防壁に設けた小穴)のある柵で繋ぐ一種の堡塁
ほ る い

と

なる。日本人が保持していた木材６００本を譲り受け、不足分は約４キロ離れた山中から、冬

期に３００本の木材を伐採調達した。９月２５日(露暦)、荷揚げを完了したネヴェリスコイは、

その翌日帰国の途につき、ムラヴィヨフ哨所には陸軍少佐ブッセ、海軍中尉ルダノフスキーほ

か６９人の兵士らが残留し、ネヴェリスコイは出帆にあたり、ブッセに次のように指示をした。

「日本人(逃亡)たちが戻ってきた時は、彼らが全く安全であることを保証し、彼らの身体、財

産、産業及び交易が充分保護されるよう配慮せよ。そして、我々の習慣を強制してはならない」

と忠告しアニワ湾を離れた。 

 

注・露米会社 帝政ロシアは権益を拡大するために、1799 年に設立された国策的な特権株式

会社で、本社はロシア首都ペテルブルグに置き、活動本拠地はアメリカ北西岸のシトカ島(現

バラノフ島)にあった。アラスカ・米国北西岸・アリューシャン列島・千島列島に於ける毛皮

獣の狩猟や資源の利用、先住民族支配と独占的な権限を有し、武力の保持や海軍士官の雇用も

でも認められていた。1821 年の第二次特許状で、千島列島に於ける活動範囲はウルッサハリン

プ島南端までとなっており、サハリン島は無関係であった。しかし、1853 年、ロシア政府はこ

の会社の旗のもとにサハリン島占領を命じ、その実行は提唱者ネヴェリスコイに委ねられた。

１９世紀後半より、毛皮獣の減少し、食料・資材の輸送困難となり、英米船との競争激化のた

めに会社は経営不振となり、1867 年、ロシア政府は米国にアラスカを含むアリューシャン列島

以東の米国北西岸の植民地を、７２０万ドルで売却して露米会社を廃止した。 

  

ネルチンスク条約とアイグン条約の国境線 

★ネルチンスク条約(中国・尼布楚条約) この条約は 1689 年、ロシア帝国と清帝国の間で

結ばれた境界線を定めた条約となる。内容は中国東北部(満州)の国境を黒龍江と外興安嶺の境

界線に定める。この時代の清国は軍事力が強く、ロシア側が国境線を内側に引いている。 
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⑤ 

図⑤・ルネチンクス条約とアイグン条約の国境線 (アイグン条約で見つかった画像ネットより) 

★アイグン条約(愛琿条約) アイグン条約はロシアと清朝とが 1858 年５月２８日に中国北

東部、アムール川中流のアイグン(黒河市)で結ばれた条約。1689 年のネルチンスク条約以来、

清国領とされてきたアムール川左岸を、ロシアが獲得してウスリー川以東の外満州(沿海州)を

両国の共同管理地と定めた。清国はロシアにアムール川の航行権を認め、１９世紀末から２０

世紀初頭にかけて結ばれた不平等条約の一つとなる。 

 

ネルチンスク条約の解釈の拡大  「両国の国境はスタノヴォイ山脈から南方のア

ムール川に流入する大小の河川の流域は、すべて清国領土と規定されたが、東辺のウ

ダ川地方に付いては未定とされた。それ故アムール川は河口地方に至るまで清国領と

考えられていたことが明らかである。このためロシア政府は１９世紀半ばまで自国民

のアムール川航行や海からのアムール河口への接近を禁止していた。しかし、アムー

ル河口地方及び沿海地方のロシア併合を主張していたネヴェリスコイは、ネルチンス

ク条約の不備を口実に、条約解釈をロシア側の有利にしてロシア領土の拡大を図った。

依って、ネヴェリスコイの行動は、当時のロシア政府の方針を遥かに超えた考え方で、

アムール川河口・沿海州・サハリンをロシアへ併合する意図が強く現れている。 

 

帝国ロシアの極東へ進出  この時期、欧米列強の外交的な軍事行動により、国際

情勢が複雑となり、急激な変化が生じていた。ロシア側から観れば、東シベリア総督
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ムラヴィヨフらは、英米の策略に帝政ロシアは未来展望に憂いをもっていたのであろ

う。アムール川の河口やサハリン島が英米の勢力に占領されないうちに、ロシア政府

はこの地域を素早く占領する事を考えていた。その前哨戦としてネヴェリスコイはタ

タール海峡(間宮海峡)の奥まで英米の捕鯨船が頻繁に到来することを知り、のまま見過

ごせば、アムール河口が外国人に占領されること予測していた。 

そこでネヴェリスコイは政府の命令を無視し、自ら責任で 1850 年８月、アムール河

口から約４０㎞上流のクエグダ岬に、ニコラエフスク哨所を設置した。この報告に接

したロシア政府は、直ちに哨所の撤去を決定したが、皇帝ニコライ一世による有名な

勅命が出た、「ひとたび掲げたるロシア国旗は決して撤去すべからず」一声で取り消さ

れ、ネヴェリスコイの勇姿は拍手喝采となったのである。 

１９世紀半ば、清国は領土だったアムール川下流域地方を、軍事力も入れず、ほぼ

手つかずのまま放置していることをロシア側に分かってしまったのである。「ネルチン

スク条約」を 頑
かたく

なに守っているロシア政府に対し、ロシアの愛国者たちは、どの国家

も手を付けようとしない、アムール川河口・沿海州・サハリン島の無主地域になって

いるではないか。ロシアの愛国者たちは、胸を熱く燃しその好機を狙っていたのであ

る。東シベリア総督ムラヴィヨフを筆頭に、ネヴェリスコイらのロシア愛国者の未来

図は、ネルチンスク条約の不備を突き、有利な解釈を加えてアムール河口地方の確保

と、タタール海峡・サハリン島を軍事占領する事、これ等の地域に「ロシア領土」ロ

シア国旗を掲げ、国有宣言を英・米・仏に知らしめる事に自信を持ち始めていた。 

この頃、アメリカはペリー艦隊を派遣して武力をもって日本に開国を迫っていた時

期と重なる。その理由は、1848 年５月に唐太白主附近でアメリカ捕鯨船が難破し、こ

の捕鯨船の乗組員１５名が、８月に長崎に送られ捕鯨船乗組員たちに対する日本側の

厳しい取り扱いが、ペリー艦隊の日本遠征を招いたのである。また同時期に、サハリ

ン島クシュンコタン占拠の４０日前、嘉永６年(1853)７月１８日、長崎に遣日全権使節

プチャーチン提督の率い 4 隻のロシア艦隊が入港していたのである。 

 

サハリン占領の不明確な部分  サハリン占領の指示は政府命令書にはなく、ロシ

ア政府はこれまで、中国や日本との紛争を恐れて、接近することを避けてきたが、サ

ハリン占領を決定したのは、ペリーの指揮する日本遠征艦隊が、日本への圧力として

この島を占領するのではないか、ならば先手を打ったとされている。(米国はそのよう
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な計画はなかったと云われている
注

。) 1853 年４月１１日(露暦)の１１項目のサハリン島

占領命令は、その目的には触れず、同年中に露米会社がこの島を占領管理すると命じ

ているだけである。その占領そのものは、 も熱心に主張していたネヴェリスコイ大

佐に委ねられていたのである。 

★注・時代が下がり日露戦争終結時に苦慮していた日本政府は、ポーツマス日露講和会議が

暗礁に乗り上げた時、米国大統領ルーズベルトの助言の一言、「日本は樺太を占領せよ」この

一言で日露講和会議締結される要因となっている。これ等の裏付けとして、米国は樺太占有の

考えはあったと想像できるのである。それは米国に於いては、日本と和親条約が締結されなく

とも、軍事力のないカラフトを占有すれば、全て達成されることになる。関心のある方は、拙

書電子書籍『日露戦争への列強の策謀』第 14 章「ポーツマス講和会議」をご覧ください。 

 

帝政ロシアの強烈な愛国者の３傑による極東地域の侵略 

⑥ ⑦ ⑧ 

⑥ゲンナジー・ネヴェリスコイ⑦ニコラエヴィチ・ムラヴィヨフ⑧ヴァシーリゥヴィチ・プチャーチン 

 ⑥・ネヴェリスコイは(1814－76)帝政ロシアの海軍士官。1849 年、タタール海峡及びアムー

ル河口に於ける海洋船の航行可能を発見し、翌年、政府の禁令を無視、アムール川下流にニコ

ラエフスクに哨所を設置してロシア国旗を掲げた。ニコライ一世・東シベリア総督ムラヴィヨ

フの支持を得て、沿海地方及びサハリン島の占領に着手し、1853 年、沿海地方の「ニヒライ皇

帝湾」及びサハリン島の日本の本拠地クシュンコタン(アニワ湾)に国旗を掲げてロシア領有を

宣言した。彼の積極的な愛国主義活動はロシアの極東進出の先駆けとなる。 

⑦・ムラヴィヨフ・アムールスキー伯爵(ニコライ・ニコラエーヴィチ・ムラヴィヨフ・1809

－81)は、1847 年ニコライ一世から 38 歳で東シベリア総督に抜擢され、以後ネヴェリスコイの

アムール下流地方、サハリン島の占領計画を支持して帝政ロシアの極東進出を計った。1858
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年ロシア全権として、武力を背景に清国代表伊犂将軍奕山(イシャン)とアイグ条約を結び、ア

ムール川以北の全域を無血獲得し、その功により「アムール伯爵」の称号を与えられた。ムラ

ヴィヨフは清国との交渉に於いて、「ロシアは中国をイギリスの侵略から守る平和的で建設的

な策」であると説きつつ、武力による威嚇し、翌 1859 年、７隻の軍艦を率いて江戸湾に到来

し、幕府にサハリン全島のロシア領有を要求したが成功しなかった。 

⑧・エフィー・ヴァシーリエィチ・プチヤーチン(1813－1883)。海軍大臣・政治家。1842

年ロシア皇帝イギリスがアヘン戦争の結果、清と南京条約を結んだ事を受け、ロシアも極東進

出の強化を、皇帝ニコライ一世に進言し、1843 年に清と日本との交渉を命じられた。1853 年

８月２２日(嘉永６年７月１８日)、ペリー提督に遅れる１カ月半後、旗艦パルラダ号以下４隻

のロシア艦隊を率いて長崎に来航し、幕府全権の川路聖謨
としあきら

・筒井政
まさ

憲
のり

と６回に渡り会談をした

が、交渉は不成功に終わった。1855 年、中断されていた交渉が再開され、２月７日(安政元年

１２月２１日)に、遂に日露和親条約(正式名・日本国魯西亜国通好条約)の締結に成功した。 

 

クシュンコタンのムラヴィヨフ哨所を確認  当時、クシュンコタンは松前藩の唐

太に於ける漁業の中心地で、そこには勤番役所や運上屋
うんじょうや

(場所請負人の経営拠点)の建物

の他に多数の倉庫や番屋があり、アイヌの住居も数十棟を数えた。経営は伊達屋林右

衛門、栖原屋六右衛門の両名が場所請負人に委ねられ、その漁場は２～３００ｍの大

網を使用する大規模漁法であった。各漁場には数十から百余の鰊焚釜(にしん茹釜)があ

り、魚油と魚粕の生産量も可成りの生産となっていた。漁期は春から夏の終(２百十日

頃迄)、南サハリン方面から集められたアイヌ民が多数使役し、アイヌ民はわずかばか

りの米、酒、煙草、古着等で酷使されていた。(『サハリン島占領日記』「ロシア人が見た

日本人とアイヌ」にニコライ・ブッセは記している) 

 このような時代背景の村に、嘉永６年(1853)８月２９日、クシュンコタンの沖合に

２千石積ほどの異国船が到来した。そしてボート３隻に１６人が分乗し、沿岸一帯の

水深測量を始めた。言語は通じなかったが、「ロスカイ」という言葉から、彼らがロシ

ア人であることを番屋管理者たちは知る。翌々日の９月 1 日、４隻のボートで４０人

余の陸戦隊を率いてクシュンコタン北隣のバッコトマリに上陸し、ネヴェリスコイ大

佐は運上屋に赴き、日本人たちに次のように言明した。 

《「古来よりロシア領であったサハリン島に我々が到来した目的は、全く平和的なもの

である。わが皇帝陛下(ロシア皇帝)は 近この沿岸に多数の外国船が出没し、住民に無
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法を働きも、またこれら無保護の地域を占領しょうとしていることをお聞き遊ばされ、

サハリン島の拠点並びにその対岸の大陸に要塞を作り、以ってその住民並びに、この

地へ到来する日本人を保護することを命じられた。これと共に陛下は私に対し、サハ

リン島における日本人の産業と交易を妨害しないのみならず、諸君らの正当な権益を

あらゆる暴力から厳しく守ることを命じられた。それゆえ諸君が全く平穏であること

を要請する。我々は常に心から日本人と友好的であることを望むものである。この地

の指揮官となるブッセ(陸軍少佐ニコライ・ブッセ)にも以上のことが命じられており、

私は諸君とアイヌの間に結ばれているすべての産業・交易・経済関係に干渉すること

なく、これを尊重することになっている。アイヌたちはこれまでと同様に日本人との

関係を維持するよう監視するであろう」。と、ネヴェリスコイは言明した。》 

 

ネヴェリスコイは、サハリン島に対するロシアの歴史的権利を繰り返し述べている。

87 頁図⑤で見る限り、「アイグン条約」は 1858 年であり、クシュンコタン占拠は 1853

年なるわけで、帝政ロシアはこの５年前より、沿海州・サハリン島の領土の侵略を既

成事実としてネヴェリスコイは自信と確信を持っていたのであろう。その裏付けはア

ムール河口地方や沿海州に、清朝の軍隊が皆無である情報を、ロシア旅行者から確認

を得て、この情報を基に３傑者は極東侵略に情熱をふるい立たせたのである。 

 ネヴェリスコイとブッセは、日本人に対して身振りをもって、「ロシア人は、彼ら及

びアイヌと友好的に暮らすことを望んでおり、サハリン島を占領する事は、これはア

メリカ人から守るためだ」と説明したというが、日本人にとっては滑稽な話で、聞い

た日本人たちは、非常に冷淡に聞いていたと、ニコライ・ブッセの日記には記されて

いる。ネヴェリスコイの記述には多くの創作が交じっているので、そのまま信じ難い

が、ムラヴィヨフ提督の指示に従い、日本人に友好的な態度を示し、軍事衝突を避け

ながら、「サハリン島」を征服する思惑が読み取れる。 

 

ロシアは「日本人とアイヌ人との雇用関係に不干渉」の立ち位置   陸軍少佐ブ

ッセ指揮官は、日本人に対する友好的態度をとり、アイヌと日本人の雇用関係に干渉

しないという立ち位置にいた。ブッセは日本人とアイヌの共存生活についていろいろ

苦慮している。これまでの日本人の横暴に耐えてきたアイヌ民は、ロシア人の裁量で

日本人から解放されることを期待していたのである。しかし、ブッセはこの問題に干
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渉することをネヴェリスコイらに固く禁じられており、漁場の不干渉を守れば、日本

人とアイヌの雇用関係に介入しない事になり、このことは日本人に対するアイヌの従

属関係を認める事になる。ブッセはサハリン島占領する現実に於いて、ロシア国民と

なるはずのアイヌ民を、他国民の支配下に置く事は矛盾を生じていたが、それは日本

との軍事衝突を避けるためにはやむ得ない事だったのである。 

アイヌ側から観れば、自分たちを保護しないロシア人に失望し、又、日本人による

仕返しが、自分たちに向かうのではないか、そうなればロシア人への奉仕しているこ

とは困難となり、アイヌたちは日本人からの仕返しを恐れるようになっていった。そ

れは彼らの間に、翌春になれば、日本から軍勢がやって来て、ロシア人を皆殺しにし

て、ロシア人に協力したアイヌたちを処罰するという噂が流れはじめたからである。 

そこでブッセ少佐は、その噂には根拠があると考え、日本人に厳重に警告し、「ロシ

ア人との友好を望まないのであれば、トマリから出て行くように」と断言したと、日

記にある。ブッセ言明に日本人たちは友好的な態度をとり、アイヌたちにも気がねな

くロシア人に奉仕するようになったと日記にはある。 

ブッセは、日本人とアイヌの間に入り込んだロシア人立場の困難さを次のようにか

いている。「我々のサハリン到来が、日本人の漁業に何らの損害も与えないことを日本

人に示すためには、従来のごとくアイヌを日本人の奴隷のもとに置き、我々にとって

危険ではないまでも、嫌悪
け ん お

を身に受けながら、サハリンの日本帰属とその住民に対す

る、日本人の完全な支配を認めなければならない。日本人の不当な安い給与で働かせ

ることを禁止すれば、それは日本人から全ての労働者をとり上げることを意味する。

ブッセの取った方法は、日本人がアイヌに公然と不当な行為を行わないよう警告した

うえで、日本人とアイヌの個人関係には干渉しないという中間の道であった。」 

日本人との友好という命題を守ために、ブッセ少佐の監督下に於いて、ロシア兵の

規律が厳正に保たれ、８カ月にわたるロシア軍の占領下に、日本人やアイヌに対する

暴行や不祥事はただの一件も発生しなかったのは奇跡的であった。と、日記は伝える。 

 

プチャーチンの長崎交渉  1852 年１０月７日(露暦)、プチャーチンはニコライ一

世の８月２３日命令の「日本皇帝宛国書」を持ってやって来た。この時点は、ロシア

政府はサハリン島の占有することを視野に入れていなかった。が、その時間差で、日

本研究で有名な学者、シーボルトをペテルブルクに招き、彼の献言を聞き、国書は宰
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相ネッセリローデから、幕府老中宛に書き改められ、プチャーチンの入港先も長崎と

決定された。この新たな国書はパナマ経由の急使によって、小笠原の父島停泊中のプ

チャーチンに届けられ、サハリン問題の交渉もその追加されたもののようである。 

★当の状況は 「シーボルト記念館」所蔵のマイクロ資料で明らかになったことは、1852

年１１月シーボルトはプロシャ駐在ロシア公使宛の書簡の中で、ロシアが日本を国交交渉の席

に着かせるためにサハリン島の領有を主張することを提案している。『シーボルト記念館便り』

第２４号・平成６年２月。ロシア政府のサハリン占領命令は、ネヴェリスコイの要請ばかりで

なく、シーボルトは裏方の提案によって早められていた。又、当時のシーボルトの立ち位置は、

オランダ・ロシア・プロイセン側にあったようで、日本への加勢を組みすることが出来れば、

英米仏を押さえ込むことが出来ると考えていたようである。(東京大学史料編纂所より) 

 

プチャーチンが幕府に堤出した新たな国書は、第一に両国の境界線を定めることを

重要とされ、とくにサハリン島の南部に注意が向けられている。さらに「夫
そ

れ魯
ロ

西亜
シ ア

帝

所領の地は、其大さ世界万国に冠たれば、更に地を益し境を広げるは、実に要須
ようしゅ

(必要)

とせざる所なり」といい、ロシアの目的は領土の拡張ではなく、境界の確定であると

強調している。この国書はニコライ一世が承認したのは 1853 年２月２４日ことで、こ

のことはロシア政府がサハリン占領命令を、１カ月前に唐太島上陸を決定していたこ

とを示している。プチャーチンは長崎港に３カ月滞在中にこの情報を得たことになる。 

これによりプチャーチンはサハリン全島の領有を主張、「カラフト島(即薩哈連
サ ガ レ ン

)は唯

野人のみ住 棲
じゅうせい

(すみか)し、其住民は魯
ロ

西亜
シ ア

の支配を仰ぎ制教及交商に乏しき者たり。

故に魯西亜帝の命により、此３ケ月来魯西亜領とし、且つ許多
き ょ た

(たすう)の軍兵を置いて

是を備
そな

う。漁猟及他の商業を為し、且
かつ

時節を期して己れが住家を構へんが為に、カラ

フト島及南部アニワ港に来る日本人の寡少
かしょう

なるは、唯全権が言える所の理を資
たす

く(助け

る)。加 之
しかのみならず

右日本人アニワに住居するに方つては魯西亜領民の如く、其保護を蒙むる

なるべし」。(『幕末外国関係文書』第３巻、第 20 文書) 

一方、幕府がクシュンコタン占拠の事実を知ったのは、事件から１カ月後の嘉永６

年(1853)９月２８日であった。松前藩主は、直ちに一番手８５人、二番手７７人をサハ

リン島へ発進させ、幕府にも通報した。当時の幕府の受止め方は、ロシア人の上陸を

深刻には受け止めておらず、またロシア人も断固たる意志で占有を維持する考えを持

っていなかったようである。恐らく、アメリカ・ロシアによる開国要求の対応に苦慮
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していたのであろう。幕府にとっては「サハリン島占領事件」は遠い他国の事件のよ

うな感覚であったのと思われる。 

⑨ ⑩ 

⑨・プチャーチン提督乗艦ディアナ号・帝政ロシアの最新鋭の軍艦・全長５２m、2000 屯の木造帆装戦

艦、大砲５２門、乗員 500 名となる。⑩・魯西亜人貴賤之図・貴賤=軍隊の身分の高い位と低い位。 

 

ロシア兵のクシュンコタン撤退と幕府のカラフト対策  翌年５月１０日から１５

日までに、４隻のロシア船が相次いでクシュンコタン到来し、「メンシコフ号」にはプ

チャーチン使節の幕僚ポシゥット海軍中佐がやって来た。彼はプチャーチンからのク

シュンコタン哨所撤退の提案書面を持参し、５月１８日、哨所の物資と兵員を乗船し

終え、まる８カ月にわたるクシュンコタン占拠地から出帆した。ロシア兵がこのよう

に大急ぎで撤退したのは、ロシア兵の間に壊血病者が４０名に及んでいたことと、幕

府の一番手の足軽が８５人、二番手７７人がやって来た事により、強気なロシア海軍

兵たちも恐れがあったことは否めない。 

やがて６月１２日、幕府の目付堀部と勘定吟味訳村垣与三郎が到着し、予定されて

いたプチャーチンとの境界立ち合い見聞の代わりに、ムラヴィヨフ哨所跡を視察後、

幕吏や松前藩士たちによってカラフト奥地までの調査が行われた。しかし、当時の状

況では北海道の開拓こそ肝要であって、幕府にカラフトを開発する余裕はなく、漁場

を広げる事のみに重点が置かれ、アイヌ民との共同漁業に取り込むことが精一杯であ

った。そして２３年後の明治８年(1875)、サハリンは「樺太千島交換条約」が締結し

たことは、その原点にクシュンコタン占拠事件があったのである。日本のカラフトに

対する領土権は、嘗
かつ

ての清国との国境と同様に、北限が明確でなかった事を突かれ、

交渉と解決の糸口が見つからず、不明確なカラフトに対する領土権をロシアに譲り、

日本側はロシア領であったウルップ島以北の千島、１８島を獲得し「樺太・千島交換

条約」が締結した経緯となる。 
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 第９章 アムール川下流紀行  ハバロフスク→ティル→ニコライエフスク 

『ヌルガン永寧寺遺跡と碑文』「永寧寺碑文と永寧寺遺跡の調査」の章で菊池・中村

両先生の記述の中に、「2005 年８月 28 日、ハバロフスクからアムール川より、間宮林

蔵のように船上からティル村を遠望した。正確に言えば、ティル村に上陸する許可が

得られなかったからである。」と述べられている。 

筆者は５年前に、サハリン取材で「ニヴフ族のノグリキ博物館」が工事中で入館で

きない苦い経験を持っているので、好意にしているユーレックス・ロシア旅行社に、

ティル村取材旅行計画を相談したら、「面白い旅の計画ですね、ロシアの歴史に協力し

ます」とのメールを受けたのであるが、１カ月半程返信が無かった。察する情事は、

上陸許可のビザ発給に何か一
ひと

問題が起きたのであろうと想像した。筆者の憶測である

が、元・明・清代に中国領となっていたティル村(ヌルガン)に存在した奴児干都司跡・

永寧寺碑記跡を他国の人々に見学させる事は何か問題があるのであろうか、心意は解

らないが、ハバロフスク州役人の解答を取り付ける必要があったのであろうと深読み

した。そう思えるフシが旅費の明細に「ティル村に於ける許可と、コーディネーショ

ン料」と記載があり、やっぱり、と納得した次第。この現地ティル村取材を受けてく

れたのは、民間の旅行社ではなく、ニコライエフスク・ナ・アムーレ市の役人となっ

ていた。日本でいう処の、社会教育課、歴史文化課、歴史民俗文化課のような課の職

員が直接に案内役を引き受けてくれた旅となった。 

  

ハバロフスクの街から出発する  

① ② 

①アムール川の旧船着場 1870 年頃    ②現在の船着場ハバロフスク市・左側が公園・2014 年撮る 

①・ハバロフスクの街は 1858 年５月に開かれた。明治１１年９月２２日、初代駐ロ

シア公使榎本武揚は、首都サンクトペテルブルクからシベリア経由で帰路の途次に、

ハバロフスクのアムール川船着場に降り立っている。又、黒田清隆伯爵は明治１９年
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に立ち寄り、明治２６年には、探検家の玉井喜作(ジャーナリスト)はこの地よりシベリ

ア単身横断してドイツに渡っている。更に明治３２年、大陸浪人石光
いしみつ

真
ま

清
きよ

(諜報活動家)

はハバロフスクの街で諜報活躍している。(日露開戦前夜諜報活動は拙書電子書籍『日露戦

争へり列強の策謀』第８章「日露戦争前夜にロシア圏への諜報活動した男たち」82～85 頁参照) 

②・アムール川とウスリー川の二大河川の合流する地点となり、東シベリア総督ム

ラヴィヨフ・アムールスキー伯爵を因
ちな

んで、ムラヴィヨフ中央公園名となっている。

ムラヴィヨフは極東ロシアの主要都市ニコラエフスク、ブラゴヴエシチェンスク、ハ

バロフスク、ウラジオストクの街を開いた人物となる。1858 年清国とアイグン条約を

締結後、1860 年に北京条約を結び、アムール川とウスリー川沿岸地域をロシア領とし

て植民化している。 

③  ④ 

③ムラヴィヨフ中央公園内に州立郷土博物館     ④同公園にムラヴィヨフ伯爵の像が立つ 

 

ハバロフスク街から北東へ約７０㎞下航
げ こ う

しシカチ・アリャン村(岩絵群)へ着く 

ロシア連邦ハバロフスク市からアムール下流７０ｋｍの右岸にシカチ・アリャン村

に着く。人口３００人余、ここに居住の「ナーナイ人」はツングース系の言葉を話す

先住少数民族がおり、極東最大の川にアムール川流域で漁労を中心とした生活をして

いる。日常の暮らしは、漁撈を中心にして山や川、湖、動物狩猟の生活と、神々の祈

り、自然に感謝の暮らしをしている先住民村となる。 

この村を A.Ｐ.オクラードニコフ(ロシア人)は、『シベリアの古代史』『黄金のトナカ

イ』の著者は、1935 年から、1958、1963、1969 年にシカチ・アリャン村の岩絵の調査

を行っている。極東アジアに早期に進出した人類の祖、モンゴロイドたちは、極めて

早くからシベリア地域に生活圏をもち、早期の石器時代にはある程度の自衛と生活確 

保する集団を形成していた。犬を飼いならし、犬を家畜として飼う習慣を持っていた

のである。川岸や川の中州等に定住集落は、魚食生活(ユッコラ・干し魚)は、丸木舟や
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犬ゾリを持ち、夏の家(高床式)、冬の家(竪穴 

住居)で季節を巡り、氏族(ハラ)組織するなど、 

狩猟・漁労・儀礼とシャマニズムの村集落を 

形成している。 

 このシカチ・アリャン村に近いガーシャ遺 

跡(支流アムグン川流域、約２万５千～１万５千 

年後期旧石器時代)から出土の土器を測定する 

と、炭素年代測定結果は、今から 12960±120 

年となり、約１万３千年前の岩絵群の測定結 

果が出た。このシカチ・アリャン村はアムー 

ル川河口まで、１１月末頃から翌年春迄厚い氷に閉ざされる村となる。 

 冬期はヘラジカ、アカシカ、トラ、ジャコウネコ、イノシシ、クロテン等の狩猟生

を行い、春になればサツキマス、フナ、コイ、鯰の漁労を行い、８月になれば鮭の産

卵の遡上
そじょう

が始まり、鮭やカラフト鱒等の大豊饒期となり、まさにこの流域のナーナイ

人は１年分の食糧魚の確保できる村である。 

⑥ 

⑥シカチ・アリャン村・ハバロフスクから車で２時間弱の１００㎞位の所、右奥が上流。(岩絵について

の説明は、電子書籍『手宮・フゴッペ洞窟壁画人は何処から来たのか』第２章 22～27 頁参照) 

  

シカチ・アリャン  ⑥の奥岬先端には水流が集まり水の流れの勢いがある場所と

なる。そこに８月に入ると、この村に鮭類の遡上道となっている場所あり、岸辺側に

図⑤バロフスクからシカチ・アリャンへ・Google
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魚群が寄って来る水流域がある。その魚道をナーナイ族たちは、魚群をコントロール

して大量の鮭類を捕獲する場所となっている。春から夏にかけてイトウ、カルーガ、

オショトル(チョウザメの一種)、サザン(鯉科)、鯰など百種類を超える魚が獲れる。８

月になれば夜を徹して遡上する鮭を捕獲、この場所の地名が「アリャン」の語源の「漁」

に関わる「場所」、又は「合流点」である事が証明される。又、アムール川は中国の名

称は、後漢から晋まで「弱水」（アムール川は見た目では流れが緩やか）、清朝期「黒竜江」

と呼ばれ、アムール流域先住民はアムール川の名を「モンガボ」「モンゴー」「マンゴ」

「マング」等と呼んでいた。中国流の「ロン」「龍」ではない。 

⑦ ⑧ 

⑦・人間の顔ガイコツを描いた岩絵       ⑧・ヘラジカ刻画を安山岩に刻む  

 

コムソモリスク・ナ・アムーレの街からティル村を目指す 

 

⑨・ハバロフスクから車でコムソモリスクの街へ  ⑩・フェリーでコムソモリスクからティル村へ 

Google 図⑨ 
Google 図⑩
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シカチ・アリャン村から北東へ車で約 340 ㎞、コムソモリスク・ナ・アム―レの街

に到着する。この街はかなり大きな街となり、この辺りのアムール川の川幅は見渡し

ても、川とも湖とも思える川が流れ、川と湖が一帯になっている川の街となり、街は

アムール川下流左岸に位置する港湾都市・工業都市となっている。この街で１泊する。 

  早朝５時頃のアムール川フェリー場へ、日本の中堅駅のようなガサガサした人の混

雑したフェリーに乗場へ着く。さあ、これから約１０時間有余の船旅、ティル村への

下航の旅が始まる。川幅から来る感覚なのか、船のスピード感がある。 

⑪ ⑫ 

⑪コムソモリスクのフェリー乗り場  ⑫３０分下航すると右岸に墨絵のような幻想的な丘陵が続く 

⑬ ⑭ 

⑬２時間余下るとアムール川の中洲が至る所に見える ⑭川幅や川の流れ、川の形体は全く分らない 

⑮ ⑯ 

⑮午前１１時頃、中洲を交わしながらフェリーは走る ⑯村の各船着き場はこのよう駅舎なっている  
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⑰ ⑱ 

⑰フェリーから全員下船、給油所へ向かう ⑱約６時間余走る、デレンはこのような中洲なのか 

 ⑲ 

 ⑲正面の丘陵の向こう側に出ればティル村となる、午後４時過ぎ頃に到着した 

⑳ ㉑ 

⑳ティル船着き場を村高台より望む、右奥が下流となる   

㉑ここがティル村役場。この役場で宿泊し、夜食は村長さんが 

作ってくれました。右写真はロシアパンとイクラが出ました。 
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㉒ ㉓ 

㉒役所近くの高台から矢印が寺院跡見える    ㉓役所前から山側を見る風景となる 

 

ティル村長さんの記事  リュドラ・アレクセーイ・メーリニコフ村長さんの紹介

は『Земля, гдесчастлив человек・80лет』より、「ここで幸せな人々の大地・80 周年

誌」より筆者の訳。 

 

村長さんのティル村説明記事に「アムール 

下流域にはロシアで唯一の中世の仏教遺跡が 

２つあります。1411 年、中国の明皇帝の宦官 

イシハ(Yishiha)の遠征が、アムール軍政府所 

に派遣され、アムール川河口から 120km 上流 

に高い崖(ティル村)の所に「永遠の静けさの 

寺」を建立しました。その後先住民族よって 

破壊されましたが、1434 年、イシハはアムー 

ルへの２回目の遠征を行い、仏教寺院を回復 

しました。寺院の遺跡には中国語、チベット語、モンゴル語の碑文が花崗岩に刻まれ

ていました。 

そして、時代は下がり、17 世紀の５０年代にこの遺跡は発見されました。ロシアの

探検家たちは１９世紀後半から、1854 年、1873 年、1935 年にティル(tyrskih=ティル

スキ)寺院の調査を試みています。寺院址の本格的な発掘調査は 1995～2000 年にアム

ール考古学グループによって始まりました。これらの研究で、ニコラエフスク・ナ・

アレーム博物館にはユニークな考古学的なコレクションを取得することができまし

た。」と、80 周年誌で述べておられます。 

 

㉔・アレクセーイ・メーリニコフ村長・右

８０周年誌・村長さんから贈られた 
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ニコラエフスク・ナ・アムーレ(尼港
に こ う

)  ハバロフスク地方のニコラエフスキー地区

の行政都市、港湾都市となる。間宮林蔵が 1809 年にこの地に訪れ、『東韃地方紀行』

の中で「フヨリ」と呼ぶ町が、現在のニコラエフスク・ナ・アレームに一致している。 

グレート・ニコラエフスク・1858 年 

㉕ ㉖ 

㉕・ニコライエフスク博物館    ㉖・ニコライエフスク・ナ・アムーレ市役所、左側が博物館 

 

尼港
に こ う

事件  尼港と書いて「ニコラエフスク・ナ・アレーム」を指す街は、日本人

には「ニコウ」の呼び名で知られている。ロシア革命後のロシア内戦中の大正９年

(1920)３月から５月にかけアムール川河口のこの街で、赤軍パルチザンによる大規模

な住民虐殺事件、「尼港事件」が起きた。赤軍パルチザン部隊 4300 名、(ロシア人 3000

人、朝鮮人 1000 人、中国人 300 人)が尼港住民に略奪、暴行、処刑に対し、日本軍守備隊

(守備隊 290 人・憲兵 15 人・無戦隊 40 人・在郷軍人 70 人)が決起した。赤軍パルチザンの

勢いは止められず、街のロシア人を中心に６千人の住民が虐殺され、日本人居留民と

日本軍守備隊等の 731 名(軍属関係者が 336 名、海軍関係者が 44 名、石田領事とその家族 4

名、民間人 347 名・日本領事館が消失し書類消失)の犠牲者を出した。日本人遺留民、日本

領事一家等を含み国際的批判を浴び、日本国民の反発を招き、シベリア出兵を長引か

せる原因となった。日本人が赤軍パルチザンによって虐殺され、監獄の壁に書かれた

遺書「大正９年５月２４日午后１２時忘れるな」が残る街となる。 

大正７年(1918)に始まった日本軍のシベリア出兵は、アメリカ合衆国の呼びかけの共
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同出兵であり、アメリカの提議に従って「チェコ軍団救援」を日本軍はその目的とし

て駐留したが、しかし、チェコ軍団は赤軍と戦闘状態にあって、ボリシエヴィキ政権(ウ

ラジーミル・レーニンが率いた一派)とは敵対していたので、ロシア内戦への日本国が干

渉なくして救援は不可能であった。そもそもアメリカの提議そのものに矛盾があった。

「尼港事件」の書籍は、原暉之著『シベリア出兵』、細谷千博著『シベリア出兵の歴

史研究』、土井全二郎著『西伯利亜出兵物語』等々がある。尼港事件は遠大な話な

ので省略し、ニコライエフスク博物館に事件関係の展示写真を紹介します。 

㉗ ㉘ 

㉗廃墟となったニコラエフスクの街  ㉘虐殺事件を起こした赤軍パルチザン幹部の集合写真。中央の

白衣の人物、虐殺の中心人物ヤーコフ・イヴァノーヴィチ・トリャピーツィン。左の女性は宣伝部指導

者ニーナ・レペデワ・キャシコ。背後の屏風は日本人から略奪したものと云われている。1920 年４月。 

㉙ ㉚ 

㉙焼け落ちた日本領事館   ㉚ニコラエフスクの島田商会・楕円は日本軍兵営(ウィキペディア) 

㉛ ㉜ ㉝ 

㉛島田商会のクーポン券、上表、下裏側 ㉜島田元太郎 ㉝ニコライエフスクに居た日本人の諸士 
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㉛・クーポン券=「独自紙幣」・ピコラエヴィッチ紙幣=島田商会札  島田元太郎は

長崎県島原半島生まれ、1885 年にウラジオストクに渡る。苦学の末、ロシア語を学び、

１５歳でウラジオストクからニコラエフスクへ渡り永住権を取得した。そして島田は、

バプテスマ(キリスト教へ洗礼)の宗教による洗礼を受け、島田は正統派の父称ペトロ・

パタボラスラヴノー・ニコラエヴイッチの洗礼名を島田は取得した。更に、彼の勉学

はロシア語に止まらず、地元地域の先住民族のニヴフ、ウリチ、エベンキの方言を会

話することにより知人を得たことである。これ等を足掛かりに、1896 年「島田商会」

を設立、日本へ鮭・鱒をはじめ、木材・毛皮等のニコラエフスクの産物を輸出し、中

国・日本から生活雑貨を輸入して財をなした。やがて尼港は、1917 年２月革命、１０

月革命と、ロシア情勢は混沌し、ロシア人同士の取引でさえ、銀行決済に不安定を齎

していた。英国・米国は日本の銀行に預金を頼み込んでいる状態となり、尼港に於い

てはロシア銀行の役目が不能状態に陥っていた。1918 年、ロシア帝国は崩壊、物価は

高騰、ルーブルは下落し、経済は大混乱を招いた。そこで、島田は一計を案じ「独自

紙幣」を発行に至る。偽造紙幣ではなく、この紙幣を島田商会へ持参すれば、島田商

会の商品と交換ができ、また、手形・保証書の類の役目も果たし、島田商会の保障が

裏付けされ、ロシア人もロシア政府発行のルーブル札より、島田商会が発行した保証

書が有利となり、島田商会の「券」(信用金額)が安心安全の紙幣となり、ニコラエフス

ク市民が欲しがったのである。こうして、1919 年、島田商会版のルーブル券(札)が発

行され、ニコラエフスクで使われる紙幣という意味で、「ニコラエヴィツチ紙幣」と呼

ばれた。Н
ニ

をП
ピ

に誤植したために「ピコラエヴィッチ紙幣」とも呼ばれているらしい。

(ニコラエフスク博物館刊『годы и друзья старого николаевска』の章「ピョートル大帝のア

ムール」参考した) 

㉞ ㉟ 

 ㉞㉟・ピコラエヴィツチ紙幣・1919・表「ПЕТРА НИКОЛАЕВИЧА СИМАДА=ピョートル・ニコラエ

ヴィチ島田 Десять рублей.=１０ルーブル」・裏面文字不詳 (紙幣の写真・「探検コム」より) 
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㉝・御大礼 皇位即位式の後に、五穀豊穣を感謝し、その継続を祈る一代一度の大

嘗祭が行われる。即位の礼・大嘗祭と一連の儀式を合わせた御大礼と称される。 

 

島田商会の記事をみる  題名「ピョートル大帝のアムール」の一部 

㊱ 

㊱・【『ГОДЫ И ДРУЗЬЯ СТАРОГО НИКОЛАЕВСКА』「古い年代や友人のニコライエフスク」】「ピ

ョートル大帝のアムール」(筆者訳) の一部・ニコラエフスク博物館刊より。 

 ★この当時、ニコラエフスクの街は、ルーブルの下落は激しく、ロシア政府発行のルーブル

５枚位と島田商会発行の１ルーブルが交換される事情が起きていた。漁民は漁網や生活資金の

ために、島田商会の商品と交換のきく、島田商会の裏保証付きのルーブル札を欲しがった。島

田商会も鮭や材木等を買い付ける時、２、３カ月先の前金を島田ルーブルで支払った。それは

ロシア政府のルーブルを金庫にしまって置くうちに、瞬く間に下落してしまうからである。 
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図㊲ 図㊳ 

㊲と㊳は尼港事件時の「尼港地図」で、日本側の軍や重要施設等の配置図となってい

る。役所の現地案内係の方が、日本人である筆者に特別に頂いたもので、筆者自身、

どれ程の㊙の地図なのか理解しておりません。「尼港事件」を研究されている方が居ら

れると思い、事件時の貴重な現地図なので、㊙印を付けて掲載します。ご理解の程。 

 

 余話・尼港の裏面史考  ニコライエフスクの街で島田商会をはじめ、日本人の成

功者は多くいたが、日本人に好感を持たない街の住民たちもいた様である。 

 1850 年、ネヴェリスコイ提督によって哨所から６年後に市制を敷いたニコライエフ

スクは、極東ロシアの行政の中心地として栄えた。1910 年当時の人口は１万７千人弱、

その内約２千人が漁業に従事していた。アムール河口の街を発展に導いたのは日本人

漁業家たちである。アムール下流域に進出した日本人漁業家は、明治初期の 1870 年頃

から、当時南樺太に出稼ぎに来ていた一部の者たちが、対岸の魚類豊富なアムール下

流域に手を伸ばしたのが始まりで、日本漁船のニコライエフスク入港は、1892 年に帆

船が２隻、1900 年には８５隻(内汽船 21 隻)までに増えている。その要因は、ロシア漁

業資本の幼弱と、ロシア祖国へ製魚を送る事情に難題があった事、日本人漁業者らは

近距離に日本の市場を持ち、その好機を見逃さず業績を伸ばしたのである。 

 第７章「間宮林蔵の概観」８０頁でサケの捕獲を紹介したが、２０世紀初頭のアム

ール川漁場での捕獲の漁具方法は、「日本式ザイェズドク」と地元民に呼ばれ、簗
やな

の漁

獲式で鮭の漁獲量を多大に高めた。仕事に忠実な日本人の性格上、自ら漁場の事ばか

り考え、集中的に漁獲したため、上流への鮭の遡上が止まり、上流の各村々の漁獲は

㊙ 

㊙ 
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燦燦
さんさん

たる惨状に陥った。上流の漁民らの不満は鬱積し、１０年後この街で起きた「尼

港事件」はこの事件の背景の一つに、日本式の「簗」方式で一網打尽に鮭を捕獲して

しまう日本漁民に対し、アムール下流域の漁民の怨念が有った筈で、当時の日本居留

民でこれに忠告する人はいなかったようである。(『シベリア出兵』原暉之著・前掲書参考) 

 

ニコラエフスク郊外にあるニヴフ族の小学校を訪問 

㊴ ㊵ 

㊴добропожаловать・「歓迎」とある   ㊵街より 20 ㎞位上流のニヴフ族小学校、右より３人筆者 

㊶ ㊷ 

㊴・㊶の小学校より 5 ㎞位離れたニヴフ族学校  ㊷ニヴフ族の小学校資料館・先生はロシア人でした 

㊸ ㊹ 

㊸は㊶のニヴフ族の小学校に絵柄の刺繍あった    ㊹・同、ニヴフの飾りで獣の顔とある 
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小学校で出された昼食 野生のコケモモ、スモークサーモンの美味をいただいた 

㊺ ㊻ ㊼ 

㊺・コケモモ       ㊻・スモークサーモン     ㊼・鮭のクンセイあえもの 

 

余話・先の大戦の日本兵シベリア抑留者の墓を訪ねる 

   

上記写真はニコラエフスク郊外にある「日本兵強制抑留者の墓跡」この墓所跡では抑留者のお骨は「全

部日本へ引き上げたと」、ガイドの説明を受けた。現在は「日本人抑留者・鎮魂の墓標」が立っていた。

その傍にトリカブト花が咲いていた 

帰国後、ニコラエフスク地区の「日本兵強制抑留者」の確認を、『シベリア強制抑留

の実態』阿部軍治著より調べてみたら「はじめに」に次のようにあった。 

《1945 年８月、太平洋戦争の終戦間際、すでに降伏を決定していた日本に対し、ス

ターリン政府のソ連が、日本の支配地域の満州や樺太や千島列島等において、大軍を

もって押しつけ的に戦闘をしかけ、戦争が終わっているのに大量の日本軍人や民間人

を“捕虜”と称して捕獲し、しかもソ連経由で日本に帰国させると騙してソ連領内へ

強制連行して、それは起こったものであった。連行先のシベリア等の抑留地で彼ら待
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ち受けていたのは、飢えと極寒と無慈悲な強制重労働だった。ニコラエフスク地区は、

７カ所の収容所に推定４千人が収容され、死亡者推定 530 人、引揚者約 3500 人なって

いる。ハバロフスク地区は、２４カ所の収容所に推定２万人、死亡者推定９３４人、

残留者５６３５人、引揚者約１万２千人となっている。》 

  

ココニコラエフスク墓地跡は鎮魂の小道の奥になる       案内してくれた役所の人 

ハバロフスク郊外の日本人墓地・ハバロフスク郊外 

    

ハバロフスク郊外にある日本人墓地      日本政府によるシベリア慰霊碑と平和公苑建立 

シベリア慰霊平和公苑 

両地区の１カ所ずつ鎮魂にお伺いした。「シベリア強制抑留」に関心のある方は、拙書電子

籍『日露戦争への列強の策謀』後編「附録」をご覧ください。 
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 結びにかえて 

 アムール川下流域地方からサハリン島の歴史文化を足早に見てきたのであるが、なら

ば幕末の「日本国」を、外の国々はどの様に見ていたのかを知るうえで、アメリカ合

衆国ペリー提督が 1853 年に浦賀に来航する５年前に、日本国へ上陸していたアメリカ

人、ラナルド・マクドナルドという人物を追ってみた。 

 「寛永の鎖国令」(1639)は徳川幕府三代将軍、家光に時代に出されてから約１世紀は

無風で過ぎていたが、１８世紀中頃から、ロシア国はカムチャツカを制圧し、オホー

ツク海を南下して、日本の沿岸を調査に現れる事件や、ロシア漂流船が相次ぐように

なった。その事情は日本との親善通商を求めるロシア使節が来航していた。 

 第一回ロシア使節ラクスマンの来日は、寛政４年(1792)１０月、彼の来航の名目に、

日本人漂流民大黒屋光太夫ら３人を伴って来たために幕府は対応に苦慮し、漂流民は

松前で受け取り、通商問題は長崎以外では協議できないとして、「信
しん

牌
ぱい

」という長崎入

港許可証を与えたが、長崎には現れず今件の交渉を終った。１２年後の文化元年(1804)

９月、第二回ロシア使節レザノフは日本漂流民４人を伴い、先の「信牌」を持って長

崎に来航した。長崎奉行所は幕府の指示を仰ぐためと言い、使節を６カ月間待たせた

あげく、幕府は従来通り通商を拒絶した。納得しないロシア使節は日本の北辺襲撃を

繰り返し、1806 年カラフトの番所、礼文島、利尻島が焼き討ちにした事件が起した。 

 １９世紀に入り産業革命の発展と共に世界の生活水準は上がり、機械等の潤滑油と

しての鯨油の需要は増すばかりとなり、アメリカでは１７世紀中頃より、マッコウク

ジラ・セミクジラから良質の鯨油が採れることを知り、捕鯨は北米大陸東岸に発展し

ていた。やがて米国東海岸では鯨の乱獲により枯渇したが、1819 年、中国ハワイ間を

航行するアメリカ商船が、日本近海でマッコウクジラの大群を発見した。このニュー

スが全米に伝わり、アメリカ資本家たちは大型アメリカ式帆走捕鯨船を建造し、北は

ベーリング海峡を抜けて北極海まで、南はオーストラリア大陸周辺や、サウス・ジヨ

ージア諸島まで米国捕鯨は世界の海に躍進した。 

鯨のマッコウ油で作ったローソク加工は大きく伸び、又、コルセットに使う鯨骨の

需要も伸び、これ等の社会生活産業の発展に伴い、米国労働者人口は鯨関連産業に移

行して行った。米国民はその鯨産業に人々は走り、世は農業から捕鯨へと職替えし、

資本家たちは捕鯨船への投資した収益を期待した。そのため世界の海は乱獲につぐ乱

獲となったが、と同時に現場の捕鯨船上では、炉と釜で鯨皮等の釜茹で作業に、大量
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の薪水
しんすい

(まきと水)や食料の現地調達に乗組員は苦慮していた。当時、補給を求めて太平

洋に捕鯨船の数は英米合わせて 500～隻が操業していと云い、この問題を解決するため

に、捕鯨産業界から、政治家へ突き上げがなされ、アメリカ国家として解決しなけれ

ばならない重要な緊急課題となっていたのが、「日米和親条約締結」であった。因って、

ペリー提督の余裕のない強引な外交交渉には、その様な事情があったのである。 

アメリカの日米和親交渉が始まらない前の海上に於いては、捕鯨船の船長たちは、

日本周辺で幕府の力が及ばない島、北海道周辺の礼文島・利尻島・焼尻島・国後島・

択捉島等に補給品確保のために、航海上地理を的確に理解せざるを得なかったのであ

る。南は九州の南端や、四国の沖ノ鳥島や沖縄・小笠原諸島等は捕鯨船ばかりでなく、

商船航海者たちも緊急避難先に日本人の想像を超える海洋地図を熟知していた。 

その様な時代背景のなか、ペリー来航の５年前の嘉永元年(1848)６月２７日(グレゴ

リオ暦)、１人の２４歳のアメリカ青年「ラナルド・マクドナルド」が北海道西北部に

ある焼
やぎ

尻
しり

島に上陸し、２日間過ごしてみたが、人の気配が感じられないので、７月２

日利尻島の野塚に再上陸したところ、多数のアイヌ人の男女と子供たちに迎えられた

のである。この人物こそが日本英語の祖となるラナルド・マクドナルドである。この

人物を知ったのは 2007 年、筆者が利尻島に訪れた時、利尻島郷土資料館で、『マクド

ナルド「日本回想記」』の書に出会った。そして、利尻島郷土資料館のマクドナルドに

ついて次の様に説明している。 

 

《 鯨が開いた鎖国の扉 ラナルド・マクドナルド、利尻島密入国  時は幕末、

鎖国政策下の日本に潜入したマクドナルド。捕鯨基地ハワイから日本の北方域に向か

う捕鯨船の船員になり、漂流民を装って焼
やぎ

尻
しり

島を経て 

利尻島に渡りました。嘉永元年 7 月 2 日、利尻島に上 

陸したマクドナルドは、日本を目指したのはハワイの 

捕鯨基地で接した日本の情報からでした。それは弘化 

2 年(1845)、太平洋の小笠原諸島や鳥島などで、２２人 

の日本人漂流民を助けて、江戸湾に入ったアメリカの 

捕鯨船マンハッタン号のクーパー船長が新聞に載せた 

記事でした。異国人に救助された自国の民を受け容れ 

ない国、異国人を拒んでいる日本は、開かれつつある 

若き日のマクドナルド・1853 年

帰国時銀板写真 29 歳 
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世界の中で、何時か開国になるであろう、日本国とはどのような国なのか、自らがで

きる事を探ってみたい、これが日本への密入国の目的でした。長崎に１０月１３日着

いたマクドナルドは、座敷牢で渡航目的などが尋問されました。オランダ通訳の森山

栄之助は、先のマンハッタン号のクーパー船長の来日の時、英語通訳で苦戦し、通じ

ないオランダ語よりも、捕鯨船が持ってくる英語の必要性を感じて、１４人のオラン

ダ通事たちはマクドナルドから、英会話を７ヵ月間教わりました。幕末の日本とアメ

リカの捕鯨漁が、鎖国の扉を開いたのは鯨であり、幕末の課題は北の歴史から見えて

きます。》と説明されている。 

図①  ② 

①・西蝦夷(北海道西部)の地図(マクドナルド原図)利尻島で１０日滞在、宗谷勤番所から

８月２５日(日本・７月２６日)江差へ向かう、９月７日(８月１０日)１３日間かけ松前藩

へ到着し、夕方松前を発ち江良町村(現松前街江良)到着する。松前で２５日間の順風を

待ち、１０月１日(９月５日)より日本海沿いを航海、１０月１１日、９日間で長崎へ到

達となる。②・マクドナルドの愛弟子森山栄之助(左)1853 年ペリー来航時の幕府の大

通詞時代の写真。 

 ★右の利尻島の利尻富士は遠方からでも、この 

様に海の上に浮かんで見える。遠路はるばるやって 

来た航海者たちは、この利尻富士を目印にし、これ 

起点に樺太や北海道の位置を確認し航海していたの 

であろう。①図でも山の頂が分かる様になっている。 
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 ラナルド・マクドナルドの生い立ち  彼は 1824 年２月３日、現在のオレゴン州の

アストリアで生まれた。ここには当時イギリスの独占的毛皮交易会社ハドソン湾会社

の出張所があり、この一帯は長い間英米両国の係争の地、1846 年マクドナルドの留守

中に、オレゴン協定によりアメリカ合衆国領となる。彼の父はスコットランド生まれ、

２２歳の時、カナダに渡り、３１歳の時ハドソン湾会社の書記になり、同社コロンビ

ア川地区に赴任する。母はコロンビア川下流地方のインディアン部族チヌーク族の族

長コム・コムリとスカポーズ族の間の娘で、マクドナルドを生んだ後、数カ月で他界

し、彼は義母姉に引き取られた。 

  

当時米国の地に日本人３人の漂着者がいた  1834 年頃、日本の千石船宝順丸がフ

ラッタリ岬に漂着した音吉、久吉、岩吉の漂流者３人が、ハドソン湾会社の船ラーマ

号に救出されていた。マクドナルドは３人の日本人漂着事者らには会っていないらし

いが、情報を聞き、日本国と日本人についての強い関心を抱いていたようである。 

  

少年から青年期  父は息子ラナルドについて、「チヌーク族長の血筋を引いた特別

な人間で、親世界で偉大な人物になるよう運命づけられている」と語り、又、一方で

は、「混血児である息子がカナダ社会で成功することのむずかしさ、・・・」と案じて

もいた。父には、人並みの教育を受けさせ、社会に送りだしたい希望と、混血児であ

る息子の前に立ちはだかる白人社会に偏見と差別の障壁を、息子が乗り越えていける

かどうかどうか、白人の父親は不安を抱いていた。 

 ラナルドは 1841 年夏頃、父との確執を察し、誰にも行き先を告げず旅立つ。彼は就

職問題で、社会的差別を痛いほど味あわされていたことが、全てを捨てて旅に出たよ

うである。 

  

放浪の末に日本を目ざす  彼はミシシッピ川を下る蒸気船の甲板員や、奴隷貿易

船等の船乗り経験もし、1847 年秋にハワイ諸島で捕鯨船の船乗りとなる。その仲間た

ちの話から、日本への知識を吸収して、次第に日本へ行く気持ちが膨らませていった。

当時北米に漂着した日本人たちは、日本側の断乎として受け取りを拒絶され、砲火を

浴びせられて追い帰された事情を、『原典アメリカ史』でラナルドは読んでいた。 

 『マクドナルド「日本回想記」』４章の「神秘の国日本」に《この国民がみずからの
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愛する島々の周りにめぐらした砲火の壁だった。日本国民！彼らこそ既存の諸国民の

うちでも も古い国民であり、また愛国的団結の も強固な国民である。優れた戦士

的な民族である彼らは、世界のあらゆる強国をも――フビライ汗からも今日まで――

みごとに撃退し、敵を国土に寄せ付けなかったのである。古めかしい東洋の「ユート

ピア」！ 昔のアラビアの物語にでてくる伝説上の「ワク・ワク」(中世アラブ世界、東

方の彼方にある土地、ワクワク島、日本の古名倭
わ

国)の民族、現在の人類中もっとも古い民

族。はるかな豊饒の海によって岸辺を洗われ養われる「東方の島国」帝国。驚異にみ

ちた大洋のなかの驚異！ ちょうど我々は反対側の岸辺に住み、はるかかなたの沖合

いに探索の眼をみはる我々にとって、それはいつも強い好奇心の的だった。その国民

はどんな国民か。生活習慣は、黄金がきらめき、――。以上の疑問や関心は、北アメ

リカの利害関係を支配する、当時の実際政治家たる先輩たちの間でしばしば話題とな

った。それはまた、若く生まれつき感受性の敏感な私の心へ深く入り込んで、もろも

ろの思考と熱望をかってに育て上げ、私は憑かれたように――私はどれほどの努力を

払っても、どれほどの生命の犠牲にしてでも、できるならば、この神秘日本を自分で

解いてみようと心に決めた。さらに彼の胸には、母方のインディアンの祖先は、もと

もと大洋のかなたから来た、という伝承が蘇ったであろう。彼は日本に来て耳にした

日本人の言葉の多くは、「たぶん私の母方の祖先を通してきたものか、私にはなじみ深

いものに響いた」》と述べている。 

  

『マクドナルド「日本回想記」』１１章「森山栄之助②写真」《彼は、私が日本で会

った人のなかで群を抜いて知能の高い人だった。彼は青白く、考え深い顔つきで、人

を射るような黒い眼をしていた。その眼は、魂のなかまで探し出し、あらゆる感情の

動きを読みとるように思われた。彼の英語は非常に流暢で、文法にかなってさえいた。

発音の仕方は独特だったが、日本語とは異質な文字と綴りの組合せを、驚くほど見事

に駆使していた。彼はその後、私が日本に滞在している間中、私の日々の伴侶、愛す

べき伴侶となった。・・・》 

  

『同書 』１４章「座敷牢から見た日本」《私の１４人の生徒たちについて―― 

彼らは驚くほど英語が上達した。その理由は、彼らがこの課業にまじめに取り組んだ

こと、また彼らのもの分りよさや学識の広さは、なみなみならぬものであり、あるも
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のなどは驚異的であったこと、にある。彼らの心は並はずれ鋭敏であり、かつて私は

うぬぼれて「目から鼻に抜けるほどだ」と自負していたが、その私をはるかに凌駕す

るほどである。・・・》と記す。 

ラナルド・マクドナルドはオランダ通詞１４人のクラスに英語を教えた期間は、約

７カ月となり、日本に滞在期間は１０カ月となっていた。そして、1849 年 4 月 26 日ア

メリカ合衆国当局に引き渡された。その５年後、ペリー率いる米国合衆国海軍東イン

ド艦隊が来航し、翌年「日米和親条約」が締結される経緯となるが、そのペリー提督

との通詞役は、マクドナルドの英語発音を教えられた１４人が会議を取り仕切ったの

である。又、同年１０月１４日、イギリスとの間にも同様の１４人の仕切る会議が「日

英和親条約調印」の締結となる。 

日本は捕鯨船の薪水・食糧調達問題から、強引に開国させられたのであるが、その

時は、世界の経済の動きは鯨油の時代から、石油の時代へと激変して行くのである。 

(参考にした資料・『マクドナルド「日本回想記」』ウィリアム・ルイス、村上直次郎編・富田

虎雄訳訂・刀水書房。『黒船前夜の出会い』平尾信子著・NHK ブックス) 

        

２０１７年６月梅雨入り     ―終― 

 

自己紹介 

池田 勝宣
かつのぶ

 

1942 年、神奈川県藤沢市生まれ 

 

 

歴史シリーズ 

電子書籍版『義経不死伝説の声を聞く』2011・5 

 同   『仏教伝来の道物語』2011・12 

 同   『“ジンギスカン即源義経説”流布の顛末』2014・4 

 同   『日露戦争への列強の策謀』2016・6 

 同   『手宮・フゴッペ洞窟壁画人は何処からきたのか』2017・1 

 同   『アムール下流域ヌルガン都司
と し

と永寧寺碑と先住民族たち』2017・6 
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